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学校体育に関する総括と展望 

 

新 潟 市 教 育 委 員 会  

学校支援課長 丸山 明生  

 

日頃より、各学校園において体育・保健体育や健康領域の指導、また、体力向上の

活動に真摯に取り組んでいただき、感謝申し上げます。 

新型コロナウイルス感染症は、今年度も児童生徒の学校生活に影響を及ぼしました。

各校では、体育・保健体育の授業や部活動等の児童生徒同士のかかわりの場面において、

多くの制限があったことと推察しております。今後、どのような状況となっていくか、

注視していく必要があると感じているところです。 

このような制限の中で、全国体力運動能力、運動習慣等調査（体力テスト）では、

調査対象である小学校５年生、中学校２年生の男女それぞれの体力状況について、本市

は全国的にも上位に位置する結果となりました。さらに、「目標をもって学習したこと

が自分の『できる』『わかる』に繋がっている」と回答した児童生徒の割合が高く、全

国平均値を上回っていることもわかりました。これは、小学校・中学校、両校種の教育

研究協議会の体育・保健体育部の研究主題に沿った活動が実を結んでいることの表れだ

と感じています。そして、各校における一人一台端末を活用した個別最適な学びや協働

的な学び、小中学校の体育連盟による日々の取組に大きく起因しているものと考えてい

ます。 

 心配なことは、令和元年度以降、児童生徒の体力状況が全国的に低下傾向であること

です。本市も例外ではありません。全国平均を上回っているものの、コロナ禍における

運動機会の減少、活動内容の制限は、児童生徒の体力面に大きな影響を与えました。今、

児童生徒の体力向上への解決策が求められています。 

本市では、毎年、自校の体力面での課題を精査し、学校全体で「体力向上ジャンプ

アップ」に取り組んでもらっています。「わかる」「できる」を実感できる楽しい授業

や友達と取り組む組織的・計画的な活動こそ、児童生徒の意欲の高まり、体力の向上に

繋がっていると感じます。令和５年度も体育・保健体育でたくさんの経験を積んでほし

いと願っています。 

 終わりに、「学校体育のあしあと」の発刊に当たり、寄稿いただいた皆様にお礼を申

し上げるとともに、本冊子が政令市新潟の学校体育の充実・発展のために活用されるこ

とを祈念し、発刊の言葉といたします。 

令和４年度 



１ 新潟市児童生徒の体力状況 

【令和４年度児童生徒の体力調査結果】 ―小学校５年生、中学校２年生の結果から― 

 

調査事項 

（１）実技調査（８種目） 

   〇握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、シャトルラン、５０ｍ走、 

立ち幅跳び、ソフトボール投げ（中学校はハンドボール投げ） 

（２）意識調査 

   〇運動習慣、生活習慣等に関する質問紙調査 

 

新潟市調査結果概要 

（１）小学校５年生 実技（図１、２ （ ）は昨年度順位） 

 

 

 

 

 

 

 

〔都道府県別〕  全国９位（16位）  〔都道府県別〕  全国９位（10位） 

〔政令指定都市別〕全国１位（3位）   〔政令指定都市別〕全国１位（1位） 

 

（２）中学校２年生 実技（図３、４ （ ）は昨年度順位） 

 

 

 

 

 

 

 

〔都道府県別〕  全国４位（1位）   〔都道府県別〕  全国６位（3位） 

〔政令指定都市別〕全国１位（1位）   〔政令指定都市別〕全国３位（1位） 

※シャトルランを「持久走」に置き換えて実施している学校もあるが、実施対象が 

極めて少ないため、本市ではシャトルランで全体の傾向を見取ることとする。 

 



（３）質問紙調査 

◇運動が好きな児童生徒が多い。 

小学校５年生 男子９３.０％（91.9％）、女子８６.０％（85.4％） 

中学校２年生 男子８８.９％（88.6％）、女子７６.８％（76.1％） 

※（  ）は昨年度数値 

◇朝食を毎日きちんと食べたり、運動が大切であることを自覚したりして、健康な生

活を送ったり意識したりしている児童生徒の割合が高い。 

◇体育や保健体育の学習にすすんで取り組んでいる児童生徒が多い。 

◇目標を意識して授業に臨んだり、友達との対話的な活動の中で学んだりすることで

「わかる」「できる」を実感している児童生徒が多い。 

◇運動や体育授業への意欲で、全国平均を下回った項目があった。「わかった」「できた」

ことが「楽しい」につなげられる授業づくりが求められる。 

 

新潟市の取組の実態 

◇各校において、体力面での課題から体力向上の取組を設定し、実践している。 

 「体力ジャンプアップ」の取組例 

  ○体力テストの結果を分析し、自校の課題を焦点化して取り組む。 

  ○校内で実技講習会を設定し、指導方法や授業マネジメントについて検討する。 

  ○体育的行事や児童会・生徒会活動とタイアップし、運動機会を増やす。 

  ○健康増進・生活リズム改善のために、中学校区全校で共通した取組を行う。 

◇体育指導者講習会を行い、各校の体育主任や保健体育担当の教員に指導法や理論を伝達し

ている。 

◇体育や保健体育の授業では、多様な方法でICT端末を活用している。自分の動きを前時と

比較したり、チームの状態を動画で客観的に捉えたりするなど、使用頻度だけでなく有効

な活用の方法も実践の中で検証されてきている。 

 

全国の調査結果から見える課題 

◇全国的に、令和３年度より各種目の平均値は低下している。 

◇新潟市は、政令指定都市の順位や全国平均と比較すると上位

にいるように見えるが、令和３年度に比べ、小中男女とも体力

得点は低下傾向にある。令和元年度から経年的に低下しており、

新型コロナウイルス感染症の際の運動時間や場所の制限などが

影響の一つとして考えられる。 



令和４年度　

全国体力・運動能力,運動習慣等調査

■実技集計 新潟市教育委員会

全国 492,561 16.21 3.91 50.0 472,895 18.86 5.97 50.0 490,084 33.80 8.98 50.0 487,367 40.37 8.44 50.0
新潟市 3,203 16.69 3.87 51.2 3,196 18.89 5.73 50.1 3,196 34.65 8.47 51.0 3,188 42.62 8.23 52.7

全国 468,784 45.93 21.03 50.0 486,845 9.53 1.26 50.0 488,436 150.86 23.78 50.0
新潟市 3,160 49.38 21.01 51.6 3,182 9.53 1.12 50.0 3,185 152.72 22.25 50.8

全国 487,347 20.31 8.14 50.0 435,327 52.29 9.51 50.0 435,327 9.6% 21.1% 32.4% 24.0% 12.9%
新潟市 3,185 19.63 7.49 49.1 3,073 53.35 9.16 51.2 3,068 10.9% 23.0% 35.0% 20.3% 10.7%

全国 新潟市 0

握力 50.0 51.2 0.0

上体
起こし

50.0 50.1 0.0

長座
体前屈

50.0 51.0 0.0

反復
横とび

50.0 52.7 0.0 A B C D E

20m
ｼｬﾄﾙﾗﾝ

50.0 51.6 0.0 全国 9.6% 21.1% 32.4% 24.0% 12.9%

50m走 50.0 50.0 0.0 新潟市 10.9% 23.0% 35.0% 20.3% 10.7%
立ち
幅とび

50.0 50.8 0.0

ｿﾌﾄ
ﾎﾞｰﾙ
投げ

50.0 49.1 0.0

体力
合計点

50.0 51.2 0.0

資料1【小学校5年男子】

Ｔ得点 標本数 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点

反復横とび(点)

小学校
５年男子

20mシャトルラン(回) 50m走(秒) 立ち幅とび(cm)

標本数

平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差
小学校
５年男子

握力(kg) 上体起こし(回) 長座体前屈(cm)

標本数 平均値 標準偏差

Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点

小学校
５年男子

ソフトボール投げ(m) 体力合計点(点) 総合評価(%)

標本数

平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差

ＥＴ得点 標本数 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差

51.2 

50.1 
51.0 

52.7 

51.6 

50.0 
50.8 

49.1 

51.2 

46.0

47.0

48.0

49.0

50.0

51.0

52.0

53.0

54.0

握力 上体

起こし

長座

体前屈

反復

横とび

20m

ｼｬﾄﾙﾗﾝ

50m走 立ち

幅とび

ｿﾌﾄ

ﾎﾞｰﾙ

投げ

体力

合計点

小5男子 実技調査T得点（図1）

新潟市

全国

(点)

9.6%

10.9%

21.1%

23.0%

32.4%

35.0%

24.0%

20.3%

12.9%

10.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

新潟市

総合評価（小5男子）

A B C D E



令和４年度　

全国体力・運動能力,運動習慣等調査

■実技集計 新潟市教育委員会

全国 476,628 16.10 3.92 50.0 457,806 17.97 5.31 50.0 474,771 38.20 9.06 50.0 472,196 38.67 7.50 50.0
新潟市 3,016 16.49 3.99 51.0 3,011 18.20 4.98 50.5 3,011 39.07 8.52 51.0 2,995 41.42 7.10 53.9

全国 453,876 36.98 15.92 50.0 471,462 9.70 1.00 50.0 472,949 144.59 22.33 50.0
新潟市 2,986 40.90 15.86 52.5 3,006 9.71 0.95 49.9 3,006 147.06 21.44 51.2

全国 471,610 13.16 4.72 50.0 424,139 54.32 8.91 50.0 424,139 13.0% 24.1% 34.0% 21.1% 7.7%
新潟市 2,996 13.27 4.57 50.2 2,919 55.92 8.57 51.9 2,919 16.2% 28.0% 33.7% 17.1% 5.0%

全国 新潟市 0

握力 50.0 51.0 0.0

上体
起こし

50.0 50.5 0.0

長座
体前屈

50.0 51.0 0.0

反復
横とび

50.0 53.9 0.0

20m
ｼｬﾄﾙﾗﾝ

50.0 52.5 0.0 A B C D E

50m走 50.0 49.9 0.0 全国 13.0% 24.1% 34.0% 21.1% 7.7%
立ち
幅とび

50.0 51.2 0.0 新潟市 16.2% 28.0% 33.7% 17.1% 5.0%

ｿﾌﾄ
ﾎﾞｰﾙ
投げ

50.0 50.2 0.0

体力
合計点

50.0 51.9 0.0

資料2【小学校5年女子】

小学校
５年女子

握力(kg) 上体起こし(回) 長座体前屈(cm) 反復横とび(点)

標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点 標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値

標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点
小学校
５年女子

20mシャトルラン(回) 50m走(秒) 立ち幅とび(cm)

標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値

Ｄ Ｅ標準偏差 Ｔ得点 標本数 Ａ Ｂ Ｃ
小学校
５年女子

ソフトボール投げ(m) 体力合計点(点) 総合評価(%)

標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値

(点)

51.0 
50.5 

51.0 

53.9 

52.5 

49.9 

51.2 
50.2 

51.9 

46.0

47.0

48.0

49.0

50.0

51.0

52.0

53.0

54.0

握力 上体

起こし

長座

体前屈

反復

横とび

20m

ｼｬﾄﾙﾗﾝ

50m走 立ち

幅とび

ｿﾌﾄ

ﾎﾞｰﾙ

投げ

体力

合計点

小5女子 実技調査T得点（図2）

新潟市

全国 13.0%

16.2%

24.1%

28.0%

34.0%

33.7%

21.1%

17.1%

7.7%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

新潟市

総合評価（小5女子）

A B C D E



令和４年度　

全国体力・運動能力,運動習慣等調査

■実技集計 新潟市教育委員会

全国 457,671 28.95 7.26 50.0 452,489 25.64 6.26 50.0 454,365 43.76 11.22 50.0 450,547 51.02 8.90 50.0
新潟市 2,971 29.82 7.17 51.2 2,962 27.10 6.56 52.2 2,951 47.39 11.79 53.1 2,940 50.66 9.46 49.6

全国 128,492 410.92 72.45 50.0 310,422 77.69 25.79 50.0 445,279 8.06 1.07 50.0 450,488 196.82 30.36 50.0
新潟市 21 408.90 76.02 49.7 2,902 80.69 24.54 51.2 2,916 7.97 1.07 50.8 2,942 202.42 30.41 51.8

全国 448,233 20.20 6.08 50.0 407,411 40.90 10.74 50.0 407,411 7.7% 23.2% 35.1% 24.5% 9.5%
新潟市 2,938 20.93 5.98 51.2 2,810 43.40 11.00 52.3 2,810 12.9% 26.5% 33.5% 20.5% 6.5%

全国 新潟市 0

握力 50.0 51.2 0.0

上体
起こし

50.0 52.2 0.0

長座
体前屈

50.0 53.1 0.0

反復
横とび

50.0 49.6 0.0

持久走 50.0 49.7 0.0

20m
ｼｬﾄﾙﾗﾝ

50.0 51.2 0.0 A B C D E

50m走 50.0 50.8 0.0 全国 7.7% 23.2% 35.1% 24.5% 9.5%
立ち
幅とび

50.0 51.8 0.0 新潟市 12.9% 26.5% 33.5% 20.5% 6.5%

ﾊﾝﾄﾞ
ﾎﾞｰﾙ
投げ

50.0 51.2 0.0

体力
合計点

50.0 52.3 0.0

資料3

Ｔ得点 標本数

【中学校2年男子】

Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点

標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点

中学校
２年男子

持久走（秒） 20mシャトルラン(回) 50m走(秒) 立ち幅とび(cm)

平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差
中学校
２年男子

握力(kg) 上体起こし(回) 長座体前屈(cm) 反復横とび(点)

標本数 平均値 標準偏差

標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点

中学校
２年男子

ハンドボール投げ(m) 体力合計点(点) 総合評価(%)

標本数 平均値

標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値

標本数 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

51.2 
52.2 

53.1 

49.6 49.7 

51.2 50.8 
51.8 

51.2 
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ｼｬﾄﾙﾗﾝ

50m走 立ち

幅とび

ﾊﾝﾄﾞ

ﾎﾞｰﾙ

投げ

体力

合計点

中2男子 実技調査T得点（図3）

新潟市

全国

(点)

7.7%

12.9%

23.2%

26.5%

35.1%

33.5%

24.5%

20.5%

9.5%

6.5%
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新潟市

総合評価（中2男子）
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令和４年度　

全国体力・運動能力,運動習慣等調査

■実技集計 新潟市教育委員会

全国 435,662 23.17 4.70 50.0 431,731 21.58 5.90 50.0 434,201 46.05 10.54 50.0 430,157 45.81 7.30 50.0
新潟市 2,754 23.44 4.62 50.6 2,731 23.02 5.89 52.4 2,742 49.14 10.81 52.9 2,733 45.60 7.20 49.7

全国 121,933 303.96 49.17 50.0 293,463 51.34 19.62 50.0 423,700 8.97 0.95 50.0 429,723 166.89 25.87 50.0
新潟市 16 289.44 31.09 45.3 2,677 53.44 18.79 51.1 2,722 8.87 0.78 51.3 2,729 170.00 26.06 51.2

全国 427,575 12.38 4.17 50.0 388,872 47.28 11.51 50.0 388,872 23.4% 29.7% 28.5% 14.7% 3.7%
新潟市 2,728 12.63 4.01 50.6 2,580 49.36 11.27 51.8 2,580 28.7% 31.4% 26.8% 10.8% 2.3%

全国 新潟市 0

握力 50.0 50.6 0.0

上体
起こし

50.0 52.4 0.0

長座
体前屈

50.0 52.9 0.0

反復
横とび

50.0 49.7 0.0

持久走 50.0 45.3 0.0

20m
ｼｬﾄﾙﾗﾝ

50.0 51.1 0.0 A B C D E

50m走 50.0 51.3 0.0 全国 23.4% 29.7% 28.5% 14.7% 3.7%
立ち
幅とび

50.0 51.2 0.0 新潟市 28.7% 31.4% 26.8% 10.8% 2.3%

ﾊﾝﾄﾞ
ﾎﾞｰﾙ
投げ

50.0 50.6 0.0

体力
合計点

50.0 51.8 0.0

資料4【中学校2年女子】

標準偏差 Ｔ得点

中学校
２年女子

持久走(秒) 20mシャトルラン(回) 50m走(秒) 立ち幅とび(cm)

平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差
中学校
２年女子

握力(kg) 上体起こし(回) 長座体前屈(cm) 反復横とび(点)

標本数 平均値 標準偏差

標本数

Ｔ得点 標本数

標準偏差 Ｔ得点

中学校
２年女子

ハンドボール投げ(m) 体力合計点(点) 総合評価(%)

標本数 平均値

標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値

標本数 Ａ Ｂ Ｃ

標本数 平均値Ｔ得点

Ｄ Ｅ標準偏差 Ｔ得点 標本数 平均値 標準偏差 Ｔ得点

平均値

50.6 

52.4 52.9 

49.7 

45.3 

51.1 51.3 51.2 50.6 
51.8 

42.0

44.0

46.0

48.0

50.0
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56.0

握力 上体
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持久走 20m

ｼｬﾄﾙﾗﾝ

50m走 立ち

幅とび

ﾊﾝﾄﾞ

ﾎﾞｰﾙ

投げ

体力

合計点

中2女子 実技調査T得点（図4）

新潟市

全国

(点

23.4%

28.7%

29.7%

31.4%

28.5%

26.8%

14.7%

10.8%

3.7%

2.3%
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令和4年度　全国体力・運動能力、運動習慣等調査について

1
運動が好き

2
自分には運動が大切
である

3
朝食を毎日食べる

4
体育・保健体育の授
業は楽しい

5
体育・保健体育の授
業に進んで学習して
いる

6
目標を意識した学習
で、できたり分かっ
たりする

7
友達と助け合ったり
教えあったりする学
習で、できたり分
かったりする

全国 92.4% 93.3% 82.3% 94.0% 93.2% 84.0% 82.6%

新潟市 93.0% 94.3% 84.1% 93.0% 93.7% 85.3% 83.6%

全国 86.0% 90.7% 81.1% 89.5% 91.3% 82.6% 85.3%

新潟市 86.0% 93.2% 83.5% 88.9% 92.5% 84.5% 86.5%

全国 88.8% 91.8% 80.1% 90.7% 90.2% 84.1% 85.3%

新潟市 88.9% 92.1% 85.1% 88.9% 93.2% 86.8% 88.2%

全国 77.2% 86.2% 73.6% 83.9% 87.6% 82.6% 86.9%

新潟市 76.8% 86.3% 79.7% 79.9% 89.3% 85.5% 88.4%

1
児童生徒の体力・運
動能力向上のための
学校としての目標の
設定

2
運動・スポーツが苦
手な児童生徒向けの
取組、能力差に応じ
た取組の実施

3
体育・保体の授業で
の話し合う活動の実
施

4
家庭への生活習慣改
善のための資料の配
布

5
体育・保体の授業で
のICTの活用（毎時
間～1週間に1回以
上）

6
【ICT活用】
ゲームや試合の内容
を撮影（複数回答あ
り）

7
【ICT活用】
以前に撮影した動き
との比較（複数回答
あり）

全国 80.0% 52.0% 59.5% 39.6% 30.8% 31.9% 60.8%

新潟市 93.6% 74.5% 70.2% 75.5% 45.8% 51.1% 77.7%

全国 70.0% 62.4% 87.7% 22.7% 43.4% 32.6% 50.4%

新潟市 96.1% 84.3% 94.1% 35.3% 62.8% 47.1% 58.8%

【児童・生徒質問紙】

【学校質問紙】

※例年、学校で「体力向上ジャンプアップ」の計画に基づいて目標を設定し、授業等を通じて児童生徒の体力向上に取り組んでいる学校が多い。

※授業で適宜ICTを有効活用しながら、運動が苦手な児童生徒にも応じた授業づくりを行っている。今後、さらに活用例等の情報を提供したり共有の機会を設定したりしていく。

※技ができるようになるための方法として「自分で工夫した」「先生や友達のまねをした」「動画を見た」等の回答が多かった。

小学校

中学校

小学校
5年男子

小学校
5年女子

中学校
2年男子

中学校
2年女子

※「運動が好き」「体育・保体は楽しい」の問で、全国平均値を下回った項目があった。「できる」「わかる」「楽しい」授業づくりが求められる。



児童質問紙集計

好き
やや
好き

やや
嫌い

嫌い 好き
やや
好き

やや
嫌い

嫌い

全国集計 69.8% 22.6% 5.2% 2.4% 55.0% 31.0% 9.7% 4.3%
新潟市 69.3% 23.7% 4.9% 2.1% 54.6% 31.4% 10.5% 3.4%

大切
やや大

切

あまり
大切で
はない

大切で
はない

大切
やや大

切

あまり
大切で
はない

大切で
はない

思う
やや思

う

あまり
思わな

い

思わな
い

思う
やや思

う

あまり
思わな

い

思わな
い

全国集計 68.7% 24.6% 5.3% 1.4% 59.2% 31.5% 7.8% 1.5% 63.2% 25.2% 8.8% 2.8% 54.9% 30.1% 11.8% 3.2%
新潟市 71.0% 23.3% 4.5% 1.2% 62.2% 31.0% 5.7% 1.0% 64.3% 25.0% 8.2% 2.5% 58.0% 29.5% 9.9% 2.6%

男子

月 火 水 木 金 土 日 １週間 月 火 水 木 金 土 日 １週間
全国集計 79.9% 80.0% 81.1% 79.7% 79.6% 82.8% 78.7% 95.7% 56.72 59.02 64.96 60.13 60.21 133.44 129.14 558.04
新潟市 80.6% 80.3% 81.6% 80.0% 79.3% 82.8% 78.3% 95.3% 52.00 55.07 61.69 53.83 55.05 110.05 105.08 489.92

女子

月 火 水 木 金 土 日 １週間 月 火 水 木 金 土 日 １週間
全国集計 72.9% 72.5% 74.5% 72.3% 72.9% 78.0% 72.3% 94.2% 38.78 39.42 44.80 40.60 41.92 74.81 66.46 343.59
新潟市 71.6% 70.6% 74.6% 69.9% 71.7% 77.1% 71.4% 93.6% 35.10 37.40 43.20 36.39 40.72 66.56 60.10 318.10

毎日食
べる

食べな
い日も
ある

食べな
い日が
多い

食べな
い

毎日食
べる

食べな
い日も
ある

食べな
い日が
多い

食べな
い

全国集計 82.3% 14.0% 2.7% 1.0% 81.1% 15.6% 2.7% 0.7%
新潟市 84.1% 12.9% 2.3% 0.7% 83.5% 13.9% 1.7% 0.8%

区分

朝食を食べる
男子 女子

  5．朝食は毎日食べますか。（学校が休みの日もふくめま
す）

  ①毎日食べる
  ②食べない日もある
  ③食べない日が多い
  ④食べない

  4．ふだんの１週間について聞きます。学校の体育の授業
以外で、１日にどのくらいの時間、運動（体を動かす遊びを
ふくむ）やスポーツをしていますか。それぞれの曜日のらん
に記入してください。

  月　　　　　　　　□分
  火　　　　　　　　□分
  水　　　　　　　　□分
  木　　　　　　　　□分
  金　　　　　　　　□分
  土　　　　　　　　□分
  日　　　　　　　　□分

区分
曜日ごとの運動実施 曜日ごとの運動実施時間平均（分）

女子 女子

  4．ふだんの１週間について聞きます。学校の体育の授業
以外で、１日にどのくらいの時間、運動（体を動かす遊びを
ふくむ）やスポーツをしていますか。それぞれの曜日のらん
に記入してください。

  月　　　　　　　　□分
  火　　　　　　　　□分
  水　　　　　　　　□分
  木　　　　　　　　□分
  金　　　　　　　　□分
  土　　　　　　　　□分
  日　　　　　　　　□分

区分
曜日ごとの運動実施 曜日ごとの運動実施時間平均（分）

男子 男子

  2．あなたにとって運動（体を動かす遊びをふくむ）やスポーツは大
切なものですか。

  ①大切
  ②やや大切
  ③あまり大切ではない
  ④大切ではない

  3．中学校に進んだら、授業以外でも自主的に運動（体を動かす
遊びをふくむ）やスポーツをする時間を持ちたいと思いますか。

  ①思う
  ②やや思う
  ③あまり思わない
  ④思わない

区分

運動は大切 中学校で授業以外でも自主的に運動したい
男子 女子 男子 女子

  1．運動（体を動かす遊びをふくむ）やスポーツをすること
は好きですか。

  ①好き
  ②やや好き
  ③やや嫌い
  ④嫌い

区分

運動が好き
男子 女子



１０時間
以上

９時間
以上

１０時間
未満

８時間
以上

９時間
未満

７時間
以上

８時間
未満

６時間
以上

７時間
未満

６時間
未満

１０時間
以上

９時間
以上

１０時間
未満

８時間
以上

９時間
未満

７時間
以上

８時間
未満

６時間
以上

７時間
未満

６時間
未満

全国集計 10.0% 27.0% 29.7% 20.6% 8.9% 3.8% 9.5% 28.9% 30.8% 19.7% 8.5% 2.7%
新潟市 8.1% 28.0% 33.3% 20.6% 7.4% 2.6% 8.9% 28.8% 34.4% 19.3% 7.2% 1.4%

５時間
以上

４時間
以上

５時間
未満

３時間
以上

４時間
未満

２時間
以上

３時間
未満

１時間
以上

２時間
未満

１時間
未満

全く
見ない

５時間
以上

４時間
以上

５時間
未満

３時間
以上

４時間
未満

２時間
以上

３時間
未満

１時間
以上

２時間
未満

１時間
未満

全く
見ない

全国集計 16.9% 10.2% 13.8% 20.9% 23.5% 12.8% 2.0% 12.6% 9.4% 12.5% 19.4% 24.7% 18.6% 2.7%
新潟市 16.3% 12.2% 16.3% 23.5% 22.6% 7.9% 1.2% 11.0% 10.0% 14.4% 22.2% 27.7% 13.1% 1.6%

運動部

地域の
スポー
ツクラ

ブ

入って
いない

運動部

地域の
スポー
ツクラ

ブ

入って
いない

よくあ
る

時々あ
る

あまり
ない

全くな
い

よくあ
る

時々あ
る

あまり
ない

全くな
い

全国集計 27.2% 49.5% 34.3% 19.3% 34.6% 51.5% 43.0% 33.6% 14.2% 9.1% 31.8% 39.8% 18.0% 10.5%
新潟市 19.5% 47.5% 39.1% 12.4% 30.0% 59.9% 40.4% 34.1% 15.2% 10.2% 30.7% 40.9% 17.8% 10.6%

楽しい
やや楽

しい

あまり
楽しく
ない

楽しく
ない

楽しい
やや楽

しい

あまり
楽しく
ない

楽しく
ない

全国集計 73.4% 20.6% 4.4% 1.7% 59.4% 30.1% 8.3% 2.2%
新潟市 71.6% 21.4% 5.0% 2.1% 55.3% 33.6% 8.8% 2.3%

  10．体育の授業は楽しいですか。   ①楽しい
  ②やや楽しい
  ③あまり楽しくない
  ④楽しくない

区分

体育の授業は楽しい
男子 女子

  8．学校の運動部や地域のスポーツクラブ（スポーツ少年
団や習い事をふくみます）に入っていますか。
 　　当てはまるものをすべて選んでください。

  ①運動部
  ②地域のスポーツクラブ
  ③入っていない

  9．放課後や学校が休みの日に、運動部や地域のスポー
ツクラブ以外で、運動（体を動かす遊びをふくむ）やスポー
ツをすることがありますか。

  ①よくある
  ②時々ある
  ③あまりない
  ④全くない

区分

運動部やスポーツクラブの所属 運動部やスポーツクラブ以外で運動をすること
男子 女子 男子 女子

１日の睡眠時間
男子 女子

区分

  6．毎日どのくらいねていますか。   ①１０時間以上
  ②９時間以上１０時間未満
  ③８時間以上９時間未満
  ④７時間以上８時間未満
  ⑤６時間以上７時間未満
  ⑥６時間未満

  7．平日（月～金曜日）について聞きます。
　学習以外で、１日にどのくらいの時間、テレビやDVD、
ゲーム機、スマートフォン、パソコンなどの画面を見ていま
すか。

  ①５時間以上
  ②４時間以上５時間未満
  ③３時間以上４時間未満
  ④２時間以上３時間未満
  ⑤１時間以上２時間未満
  ⑥１時間未満
  ⑦全く見ない

区分

平日の視聴時間
男子 女子



自分が
好きな
種目、
できる
種目が
あるか

ら

体を動
かすこ
とが好
きだか

ら

友達と
一緒に
できる
から

運動の
コツや
ポイン
トを分
かりや
すく教
えても
らえる
から

いろん
な種目
を体験
できる
から

できな
かった
ことが
できる
ように
なるか

ら

先生に
ほめら
れてう
れしい
から

友達に
みとめ
られて
うれし
いから

体を動
かすと
すっき
りした
気分に
なるか

ら

その他

全国集計 65.7% 63.3% 58.6% 23.8% 50.7% 50.1% 17.2% 18.3% 45.4% 15.2%
新潟市 64.7% 66.3% 56.8% 24.5% 51.5% 51.2% 17.5% 19.6% 44.5% 15.6%

自分が
好きな
種目、
できる
種目が
あるか

ら

体を動
かすこ
とが好
きだか

ら

友達と
一緒に
できる
から

運動の
コツや
ポイン
トを分
かりや
すく教
えても
らえる
から

いろん
な種目
を体験
できる
から

できな
かった
ことが
できる
ように
なるか

ら

先生に
ほめら
れてう
れしい
から

友達に
みとめ
られて
うれし
いから

体を動
かすと
すっき
りした
気分に
なるか

ら

その他

全国集計 65.1% 55.5% 58.2% 21.9% 46.7% 58.9% 17.1% 16.0% 42.9% 12.1%
新潟市 68.5% 57.2% 56.5% 21.3% 45.8% 60.4% 18.2% 16.2% 41.3% 11.2%

運動の
コツや
ポイント
を分か
りやすく
教えて

もらえた
ら

できな
かったこ
とができ
るように
なったら

自分に
合った
場や

ルール
が用意
されて
たら

タブレッ
トなどの
ICTを活
用でき
たら

先生に
ほめて
もらえた

ら

友達に
みとめ

てもらえ
たら

先生に
個別に
教えて

もらえた
ら

自分の
ペース
で行うこ
とができ

たら

人と比
べられ
なかっ
たら

その他

全国集計 17.5% 36.0% 25.3% 14.3% 8.5% 11.1% 7.7% 42.0% 30.3% 33.4%
新潟市 13.8% 38.1% 25.7% 12.8% 3.2% 6.9% 5.5% 39.9% 28.9% 39.0%

運動の
コツや
ポイント
を分か
りやすく
教えて

もらえた
ら

できな
かったこ
とができ
るように
なったら

自分に
合った
場や

ルール
が用意
されて
たら

タブレッ
トなどの
ICTを活
用でき
たら

先生に
ほめて
もらえた

ら

友達に
みとめ

てもらえ
たら

先生に
個別に
教えて

もらえた
ら

自分の
ペース
で行うこ
とができ

たら

人と比
べられ
なかっ
たら

その他

全国集計 21.3% 50.6% 32.6% 9.4% 11.6% 13.6% 10.5% 59.6% 43.7% 24.5%
新潟市 24.1% 58.4% 34.4% 7.5% 14.4% 13.1% 10.0% 58.4% 40.0% 20.9%

  10-3．（質問10で「あまり楽しくない」または「楽しくない」と
回答した人）
   今後どのようなことがあれば、今より体育の授業が楽しく
なると思いますか。当てはまるものをすべて選んでくださ
い。

  ①運動のコツやポイントを分かりやすく教えてもらえたら
  ②できなかったことができるようになったら
  ③自分に合った場やルールが用意されてたら
  ④タブレットなどのICTを活用できたら
  ⑤先生にほめてもらえたら
  ⑥友達にみとめてもらえたら
  ⑦先生に個別に教えてもらえたら
  ⑧自分のペースで行うことができたら
  ⑨人と比べられなかったら
  ⑩その他

区分

男子

女子

区分

今後どのようなことがあれば体育の授業が楽しくなると思うか

今後どのようなことがあれば体育の授業が楽しくなると思うか

区分

男子

女子

区分

  10-2．（質問10で「楽しい」または「やや楽しい」と回答した
人）
 そのように思う理由は何ですか。当てはまるものをすべて
選んでください。

  ①自分が好きな種目、できる種目があるから
  ②体を動かすことが好きだから
  ③友達と一緒にできるから
  ④運動のコツやポイントを分かりやすく教えてもらえるから
  ⑤いろんな種目を体験できるから
  ⑥できなかったことができるようになるから
  ⑦先生にほめられてうれしいから
  ⑧友達にみとめられてうれしいから
  ⑨体を動かすとすっきりした気分になるから
  ⑩その他

体育の授業が楽しいと思う理由

体育の授業が楽しいと思う理由



いつも
進んで
学習し
ている

だいた
い進ん
で学習
してい

る

あまり
進んで
学習し
ていな

い

進んで
学習す
ること
はない

いつも
進んで
学習し
ている

だいた
い進ん
で学習
してい

る

あまり
進んで
学習し
ていな

い

進んで
学習す
ること
はない

全国集計 63.2% 30.0% 5.6% 1.3% 55.2% 36.1% 7.4% 1.3%
新潟市 65.1% 28.6% 4.8% 1.4% 56.0% 36.5% 6.2% 1.3%

いつも
ある

だいた
いある

あまり
ない

全くな
い

いつも
ある

だいた
いある

あまり
ない

全くな
い

いつも
ある

だいた
いある

あまり
ない

全くな
い

いつも
ある

だいた
いある

あまり
ない

全くな
い

全国集計 32.2% 51.8% 13.4% 2.6% 26.1% 56.5% 15.3% 2.0% 34.0% 49.9% 13.7% 2.3% 28.3% 54.2% 15.6% 1.9%
新潟市 34.3% 51.0% 12.6% 2.1% 26.2% 58.3% 14.0% 1.6% 37.7% 48.1% 12.0% 2.2% 29.3% 54.7% 14.2% 1.7%

いつも
ある

だいた
いある

あまり
ない

全くな
い

いつも
ある

だいた
いある

あまり
ない

全くな
い

全国集計 35.5% 47.1% 14.7% 2.8% 36.1% 49.2% 12.8% 1.9%
新潟市 39.1% 44.5% 13.7% 2.7% 37.9% 48.6% 11.9% 1.6%

いつも
ある

だいた
いある

あまり
ない

全くな
い

ICTを
活用し
ていな

い

いつも
ある

だいた
いある

あまり
ない

全くな
い

ICTを
活用し
ていな

い
全国集計 14.9% 32.5% 23.4% 5.7% 23.6% 12.8% 34.5% 23.2% 4.5% 25.0%
新潟市 17.6% 34.3% 24.5% 4.5% 19.1% 14.9% 38.5% 24.1% 3.3% 19.3%

  14．体育の授業で、友達と助け合ったり、教え合ったりして学習す
る
       ことで、「できたり、わかったり」することがありますか。

  ①いつもある
  ②だいたいある
  ③あまりない
  ④全くない

  15．体育の授業で、タブレットなどのICTを使って学習することで、
「できたり、わかったり」することがありますか。

  ①いつもある
  ②だいたいある
  ③あまりない
  ④全くない
  ⑤ICTを活用していない

区分

友達と助け合ったり、教え合ったりする学習で「できたり、わかったり」すること

男子 女子

ICTを使った学習で「できたり、わかったり」すること
女子男子

区分

  12．体育の授業で、目標（ねらい・めあて）を意識して学習すること
で、「できたり、わかったり」することがありますか。

  ①いつもある
  ②だいたいある
  ③あまりない
  ④全くない

  13．体育の授業で、自分に合った練習の方法を選んで学習するこ
とで、「できたり、わかったり」することがありますか。

  ①いつもある
  ②だいたいある
  ③あまりない
  ④全くない

区分

目標を意識した学習で「できたり、わかったり」すること 自分に合った練習の方法で「できたり、わかったり」すること
男子 女子 男子 女子

  11．体育の授業では、進んで学習に参加していますか。   ①いつも進んで学習している
  ②だいたい進んで学習している
  ③あまり進んで学習していない
  ④進んで学習することはない

区分

進んで学習に参加している
男子 女子



授業中
先生に
個別に
コツや
ポイント
を教え
てもらっ

た

授業中
自分で
工夫し

た

自分に
合った
場や

ルール
が用意
された

先生や
友達の
まねをし
てみた

友達に
教えて
もらった

授業中
自分の
動きを
動画で
見た

授業外
に先生
に教え
てもらっ

た

授業外
に自分
で練習
した

授業外
に自分
で本や
動画を
見た

できるよ
うになっ
たことが

ない

全国集計 41.3% 40.0% 13.4% 49.7% 50.5% 11.3% 6.8% 25.4% 15.2% 4.0%
新潟市 40.5% 39.9% 11.5% 50.3% 47.5% 12.1% 6.5% 25.6% 15.9% 4.2%

授業中
先生に
個別に
コツや
ポイント
を教え
てもらっ

た

授業中
自分で
工夫し

た

自分に
合った
場や

ルール
が用意
された

先生や
友達の
まねをし
てみた

友達に
教えて
もらった

授業中
自分の
動きを
動画で
見た

授業外
に先生
に教え
てもらっ

た

授業外
に自分
で練習
した

授業外
に自分
で本や
動画を
見た

できるよ
うになっ
たことが

ない

全国集計 35.6% 36.2% 10.8% 56.8% 60.8% 11.4% 5.4% 30.7% 13.6% 2.8%
新潟市 34.5% 32.6% 10.2% 58.2% 61.2% 14.2% 4.5% 29.3% 15.0% 2.4%

思う
やや
思う

あまり
思わ
ない

思わ
ない

思う
やや
思う

あまり
思わ
ない

思わ
ない

全国集計 65.2% 26.3% 6.1% 2.4% 59.4% 30.0% 8.1% 2.6%
新潟市 65.3% 25.1% 7.1% 2.5% 59.5% 30.9% 7.4% 2.1%

目標
を立て
ている

目標
は立

ててい
ない

目標
を立て
ている

目標
は立

ててい
ない

全国集計 74.0% 26.0% 72.2% 27.8%
新潟市 75.7% 24.3% 75.0% 25.0%

  18．体力テストの結果や体力・運動能力の向上について、
自分なりの目標を立てていますか。

  ①目標を立てている
  ②目標は立てていない

区分

体力・運動能力向上の目標
男子 女子

  17．体育の授業を受けることは、あなたの生活を健康で
       明るいものにする１つの要素になっていますか。

  ①思う
  ②やや思う
  ③あまり思わない
  ④思わない

区分

体育の授業は生活を健康で明るいものにする
男子 女子

  16．これまでの体育の授業で「できなかったことができるよ
うになった」きっかけ、理由はどのようなものがありました
か。
 　当てはまるものをすべて選んでください。

  ①授業中に先生に個別にコツやポイントを教えてもらった
  ②授業中に自分でくふうして練習した
　③自分に合った場やルールが用意された
  ④先生や友達のまねをしてみた
　⑤友達に教えてもらった
　⑥授業中に自分の動きをさつえいした動画を見た
　⑦授業外の時間に先生に教えてもらった
　⑧授業外の時間に自分で練習した
　⑨授業外の時間に自分で本を読んだり動画を見たりした
　⑩できるようになったことがない

区分

男子

女子

区分

できないことができるようになったきっかけ

できないことができるようになったきっかけ



生徒質問紙集計

好き
やや
好き

やや
嫌い

嫌い 好き
やや
好き

やや
嫌い

嫌い

全国集計 61.7% 27.1% 7.4% 3.8% 44.1% 33.1% 15.2% 7.6%
新潟市 62.7% 26.2% 7.7% 3.4% 42.3% 34.5% 15.7% 7.5%

大切
やや大

切

あまり
大切で
はない

大切で
はない

大切
やや大

切

あまり
大切で
はない

大切で
はない

思う
やや思

う

あまり
思わな

い

思わな
い

思う
やや思

う

あまり
思わな

い

思わな
い

全国集計 65.5% 26.3% 6.3% 1.9% 50.3% 35.9% 11.2% 2.5% 56.1% 29.3% 11.0% 3.6% 41.6% 36.4% 16.8% 5.2%
新潟市 66.4% 26.7% 4.9% 2.0% 49.9% 36.3% 11.1% 2.6% 57.1% 29.2% 10.0% 3.7% 42.8% 34.7% 17.0% 5.5%

運動部 文化部

地域の
スポー
ツクラ

ブ

所属し
ていな

い
運動部 文化部

地域の
スポー
ツクラ

ブ

所属し
ていな

い

全国集計 72.8% 11.0% 18.6% 8.9% 56.4% 30.7% 10.9% 10.7%
新潟市 75.5% 9.4% 16.0% 7.8% 56.1% 32.0% 10.1% 9.3%

男子

月 火 水 木 金 土 日 １週間 月 火 水 木 金 土 日 １週間
全国集計 73.1% 90.5% 65.7% 83.7% 93.1% 91.3% 40.1% 99.1% 83.97 103.26 73.67 95.94 107.11 169.15 74.93 696.37
新潟市 79.0% 89.2% 68.9% 83.4% 95.1% 94.5% 39.1% 99.4% 91.31 102.41 78.42 95.88 109.60 161.01 66.72 696.22

女子

月 火 水 木 金 土 日 １週間 月 火 水 木 金 土 日 １週間
全国集計 71.8% 90.2% 63.6% 82.9% 93.1% 91.6% 31.7% 99.2% 82.53 101.91 71.07 94.34 106.37 169.86 56.97 673.67
新潟市 75.0% 92.3% 65.4% 84.9% 93.7% 94.4% 34.7% 99.6% 87.93 106.60 75.35 97.29 106.71 174.49 66.91 708.92

  1．運動（体を動かす遊びをふくむ）やスポーツをすること
は好きですか。

  ①好き
  ②やや好き
  ③やや嫌い
  ④嫌い

区分

運動が好き
男子 女子

  4．学校の部活動や地域のスポーツクラブに所属していますか。
 　　当てはまるものをすべて選んでください。

  ①運動部
  ②文化部
  ③地域のスポーツクラブ
　④所属していない

区分

部活動やスポーツクラブの所属
男子 女子

  4-2．質問4で、「運動部」と答えた人は、部活動で１日およ
そ
         どのくらいの時間、運動していますか。それぞれの曜
日
         の欄に普段の1週間についての時間を記入してくだ
         さい。

  月　　　　　　　　□分
  火　　　　　　　　□分
  水　　　　　　　　□分
  木　　　　　　　　□分
  金　　　　　　　　□分
  土　　　　　　　　□分
  日　　　　　　　　□分

区分
曜日ごとの運動実施 曜日ごとの運動実施時間平均（分）

男子 男子

  2．あなたにとって運動（体を動かす遊びをふくむ）やスポーツは大
切なものですか。

  ①大切
  ②やや大切
  ③あまり大切ではない
  ④大切ではない

  3．中学校を卒業した後、自主的に運動（体を動かす遊びをふく
む）やスポーツをする時間を持ちたいと思いますか。

  ①思う
  ②やや思う
  ③あまり思わない
  ④思わない

区分

運動は大切 中学校卒業後、自主的に運動したい
男子 女子 男子 女子

  4-2．質問4で、「運動部」と答えた人は、部活動で１日およ
そ
         どのくらいの時間、運動していますか。それぞれの曜
日
         の欄に普段の1週間についての時間を記入してくだ
         さい。

  月　　　　　　　　□分
  火　　　　　　　　□分
  水　　　　　　　　□分
  木　　　　　　　　□分
  金　　　　　　　　□分
  土　　　　　　　　□分
  日　　　　　　　　□分

区分
曜日ごとの運動実施 曜日ごとの運動実施時間平均（分）

女子 女子



男子

月 火 水 木 金 土 日 １週間 月 火 水 木 金 土 日 １週間
全国集計 78.8% 85.6% 77.0% 82.8% 86.5% 88.5% 68.1% 94.2% 81.66 96.53 79.31 91.55 98.95 176.73 115.65 733.78
新潟市 80.3% 85.1% 76.8% 82.4% 87.5% 89.6% 63.0% 94.5% 87.12 95.07 81.03 90.43 101.04 158.58 91.71 700.13

女子

月 火 水 木 金 土 日 １週間 月 火 水 木 金 土 日 １週間
全国集計 68.5% 74.3% 66.1% 71.8% 75.6% 79.0% 54.8% 87.7% 62.66 73.20 58.14 69.36 76.58 123.66 60.47 519.43
新潟市 67.2% 74.0% 63.9% 70.9% 74.6% 78.4% 50.0% 86.8% 63.15 74.86 58.17 69.15 74.14 120.49 57.62 514.22

毎日食
べる

食べな
い日も
ある

食べな
い日が
多い

食べな
い

毎日食
べる

食べな
い日も
ある

食べな
い日が
多い

食べな
い

全国集計 80.1% 13.9% 3.8% 2.2% 73.6% 20.3% 4.3% 1.8%
新潟市 85.1% 10.4% 2.7% 1.7% 79.7% 16.1% 2.9% 1.3%

１０時間
以上

９時間
以上

１０時間
未満

８時間
以上

９時間
未満

７時間
以上

８時間
未満

６時間
以上

７時間
未満

６時間
未満

１０時間
以上

９時間
以上

１０時間
未満

８時間
以上

９時間
未満

７時間
以上

８時間
未満

６時間
以上

７時間
未満

６時間
未満

全国集計 2.0% 6.4% 19.4% 37.4% 26.2% 8.6% 1.1% 4.4% 14.7% 33.6% 33.6% 12.6%
新潟市 1.6% 4.9% 21.1% 37.7% 26.8% 7.9% 0.8% 4.1% 17.1% 36.5% 32.2% 9.3%

区分
曜日ごとの運動実施 曜日ごとの運動実施時間平均（分）

女子 女子

  6．朝食は毎日食べますか。（学校が休みの日もふくめま
す）

  ①毎日食べる
  ②食べない日もある
  ③食べない日が多い
  ④食べない

  5．普段の１週間について聞きます。学校の保健体育の
      授業以外で、１日にどのくらいの時間、運動（体を動か
す
      遊びを含む）やスポーツをしていますか。
      （質問4-2で時間を書いた人は、その時間を含めて
      記入してください）

  月　　　　　　　　□分
  火　　　　　　　　□分
  水　　　　　　　　□分
  木　　　　　　　　□分
  金　　　　　　　　□分
  土　　　　　　　　□分
  日　　　　　　　　□分

区分
曜日ごとの運動実施 曜日ごとの運動実施時間平均（分）

男子 男子

  5．普段の１週間について聞きます。学校の保健体育の
      授業以外で、１日にどのくらいの時間、運動（体を動か
す
      遊びを含む）やスポーツをしていますか。
      （質問4-2で時間を書いた人は、その時間を含めて
      記入してください）

  月　　　　　　　　□分
  火　　　　　　　　□分
  水　　　　　　　　□分
  木　　　　　　　　□分
  金　　　　　　　　□分
  土　　　　　　　　□分
  日　　　　　　　　□分

区分

朝食を食べる

１日の睡眠時間

男子 女子

男子 女子

区分

  7．毎日どのくらいねていますか。   ①１０時間以上
  ②９時間以上１０時間未満
  ③８時間以上９時間未満
  ④７時間以上８時間未満
  ⑤６時間以上７時間未満
  ⑥６時間未満



５時間
以上

４時間
以上

５時間
未満

３時間
以上

４時間
未満

２時間
以上

３時間
未満

１時間
以上

２時間
未満

１時間
未満

全く
見ない

５時間
以上

４時間
以上

５時間
未満

３時間
以上

４時間
未満

２時間
以上

３時間
未満

１時間
以上

２時間
未満

１時間
未満

全く
見ない

全国集計 16.6% 11.7% 18.4% 26.2% 20.9% 5.5% 0.7% 14.8% 11.3% 18.1% 25.9% 21.7% 7.4% 0.6%
新潟市 13.2% 10.9% 19.1% 28.8% 22.3% 5.0% 0.6% 10.7% 10.7% 18.8% 29.1% 24.3% 6.1% 0.3%

よくあ
る

時々あ
る

あまり
ない

全くな
い

よくあ
る

時々あ
る

あまり
ない

全くな
い

全国集計 33.2% 32.8% 20.7% 13.3% 17.9% 32.8% 29.8% 19.4%
新潟市 28.4% 32.6% 23.9% 15.0% 15.2% 30.2% 31.6% 23.0%

楽しい
やや楽

しい

あまり
楽しく
ない

楽しく
ない

楽しい
やや楽

しい

あまり
楽しく
ない

楽しく
ない

全国集計 56.8% 33.9% 6.7% 2.6% 41.9% 42.0% 12.6% 3.5%
新潟市 52.4% 36.5% 7.8% 3.3% 36.4% 43.5% 15.8% 4.3%

部活動やスポーツクラブ以外で運動をすること
男子 女子

  8．平日（月～金曜日）について聞きます。
　学習以外で、１日にどのくらいの時間、テレビやDVD、
ゲーム機、スマートフォン、パソコンなどの画面を見ていま
すか。

  ①５時間以上
  ②４時間以上５時間未満
  ③３時間以上４時間未満
  ④２時間以上３時間未満
  ⑤１時間以上２時間未満
  ⑥１時間未満
  ⑦全く見ない

区分

平日の視聴時間
男子 女子

  9．放課後や学校が休みの日に、部活動や地域の
 　　スポーツクラブ以外で、運動（体を動かす遊びを含む）
 　　やスポーツをすることがありますか。

  ①よくある
  ②時々ある
  ③あまりない
  ④全くない

区分

  10．保健体育の授業は楽しいですか。   ①楽しい
  ②やや楽しい
  ③あまり楽しくない
  ④楽しくない

区分

体育の授業は楽しい
男子 女子



自分が
好きな
種目、
できる
種目が
あるか

ら

体を動
かすこ
とが好
きだか

ら

友達と
一緒に
できる
から

運動の
コツや
ポイン
トを分
かりや
すく教
えても
らえる
から

いろん
な種目
を体験
できる
から

できな
かった
ことが
できる
ように
なるか

ら

先生に
ほめら
れてう
れしい
から

友達に
みとめ
られて
うれし
いから

体を動
かすと
すっき
りした
気分に
なるか

ら

その他

全国集計 60.4% 57.4% 65.6% 14.4% 47.4% 32.2% 10.3% 11.7% 39.7% 8.5%
新潟市 59.6% 56.6% 62.5% 12.1% 40.2% 29.4% 9.5% 12.5% 34.6% 7.9%

自分が
好きな
種目、
できる
種目が
あるか

ら

体を動
かすこ
とが好
きだか

ら

友達と
一緒に
できる
から

運動の
コツや
ポイン
トを分
かりや
すく教
えても
らえる
から

いろん
な種目
を体験
できる
から

できな
かった
ことが
できる
ように
なるか

ら

先生に
ほめら
れてう
れしい
から

友達に
みとめ
られて
うれし
いから

体を動
かすと
すっき
りした
気分に
なるか

ら

その他

全国集計 60.6% 47.3% 66.9% 11.7% 41.7% 38.4% 11.4% 11.0% 36.1% 8.1%
新潟市 59.7% 45.3% 67.8% 9.1% 34.0% 33.5% 9.5% 13.4% 28.7% 8.4%

運動の
コツや
ポイント
を分か
りやすく
教えて

もらえた
ら

できな
かったこ
とができ
るように
なったら

自分に
合った
場や

ルール
が用意
されて
たら

タブレッ
トなどの
ICTを活
用でき
たら

先生に
ほめて
もらえた

ら

友達に
みとめ

てもらえ
たら

先生に
個別に
教えて

もらえた
ら

自分の
ペース
で行うこ
とができ

たら

人と比
べられ
なかっ
たら

その他

全国集計 13.1% 31.5% 20.0% 11.6% 5.8% 6.3% 3.4% 38.1% 26.8% 35.6%
新潟市 11.5% 31.6% 21.7% 13.7% 4.8% 4.8% 2.2% 40.9% 27.2% 32.3%

運動の
コツや
ポイント
を分か
りやすく
教えて

もらえた
ら

できな
かったこ
とができ
るように
なったら

自分に
合った
場や

ルール
が用意
されて
たら

タブレッ
トなどの
ICTを活
用でき
たら

先生に
ほめて
もらえた

ら

友達に
みとめ

てもらえ
たら

先生に
個別に
教えて

もらえた
ら

自分の
ペース
で行うこ
とができ

たら

人と比
べられ
なかっ
たら

その他

全国集計 13.8% 50.1% 29.3% 4.9% 9.2% 7.9% 4.1% 56.7% 40.5% 24.4%
新潟市 11.9% 45.6% 28.7% 5.9% 5.6% 5.6% 2.4% 56.9% 42.8% 21.9%

区分

男子

女子

区分

  10-2．（質問10で「楽しい」または「やや楽しい」と回答した
人）
 そのように思う理由は何ですか。当てはまるものをすべて
選んでください。

  ①自分が好きな種目、できる種目があるから
  ②体を動かすことが好きだから
  ③友達と一緒にできるから
  ④運動のコツやポイントを分かりやすく教えてもらえるから
  ⑤いろんな種目を体験できるから
  ⑥できなかったことができるようになるから
  ⑦先生にほめられてうれしいから
  ⑧友達にみとめられてうれしいから
  ⑨体を動かすとすっきりした気分になるから
  ⑩その他

体育の授業が楽しいと思う理由

体育の授業が楽しいと思う理由

  10-3．（質問10で「あまり楽しくない」または「楽しくない」と
回答した人）
   今後どのようなことがあれば、今より体育の授業が楽しく
なると思いますか。当てはまるものをすべて選んでくださ
い。

  ①運動のコツやポイントを分かりやすく教えてもらえたら
  ②できなかったことができるようになったら
  ③自分に合った場やルールが用意されてたら
  ④タブレットなどのICTを活用できたら
  ⑤先生にほめてもらえたら
  ⑥友達にみとめてもらえたら
  ⑦先生に個別に教えてもらえたら
  ⑧自分のペースで行うことができたら
  ⑨人と比べられなかったら
  ⑩その他

区分

男子

女子

区分

今後どのようなことがあれば体育の授業が楽しくなると思うか

今後どのようなことがあれば体育の授業が楽しくなると思うか



いつも
進んで
学習し
ている

だいた
い進ん
で学習
してい

る

あまり
進んで
学習し
ていな

い

進んで
学習す
ること
はない

いつも
進んで
学習し
ている

だいた
い進ん
で学習
してい

る

あまり
進んで
学習し
ていな

い

進んで
学習す
ること
はない

全国集計 46.6% 43.6% 8.1% 1.7% 37.5% 50.1% 10.6% 1.7%
新潟市 51.3% 41.9% 5.6% 1.2% 40.5% 48.8% 9.0% 1.6%

いつも
ある

だいた
いある

あまり
ない

全くな
い

いつも
ある

だいた
いある

あまり
ない

全くな
い

いつも
ある

だいた
いある

あまり
ない

全くな
い

いつも
ある

だいた
いある

あまり
ない

全くな
い

全国集計 26.1% 58.0% 13.9% 2.0% 20.6% 62.0% 15.8% 1.6% 27.8% 55.4% 14.8% 2.0% 21.1% 59.3% 17.9% 1.7%
新潟市 31.6% 55.2% 11.5% 1.7% 26.5% 59.0% 13.4% 1.2% 33.6% 53.3% 11.5% 1.6% 25.1% 58.2% 15.4% 1.2%

いつも
ある

だいた
いある

あまり
ない

全くな
い

いつも
ある

だいた
いある

あまり
ない

全くな
い

全国集計 31.8% 53.5% 12.6% 2.1% 30.5% 56.4% 11.6% 1.5%
新潟市 36.9% 51.3% 10.6% 1.2% 34.2% 54.2% 10.6% 1.1%

いつも
ある

だいた
いある

あまり
ない

全くな
い

ICTを
活用し
ていな

い

いつも
ある

だいた
いある

あまり
ない

全くな
い

ICTを
活用し
ていな

い
全国集計 11.4% 33.9% 22.3% 4.4% 28.0% 8.1% 35.5% 23.1% 3.4% 30.0%
新潟市 16.1% 38.0% 23.2% 3.6% 19.1% 12.4% 41.5% 23.4% 2.8% 19.9%

  11．保健体育の授業では、進んで学習に参加していますか。   ①いつも進んで学習している
  ②だいたい進んで学習している
  ③あまり進んで学習していない
  ④進んで学習することはない

区分

進んで学習に参加している
男子 女子

  12．保健体育の授業で、目標（ねらい・めあて）を意識して学習す
ることで、「できたり、わかったり」することがありますか。

  ①いつもある
  ②だいたいある
  ③あまりない
  ④全くない

  13保健．体育の授業で、自分に合った練習の方法を選んで学習
することで、「できたり、わかったり」することがありますか。

  ①いつもある
  ②だいたいある
  ③あまりない
  ④全くない

区分

目標を意識した学習で「できたり、わかったり」すること 自分に合った練習の方法で「できたり、わかったり」すること
男子 女子 男子 女子

  14．保健体育の授業で、友達と助け合ったり、教え合ったりして学
習することで、「できたり、わかったり」することがありますか。

  ①いつもある
  ②だいたいある
  ③あまりない
  ④全くない

  15．保健体育の授業で、タブレットなどのICTを使って学習するこ
とで、「できたり、わかったり」することがありますか。

  ①いつもある
  ②だいたいある
  ③あまりない
  ④全くない
  ⑤ICTを活用していない

区分

友達と助け合ったり、教え合ったりする学習で「できたり、わかったり」すること

男子 女子

ICTを使った学習で「できたり、わかったり」すること
女子男子

区分



授業中
先生に
個別に
コツや
ポイント
を教え
てもらっ

た

授業中
自分で
工夫し

た

自分に
合った
場や

ルール
が用意
された

先生や
友達の
まねをし
てみた

友達に
教えて
もらった

授業中
自分の
動きを
動画で
見た

授業外
に先生
に教え
てもらっ

た

授業外
に自分
で練習
した

授業外
に自分
で本や
動画を
見た

できるよ
うになっ
たことが

ない

全国集計 37.2% 42.0% 9.4% 45.6% 56.2% 8.1% 3.5% 12.5% 8.8% 5.1%
新潟市 32.2% 42.9% 9.1% 42.9% 54.6% 10.7% 3.2% 11.1% 7.6% 4.5%

授業中
先生に
個別に
コツや
ポイント
を教え
てもらっ

た

授業中
自分で
工夫し

た

自分に
合った
場や

ルール
が用意
された

先生や
友達の
まねをし
てみた

友達に
教えて
もらった

授業中
自分の
動きを
動画で
見た

授業外
に先生
に教え
てもらっ

た

授業外
に自分
で練習
した

授業外
に自分
で本や
動画を
見た

できるよ
うになっ
たことが

ない

全国集計 36.5% 37.2% 8.1% 55.2% 66.7% 9.8% 2.8% 15.5% 8.6% 4.0%
新潟市 30.4% 37.3% 7.3% 49.9% 64.1% 13.5% 2.1% 13.7% 6.9% 3.8%

思う
やや
思う

あまり
思わ
ない

思わ
ない

思う
やや
思う

あまり
思わ
ない

思わ
ない

全国集計 57.0% 32.8% 7.5% 2.7% 47.6% 38.1% 11.0% 3.3%
新潟市 57.5% 31.8% 7.8% 2.9% 46.3% 38.8% 11.5% 3.3%

目標
を立て
ている

目標
は立

ててい
ない

目標
を立て
ている

目標
は立

ててい
ない

全国集計 68.6% 31.4% 65.0% 35.0%
新潟市 73.3% 26.7% 71.5% 28.5%

  16．これまでの保健体育の授業で「できなかったことがで
きるようになった」きっかけ、理由はどのようなものがありま
したか。
 　当てはまるものをすべて選んでください。

  ①授業中に先生に個別にコツやポイントを教えてもらった
  ②授業中に自分でくふうして練習した
　③自分に合った場やルールが用意された
  ④先生や友達のまねをしてみた
　⑤友達に教えてもらった
　⑥授業中に自分の動きをさつえいした動画を見た
　⑦授業外の時間に先生に教えてもらった
　⑧授業外の時間に自分で練習した
　⑨授業外の時間に自分で本を読んだり動画を見たりした
　⑩できるようになったことがない

区分

男子

女子

区分

できないことができるようになったきっかけ

できないことができるようになったきっかけ

  18．体力テストの結果や体力・運動能力の向上について、
自分なりの目標を立てていますか。

  ①目標を立てている
  ②目標は立てていない

区分

体力・運動能力向上の目標
男子 女子

  17．保健体育の授業を受けることは、あなたの生活を健
康で明るいものにする１つの要素になっていますか。

  ①思う
  ②やや思う
  ③あまり思わない
  ④思わない

区分

体育の授業は生活を健康で明るいものにする
男子 女子



新潟市　学校質問紙集計（小学校）

設定し
ていた

設定し
ていな
かった

全学年
で設定
してい

た

一部の
学年が
設定し
ていた

設定し
ていな
かった

全国集計 80.0% 20.0% 42.4% 19.3% 38.3%
新潟市 93.6% 6.4% 57.4% 24.5% 18.1%

すべて
の生徒
に対し
て行っ

た

一部の
学年の
生徒に
対して
行った

行って
いない

年間を
通して
行った

半年程
度行っ

た

３か月
程度

行った

１か月
程度

行った
始業前 中休み 昼休み 放課後 その他

全国集計 77.2% 8.3% 14.5% 52.6% 7.9% 13.9% 25.7% 33.9% 60.7% 45.0% 7.7% 10.4%
新潟市 73.4% 13.8% 12.8% 37.8% 8.5% 14.6% 39.0% 13.4% 57.3% 75.6% 8.5% 7.3%

なわと
び

ランニ
ング

体操
ボール
運動

複合し
た活動

運動遊
び

特定し
ていな

い
その他

全国集計 68.3% 56.6% 15.1% 20.4% 14.8% 29.7% 2.4% 11.2%
新潟市 64.6% 35.4% 6.1% 18.3% 6.1% 28.0% 4.9% 12.2%

  1．令和3年度に、児童の体力・運動能力の向上のための学
校全体の目標を設定していましたか。

  ①設定していた
  ②設定していなかった

活動の内容（複数回答可）

取組を行った時間（複数回答可）

区分

区分

前年度、学校
全体の体力･運
動能力向上の

目標設定

前年度、学年としての体
力･運動能力向上の目

標設定

区分

体育授業以外で、体力・
運動能力の向上に係る

取組
取組を行った期間

  2．令和3年度に、児童の体力・運動能力の向上のための学
年としての目標を、学校としての目標と別に設定していまし
たか。

  ①全学年で設定していた
  ②一部の学年が設定していた
  ③設定していなかった

  ①始業前
  ②中休み
  ③昼休み
  ④放課後
  ⑤その他

  ①年間を通して行った
  ②半年程度行った
  ③３か月程度行った
  ④１か月程度行った

  ①全ての児童に対して行った
  ②一部の学年の児童に対して行った
  ③行っていない

  3-3．(質問3で①または②を回答した学校）
 　その取組をいつ行いましたか。（複数回答可）

  3-2．(質問3で①または②を回答した学校）
 　その取組はどのくらいの期間行いましたか。

  3．令和3年度に、体育授業以外で、全ての児童の体力・運
動能力の向上に係る取組を行いましたか。

  3-4．(質問3で①または②を回答した学校）
　　どのような活動を行いましたか。（複数回答可）

  ①なわとび
  ②ランニング
  ③体操
  ④ボール運動
  ⑤複合した活動
  ⑥運動遊び
  ⑦特定していない
  ⑧その他



縦割り
（異学
年）で
の交流
を行っ

た

児童に
よる自
主的な
準備・
計画を
取り入
れた

学級対
抗など
の対戦
形式を
取り入
れた

数値目
標を設
定した

記録
カード
などを
活用し
自己の
成果を
記録し

た

児童が
行える
運動遊
びの種
類を多
く設定
した

その他
全教師
が参加
する

該当学
年の担
当教師
が参加
する

一部担
当教師
が参加
する

増えた
ほとん
ど変わ
らない

減った

全国集計 37.4% 35.2% 16.9% 33.9% 63.4% 21.7% 3.7% 59.8% 24.2% 15.9% 25.2% 67.8% 7.0%
新潟市 26.8% 39.0% 15.9% 35.4% 68.3% 25.6% 2.4% 37.8% 40.2% 22.0% 29.3% 65.9% 4.9%

よくして
いる

どちら
かとい
えばし
ている

あまり
してい
ない

全くし
ていな

い

全国集計 13.5% 54.0% 31.2% 1.3%
新潟市 13.8% 57.4% 28.7% 0.0%

行って
いる

行う予
定であ

る

行って
いない

反映し
た

反映し
なかっ

た
行った

行う予
定であ

る

特定の
学年の
み行っ

た

特定の
学年の
み行う
予定で
ある

行わな
い（行
う予定
はな
い）

全国集計 52.0% 28.3% 19.7% 69.4% 30.6% 41.2% 42.3% 7.2% 2.6% 6.7%
新潟市 74.5% 21.3% 4.3% 72.3% 27.7% 43.6% 48.9% 3.2% 1.1% 3.2%

区分

体力・運動能力の向上に係る取
組に反映させるために
研修や研究会に参加

  4．教師は自校の体力・運動能力の向上に係る取組に反映
させるために校内外の研修や研究会のような取組みに、積極
的に参加していますか。

  ①よくしている
  ②どちらかといえばしている
  ③あまりしていない
  ④全くしていない

  ①縦割り（異学年）での交流を行った
  ②児童による自主的な準備・計画を取り入れた
  ③学級対抗などの対戦形式を取り入れた
  ④数値目標を設定した
  ⑤記録カードなどを活用し自己の成果を記録した
  ⑥児童が行える運動遊びの種類を多く設定した
  ⑦その他

  3-7．(質問3で①または②を回答した学校）
 その取組時間は、前年度と比べて変わっていますか。

  3-6．(質問3で①または②を回答した学校）
 その取組には、教師はどのように関わっていますか。

  3-5．(質問3で①または②を回答した学校）
 その活動を行う上で、どのような取組をしましたか。
 　　　 （複数回答可）

区分

活動を行う上での取組（複数回答可）  教師の参加状況 取組時間の変化

区分

運動･ｽﾎﾟｰﾂが苦手な児
童向けの取組､能力差

に応じた取組

調査結果を踏
まえた年間指
導計画の改善

調査結果を踏まえた授業等の
工夫･改善

  ①増えた
  ②ほとんど変わらない
  ③減った

  ①全教師が参加する
  ②該当学年の担当教師が参加する
  ③一部担当教師が参加する

  ①行った
  ②行う予定である
  ③特定の学年のみ行った
  ④特定の学年のみ行う予定である
  ⑤行わない（行う予定はない）

  ①反映した
  ②反映しなかった

  ①行っている
  ②行う予定である
  ③行っていない

  7．令和3年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果
を踏まえて、授業等の工夫・改善を行いましたか。（行う予
定ですか）

  6．令和3年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果
を踏まえて、年間指導計画の改善に反映しましたか。

  5．運動・スポーツが苦手（嫌い）な傾向がある児童向け
の取組、または能力差に応じた取組を現在行っていますか。
（行う予定はありますか）



いつも
取り入
れてい

る

だいた
い取り
入れて
いる

あまり
取り入
れてい
ない

全く取
り入れ
ていな

い

いつも
取り入
れてい

る

だいた
い取り
入れて
いる

あまり
取り入
れてい
ない

全く取
り入れ
ていな

い

いつも
取り入
れてい

る

だいた
い取り
入れて
いる

あまり
取り入
れてい
ない

全く取
り入れ
ていな

い

全国集計 49.2% 48.3% 2.3% 0.1% 36.2% 58.1% 5.5% 0.2% 40.7% 56.6% 2.6% 0.1%
新潟市 39.4% 57.4% 3.2% 0.0% 25.5% 67.0% 7.4% 0.0% 38.3% 60.6% 1.1% 0.0%

全ての
学年で
取り入
れてい

る

一部の
学年で
取り入
れてい

る

取り入
れてい
ない

全国集計 59.5% 38.5% 1.9%
新潟市 70.2% 29.8% 0.0%

毎時間
活用し
ている

週に1
時間

月に1
時間

年に数
時間

ICTを
活用し
ていな

い
全国集計 3.3% 27.5% 35.7% 29.5% 4.0%
新潟市 4.3% 41.5% 40.4% 13.8% 0.0%

  11．体育の授業では、児童同士で話し合う活動を取り入れ
ていますか。

  ①全ての学年で取り入れている
  ②一部の学年で取り入れている
  ③取り入れていない

区分

体育の授業での児童同
士で話し合う活動

  10．体育の授業では、生徒同士で助け合ったり、役割を果
たしたりする活動を取り入れていますか。

  ①いつも取り入れている
  ②だいたい取り入れている
  ③あまり取り入れていない
  ④全く取り入れていない

  ①いつも取り入れている
  ②だいたい取り入れている
  ③あまり取り入れていない
  ④全く取り入れていない

  ①いつも取り入れている
  ②だいたい取り入れている
  ③あまり取り入れていない
  ④全く取り入れていない

区分

体育授業の目標を生徒に示す
活動

体育授業で学習したことをふり
返る活動

体育授業で生徒同士が助け合
い、役割を果たす活動

  8．体育の授業の冒頭で、その授業の目標（めあて・ねら
い等）を生徒に示す活動を取り入れていますか。

  9．体育の授業の最後に、その授業で学習したことをふり
返る活動を取り入れていますか。

 
  12．体育の授業におけるICTの活用について、どのくらい
の頻度で活用していますか。

　①毎時間活用している
　②週に１時間程度活用している
　③月に１時間程度活用している
　④年に数時間程度活用している
　⑤ICTを活用していない

区分

体育指導でのＩＣＴの活用頻度



児童の
動きを
撮影

ゲーム
や試合
の様子
を撮影

以前に
撮影し
た動き
と比較

毎時間
記録

その他

全国集計 90.6% 31.9% 60.8% 11.3% 8.1%
新潟市 92.6% 51.1% 77.7% 18.1% 6.4%

自校の
プール

近隣学
校の

プール

近隣の
公営

プール

民間の
スイミ
ングク
ラブに
て教員
指導

民間の
スイミ
ングク
ラブに
てイン
ストラ
クター
からの
指導

その他

全国集計 81.0% 2.0% 7.2% 0.6% 3.0% 6.2%
新潟市 86.2% 1.1% 4.3% 0.0% 0.0% 8.5%

  13．令和4年度に水泳運動（水遊び）の授業をどこで実施
していますか。
　　　（予定を含む） ①自校のプールで実施する

②近隣の学校のプールで実施する
③近隣の公営プールで実施する
④民間のスイミングクラブ等で実施し、教員のみで指導する。
⑤民間のスイミングクラブ等で実施し、インストラクター等の指導
協力を得る。
⑥その他（自由記述）（100文字以内）

区分

令和4年度の水泳授業実施場所（予定含む）

区分

体育指導での授業中のＩＣＴの活用
（複数回答可）

①児童の動きを撮影し、児童同士で確認をさせることで、課題発見
に繋げるようにしている
②ゲームや試合の様子を撮影して、チームで作戦を立てる際の参考
にするようにしている
③以前に撮影した児童の動きと比較して、変容を確認させるように
している
④毎時間の児童のデータを記録してそのデータを見せることで、個
人の目標を立てさせるなど技能の向上に役立てている
⑤その他（自由記述）（100文字以内）

 
  12-2．体育の授業でICTを活用している場合、どのように
活用していますか。（複数回答可）



新潟市　学校質問紙集計（中学校）

設定し
ていた

設定し
ていな
かった

全学年
で設定
してい

た

一部の
学年が
設定し
ていた

設定し
ていな
かった

全国集計 70.0% 30.0% 47.8% 7.5% 44.7%
新潟市 96.1% 3.9% 52.9% 5.9% 41.2%

すべて
の生徒
に対し
て行っ

た

一部の
学年の
生徒に
対して
行った

行って
いない

年間を
通して
行った

半年程
度行っ

た

３か月
程度

行った

１か月
程度

行った
始業前 中休み 昼休み 放課後 その他

全国集計 45.2% 10.0% 44.8% 63.8% 6.3% 8.4% 21.6% 25.7% 2.2% 35.2% 30.9% 27.5%
新潟市 51.0% 7.8% 41.2% 76.7% 10.0% 3.3% 10.0% 16.7% 0.0% 56.7% 26.7% 20.0%

なわと
び

ランニ
ング

体操
ボール
運動

複合し
た活動

運動遊
び

特定し
ていな

い
その他

全国集計 17.8% 45.7% 17.9% 26.0% 24.5% 18.0% 9.9% 15.0%
新潟市 6.7% 30.0% 10.0% 40.0% 30.0% 36.7% 3.3% 16.7%

  2．令和3年度に、児童の体力・運動能力の向上のための学
年としての目標を、学校としての目標と別に設定していまし
たか。

  ①全学年で設定していた
  ②一部の学年が設定していた
  ③設定していなかった

  ①始業前
  ②中休み
  ③昼休み
  ④放課後
  ⑤その他

  ①年間を通して行った
  ②半年程度行った
  ③３か月程度行った
  ④１か月程度行った

  ①全ての児童に対して行った
  ②一部の学年の児童に対して行った
  ③行っていない

  3-3．(質問3で①または②を回答した学校）
 　その取組をいつ行いましたか。（複数回答可）

  3-2．(質問3で①または②を回答した学校）
 　その取組はどのくらいの期間行いましたか。

  3．令和3年度に、体育授業以外で、全ての児童の体力・運
動能力の向上に係る取組を行いましたか。

  3-4．(質問3で①または②を回答した学校）
　　どのような活動を行いましたか。（複数回答可）

  ①なわとび
  ②ランニング
  ③体操
  ④ボール運動
  ⑤複合した活動
  ⑥運動遊び
  ⑦特定していない
  ⑧その他

区分

前年度、学校
全体の体力･運
動能力向上の

目標設定

前年度、学年としての体
力･運動能力向上の目

標設定

区分

体育授業以外で、体力・
運動能力の向上に係る

取組
取組を行った期間

  1．令和3年度に、児童の体力・運動能力の向上のための学
校全体の目標を設定していましたか。

  ①設定していた
  ②設定していなかった

活動の内容（複数回答可）

取組を行った時間（複数回答可）

区分



縦割り
（異学
年）で
の交流
を行っ

た

生徒に
よる自
主的な
準備・
計画を
取り入
れた

学級対
抗など
の対戦
形式を
取り入
れた

数値目
標を設
定した

記録
カード
などを
活用し
自己の
成果を
記録し

た

生徒が
行える
運動遊
びの種
類を多
く設定
した

その他
全教師
が参加
する

該当学
年の担
当教師
が参加
する

一部担
当教師
が参加
する

増えた
ほとん
ど変わ
らない

減った

全国集計 31.8% 42.8% 23.1% 23.3% 24.1% 21.2% 6.7% 26.3% 20.0% 53.7% 19.9% 75.5% 4.7%
新潟市 20.0% 50.0% 20.0% 20.0% 20.0% 33.3% 6.7% 13.3% 10.0% 76.7% 10.0% 86.7% 3.3%

よくして
いる

どちら
かとい
えばし
ている

あまり
してい
ない

全くし
ていな

い

全国集計 11.3% 50.0% 35.0% 3.7%
新潟市 3.9% 51.0% 45.1% 0.0%

行って
いる

行う予
定であ

る

行って
いない

反映し
た

反映し
なかっ

た
行った

行う予
定であ

る

特定の
学年の
み行っ

た

特定の
学年の
み行う
予定で
ある

行わな
い（行
う予定
はな
い）

全国集計 62.4% 21.7% 15.9% 69.6% 30.4% 50.9% 37.1% 2.8% 1.6% 7.7%
新潟市 84.3% 5.9% 9.8% 82.4% 17.6% 64.7% 27.5% 0.0% 0.0% 7.8%

  ①行った
  ②行う予定である
  ③特定の学年のみ行った
  ④特定の学年のみ行う予定である
  ⑤行わない（行う予定はない）

  ①反映した
  ②反映しなかった

  ①行っている
  ②行う予定である
  ③行っていない

  7．令和3年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果
を踏まえて、授業等の工夫・改善を行いましたか。（行う予
定ですか）

  6．令和3年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果
を踏まえて、年間指導計画の改善に反映しましたか。

  5．運動・スポーツが苦手（嫌い）な傾向がある生徒向け
の取組、または能力差に応じた取組を現在行っていますか。
（行う予定はありますか）

区分

運動･ｽﾎﾟｰﾂが苦手な生
徒向けの取組､能力差

に応じた取組

調査結果を踏
まえた年間指
導計画の改善

調査結果を踏まえた授業等の
工夫･改善

  ①増えた
  ②ほとんど変わらない
  ③減った

  ①全教師が参加する
  ②該当学年の担当教師が参加する
  ③一部担当教師が参加する

  ①縦割り（異学年）での交流を行った
  ②生徒による自主的な準備・計画を取り入れた
  ③学級対抗などの対戦形式を取り入れた
  ④数値目標を設定した
  ⑤記録カードなどを活用し自己の成果を記録した
  ⑥生徒が行える運動遊びの種類を多く設定した
  ⑦その他

  3-7．(質問3で①または②を回答した学校）
 その取組時間は、前年度と比べて変わっていますか。

  3-6．(質問3で①または②を回答した学校）
 その取組には、教師はどのように関わっていますか。

  3-5．(質問3で①または②を回答した学校）
 その活動を行う上で、どのような取組をしましたか。
 　　　 （複数回答可）

区分

活動を行う上での取組（複数回答可）  教師の参加状況 取組時間の変化

区分

体力・運動能力の向上に係る取
組に反映させるために
研修や研究会に参加

  4．教師は自校の体力・運動能力の向上に係る取組に反映
させるために校内外の研修や研究会のような取組みに、積極
的に参加していますか。

  ①よくしている
  ②どちらかといえばしている
  ③あまりしていない
  ④全くしていない



いつも
取り入
れてい

る

だいた
い取り
入れて
いる

あまり
取り入
れてい
ない

全く取
り入れ
ていな

い

いつも
取り入
れてい

る

だいた
い取り
入れて
いる

あまり
取り入
れてい
ない

全く取
り入れ
ていな

い

いつも
取り入
れてい

る

だいた
い取り
入れて
いる

あまり
取り入
れてい
ない

全く取
り入れ
ていな

い

全国集計 66.3% 32.4% 1.1% 0.1% 53.0% 43.5% 3.4% 0.1% 48.0% 49.4% 2.4% 0.2%
新潟市 68.6% 29.4% 2.0% 0.0% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 51.0% 49.0% 0.0% 0.0%

全ての
学年で
取り入
れてい

る

一部の
学年で
取り入
れてい

る

取り入
れてい
ない

全国集計 87.7% 9.5% 2.9%
新潟市 94.1% 3.9% 2.0%

毎時間
活用し
ている

週に1
時間

月に1
時間

年に数
時間

ICTを
活用し
ていな

い
全国集計 10.2% 33.2% 26.5% 26.1% 4.0%
新潟市 15.7% 47.1% 25.5% 11.8% 0.0%

 
  12．体育の授業におけるICTの活用について、どのくらい
の頻度で活用していますか。

　①毎時間活用している
　②週に１時間程度活用している
　③月に１時間程度活用している
　④年に数時間程度活用している
　⑤ICTを活用していない

区分

体育指導でのＩＣＴの活用頻度

  10．保健体育の授業では、生徒同士で助け合ったり、役割
を果たしたりする活動を取り入れていますか。

  ①いつも取り入れている
  ②だいたい取り入れている
  ③あまり取り入れていない
  ④全く取り入れていない

  ①いつも取り入れている
  ②だいたい取り入れている
  ③あまり取り入れていない
  ④全く取り入れていない

  ①いつも取り入れている
  ②だいたい取り入れている
  ③あまり取り入れていない
  ④全く取り入れていない

区分

保健体育授業の目標を生徒に
示す活動

保健体育授業で学習したことを
ふり返る活動

保健体育授業で生徒同士が助
け合い、役割を果たす活動

  8．保健体育の授業の冒頭で、その授業の目標（めあて・
ねらい等）を生徒に示す活動を取り入れていますか。

  9．保健体育の授業の最後に、その授業で学習したことを
ふり返る活動を取り入れていますか。

  11．保健体育の授業では、生徒同士で話し合う活動を取り
入れていますか。

  ①全ての学年で取り入れている
  ②一部の学年で取り入れている
  ③取り入れていない

区分

保健体育の授業での生
徒同士で話し合う活動



生徒の
動きを
撮影

ゲーム
や試合
の様子
を撮影

以前に
撮影し
た動き
と比較

毎時間
記録

その他

全国集計 89.0% 32.6% 50.4% 13.1% 12.4%
新潟市 98.0% 47.1% 58.8% 7.8% 5.9%

自校の
プール

近隣学
校の

プール

近隣の
公営

プール

民間の
スイミ
ングク
ラブに
て教員
指導

民間の
スイミ
ングク
ラブに
てイン
ストラ
クター
からの
指導

その他

全国集計 60.8% 3.2% 7.5% 0.9% 1.9% 25.7%
新潟市 37.3% 0.0% 3.9% 2.0% 0.0% 56.9%

①生徒の動きを撮影し、生徒同士で確認をさせることで、課題発見
に繋げるようにしている
②ゲームや試合の様子を撮影して、チームで作戦を立てる際の参考
にするようにしている
③以前に撮影した生徒の動きと比較して、変容を確認させるように
している
④毎時間の生徒のデータを記録してそのデータを見せることで、個
人の目標を立てさせるなど技能の向上に役立てている
⑤その他（自由記述）（100文字以内）

 
  12-2．体育の授業でICTを活用している場合、どのように
活用していますか。（複数回答可）

区分

体育指導での授業中のＩＣＴの活用
（複数回答可）

  13．令和4年度に水泳の授業をどこで実施していますか。
　　　（予定を含む）

①自校のプールで実施する
②近隣の学校のプールで実施する
③近隣の公営プールで実施する
④民間のスイミングクラブ等で実施し、教員のみで指導する。
⑤民間のスイミングクラブ等で実施し、インストラクター等の指導
協力を得る。
⑥その他（自由記述）（100文字以内）

区分

令和4年度の水泳授業実施場所（予定含む）



 令和４年度 新潟県体力テスト結果概要 
 

１ 調査対象校（国立及び特別支援学校を除き、新潟市を含む全公立学校）  

   小学校等   438校（義務教育学校前期課程を含む＝以下「小学校」） 

   中学校等   231校（義務教育学校後期課程、中等教育学校前期課程を含む＝以下「中学校」） 

   高等学校等  93校（中等教育学校後期課程を含む＝以下「高等学校」） 

 

２ 調査期間                          

    令和４年５月から７月        

 

３ 調査内容 

    小学校３年生以上、中学校、高等学校で８種目を指定して調査した 

番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

項目 

 

 

握力 

 

 

上体 

起こし 

 

長座 

体前屈 

 

反復 

横とび 

 

２０ｍ 

シャトル 

ラン 

５０ｍ走 

 

 

立ち幅 

とび 

 

ボール 

投げ 

 

要素 

 

筋力 

 

筋力 

筋持久力 

柔軟性 

 

 敏捷性 

 

全身持久力 

 

スピード 

 

瞬発力 

 

巧緻性 

瞬発力 

      

４ 令和３年度の県平均値との比較 

   令和３年度の県平均値が「50」となるように統計処理をし、令和４年度の県平均値と比較 

   したもの。 

             

                  

  

 

 
 
 
 
 

別紙１ 

 測定平均値が令和３年度を上回った種目数の割合は、小学校（３～６年生）で 36.0%、中学校で

22.9%、高等学校で 18.8%にとどまった。全校種において、長座体前屈は前年度を上回ったものの、

上体起こし、20ｍシャトルラン、立ち幅跳び、ボール投げは前年度を下回った。特に中学校及び

高等学校における 20ｍシャトルランと上体起こしでは、下降幅が大きかった。２年続けて同様の

傾向が見られることから、新型コロナウイルス感染症による運動機会の減少が、全身持久力や筋

持久力の低下に、特に影響を与えたと推察される。 

 



 ５ 全国平均値を基準にした場合の体力の変化 
 
 
 
 
 
 

 

 

   

 

 

 

 ６ 今後の取組    

  児童生徒の体力向上を促進するためには、新型コロナウイルス感染症の影響受けている中にあ 

っても、日常的に運動に触れる機会をもち、運動やスポーツへの意識を高めていくことが重要で 

ある。そのためには、児童生徒に求められる資質・能力を育成することを目指した体育・保健体 

育の授業改善や、体を動かす楽しさや心地よさを味わうことで運動習慣を定着させるような工夫 

が必要である。 

各学校が自校の実態に応じて計画・実施している「健康増進・体力向上のための『１学校１取 

組』」を柱に、児童生徒が運動やスポーツの特性や魅力を実感したり、「みる・支える・知る」 

といったスポーツへの多様な関わり方に触れたりすることで、生涯を通じた豊かなスポーツライ 

フにつなげていくことが重要である。 

〔グラフの説明〕 

  県内の小・中・高等学校の全ての子どもを対象に、体力テストを開始した平成 15年度の全国

平均値が「50」となるように統計処理をし、平成 15 年度及び、平成 24 年度から令和３年度ま

での全国平均値と、令和４年度までの本県平均値の変化をグラフに表したもの。（令和２年度

は全国・県ともに中止、令和４年度の全国平均値は未発表） 

（図１） 小学生の体力・運動能力 

    ・全国平均値は、平成 25年度から 30年度 

まで上昇が続いていたが、平成 30年度 

をピークに下降している。 

    ・本県平均値は、平成 18年度から令和元 

年度まで全国平均値を上回っていたが、 

平成 29年度をピークに下降傾向を示し、 

令和３年度は全国平均値を下回った。 

（図２） 中学生の体力・運動能力 

    ・全国平均値は、年度ごとに変動があり、 

令和元年度から下降傾向を示している。 

    ・本県平均値は、平成 25年度以降、全国 

平均値とおおむね同じような値で推移 

しており、平成 30年度をピークに下降 

傾向を示している。 

（図３） 高校生の体力・運動能力 

     ・全国平均値は、年度ごとに変動があり、 

       令和３年度は令和元年度を大きく下回 

った。 

    ・本県平均値は、平成 26年度をピークに 

やや下降傾向を示しており、平成 28年 

度以降、全国平均値を下回っている。 



Ｎ：標本数
Ｘ：平均
ＳＤ：標準偏差 R3 R4 R3 R4 R3 R4 R3 R4 R3 R4 R3 R4 R3 R4 R3 R4

Ｎ 4857 4652 4609 4462 4955 4785 4784 4589 4843 4470 7558 7100 4817 4591 7537 7100
Ｘ 9.14 9.13 11.63 11.67 26.89 27.42 28.32 28.22 22.92 22.24 11.67 11.72 115.98 116.59 8.18 8.14
ＳＤ 1.90 1.93 4.56 4.57 5.54 5.68 4.97 4.72 9.74 9.53 1.23 1.17 16.14 16.11 3.06 2.96
Ｎ 5120 4854 4872 4728 5295 5054 5148 4922 5115 4746 7902 7084 5081 4812 7909 7055
Ｘ 10.77 10.91 14.15 14.52 28.59 29.39 31.95 32.94 31.58 32.60 10.81 10.86 126.95 128.09 11.07 11.09
ＳＤ 2.22 2.22 4.86 4.67 5.55 5.58 5.52 5.49 12.92 13.07 1.08 1.06 16.66 16.42 4.04 4.04
Ｎ 8524 8387 8482 8355 8518 8376 8506 8347 8477 8334 8509 8405 8504 8361 8506 8360
Ｘ 12.62 12.58 15.75 15.87 30.48 30.49 35.02 35.24 38.97 38.04 10.27 10.34 136.11 135.45 14.17 14.31
ＳＤ 2.57 2.66 5.17 5.06 6.09 6.07 6.31 6.46 15.43 15.70 0.98 1.07 17.88 17.78 5.11 5.29
Ｎ 8815 8461 8740 8435 8774 8437 8762 8426 8734 8421 8773 8451 8767 8425 8758 8426
Ｘ 14.59 14.49 17.76 17.79 32.14 32.96 39.29 39.37 45.71 44.77 9.82 9.94 144.66 144.29 17.51 17.37
ＳＤ 2.91 2.95 5.00 5.20 6.37 6.66 6.75 6.93 17.64 17.76 0.94 1.08 18.91 19.14 6.13 6.20
Ｎ 8991 8686 8932 8660 8971 8671 8960 8643 8912 8598 8980 8699 8952 8655 8974 8660
Ｘ 16.74 16.83 19.32 19.34 34.65 34.88 43.04 43.01 51.53 50.85 9.56 9.55 153.70 153.55 20.75 20.63
ＳＤ 3.49 3.50 5.09 5.15 6.93 6.95 6.64 6.73 18.93 19.15 1.16 1.02 20.00 19.90 6.93 7.09
Ｎ 8782 8931 8713 8870 8762 8905 8737 8862 8682 8848 8759 8902 8728 8867 8748 8879
Ｘ 19.77 19.96 21.29 21.09 36.46 37.04 46.06 46.04 59.84 57.53 9.06 9.12 165.95 165.85 24.08 24.02
ＳＤ 4.51 4.52 5.22 5.21 7.29 7.36 6.61 6.71 20.42 20.49 0.92 0.93 21.93 22.00 8.20 8.20
Ｎ 8873 8442 8850 8392 8848 8404 8832 8390 8778 8283 8673 8342 8825 8372 8807 8357
Ｘ 24.57 24.54 23.99 23.44 42.47 43.05 48.42 47.84 70.30 67.10 8.64 8.64 186.65 185.30 17.94 17.65
ＳＤ 6.02 6.29 5.58 5.80 9.85 9.87 7.56 7.70 22.31 22.18 1.01 1.00 27.44 27.58 5.01 5.14
Ｎ 8878 8656 8855 8623 8861 8629 8828 8604 8763 8500 8677 8528 8826 8613 8812 8585
Ｘ 29.90 30.12 27.28 26.99 47.12 46.95 52.22 51.63 85.10 80.61 8.10 7.97 203.82 203.60 21.37 21.14
ＳＤ 6.94 6.75 5.71 5.70 9.78 10.03 7.64 7.76 22.85 22.93 1.56 0.84 26.34 27.24 5.53 5.40
Ｎ 8754 8707 8724 8676 8725 8676 8689 8634 8624 8544 8583 8566 8695 8663 8684 8641
Ｘ 34.55 34.56 29.29 29.22 50.18 50.63 54.50 54.69 90.56 87.82 7.61 7.57 216.49 216.84 24.00 23.84
ＳＤ 7.19 7.10 5.75 5.70 10.15 10.42 7.82 7.52 23.60 22.63 0.75 0.68 26.21 25.68 5.73 5.83
Ｎ 6309 6530 6301 6506 6303 6521 6296 6501 6255 6413 6282 6432 6293 6506 6295 6484
Ｘ 36.52 36.59 27.71 27.40 47.86 48.05 54.75 54.71 85.13 81.85 7.53 7.56 219.11 219.02 23.13 23.28
ＳＤ 7.19 7.33 5.58 5.68 10.95 11.30 7.00 7.20 21.70 21.65 0.68 0.73 26.15 27.71 5.64 5.81
Ｎ 6375 6199 6360 6174 6375 6190 6360 6178 6343 6122 6343 6104 6361 6178 6355 6158
Ｘ 38.72 38.37 29.73 29.27 48.73 49.06 56.41 55.70 90.74 86.90 7.39 7.40 224.55 224.29 24.46 24.26
ＳＤ 7.19 7.33 5.53 5.65 10.63 11.42 6.94 7.04 22.18 22.44 0.68 0.67 25.73 25.69 5.69 5.92
Ｎ 6568 6425 6560 6382 6563 6418 6547 6390 6514 6354 6531 6331 6556 6390 6554 6389
Ｘ 40.19 40.15 30.99 30.59 50.30 50.34 57.02 56.26 89.77 87.39 7.30 7.32 226.86 226.49 25.10 25.53
ＳＤ 7.16 7.51 5.83 5.74 11.17 10.83 6.80 7.17 22.31 22.62 0.61 0.65 26.65 26.61 5.79 5.94
Ｎ 57 36 57 36 56 36 57 36 52 36 58 37 54 36 58 37
Ｘ 38.74 37.89 22.49 22.89 42.64 43.00 47.77 46.11 48.58 53.19 8.38 8.04 197.13 200.75 19.76 19.59
ＳＤ 7.92 7.64 5.74 4.92 13.95 11.08 6.18 7.98 20.30 13.34 1.39 0.70 30.02 21.77 4.81 3.39

                        令和４年度　新潟県体力テスト　測定値一覧　（男子）

２０ｍシャトルラン
折り返し数

５０ｍ走 立ち幅跳び ソフトボール投げ
ハンドボール投げ区分 握力 上体起こし 長座体前屈 反復横とび

※ 令和３年度と令和４年度の県の測定値

１８歳

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校

６歳

７歳

８歳

９歳

１０歳

１１歳

１２歳

１３歳

１４歳

１５歳

１６歳

１７歳

別紙２



Ｎ：標本数
Ｘ：平均
ＳＤ：標準偏差 R3 R4 R3 R4 R3 R4 R3 R4 R3 R4 R3 R4 R3 R4 R3 R4

Ｎ 4565 4477 4333 4323 4675 4609 4500 4431 4571 4303 7243 6807 4528 4445 7236 6817
Ｘ 8.65 8.57 11.62 11.58 29.38 29.74 27.76 27.78 19.40 19.38 11.95 11.94 110.95 110.74 5.73 5.76
ＳＤ 1.77 1.72 4.20 4.30 5.44 5.48 4.07 4.36 7.30 7.29 1.11 1.03 14.48 14.82 1.82 1.91
Ｎ 4970 4629 4712 4480 5108 4825 5008 4659 4981 4511 7514 6829 4925 4555 7516 6812
Ｘ 10.23 10.19 13.87 14.09 31.75 32.18 31.47 32.21 26.10 26.26 11.06 11.12 121.51 121.55 7.62 7.64
ＳＤ 2.06 2.03 4.28 4.42 5.89 5.71 4.91 4.83 9.43 9.28 0.93 0.97 14.46 15.11 2.43 2.41
Ｎ 8202 8071 8161 8052 8198 8064 8185 8045 8159 8021 8188 8068 8182 8049 8192 8050
Ｘ 11.93 11.91 15.26 15.42 33.91 33.94 33.97 34.30 31.53 30.45 10.51 10.54 130.52 129.70 9.56 9.62
ＳＤ 2.37 2.48 4.44 4.60 6.16 6.35 5.78 5.81 11.31 11.41 0.81 0.88 15.74 16.46 3.04 3.17
Ｎ 8265 8134 8211 8108 8246 8114 8209 8105 8210 8079 8235 8125 8221 8108 8226 8095
Ｘ 13.98 14.03 17.16 17.06 36.17 36.71 38.32 38.32 38.22 36.90 10.03 10.12 139.32 139.42 11.81 11.68
ＳＤ 2.87 2.95 4.36 4.49 6.43 6.58 5.75 5.97 13.08 13.32 0.81 0.83 16.96 16.94 3.63 3.76
Ｎ 8590 8170 8518 8146 8568 8158 8555 8138 8525 8111 8578 8169 8547 8143 8562 8127
Ｘ 16.51 16.51 18.81 18.46 39.15 39.30 42.10 41.83 44.27 42.87 9.61 9.69 149.21 148.10 13.93 13.78
ＳＤ 3.43 3.47 4.47 4.47 7.01 7.06 5.77 5.69 14.41 14.34 0.73 0.85 17.86 18.32 4.13 4.25
Ｎ 8551 8498 8483 8468 8526 8486 8479 8460 8461 8426 8521 8475 8501 8455 8504 8455
Ｘ 19.39 19.44 19.78 19.69 41.47 41.88 44.15 44.06 48.71 47.16 9.28 9.34 157.04 156.68 15.65 15.65
ＳＤ 3.75 3.83 4.50 4.36 7.32 7.64 5.74 5.53 15.38 15.04 0.74 0.72 18.98 19.42 4.86 5.49
Ｎ 8315 8166 8280 8126 8304 8154 8267 8105 8177 7996 8099 8070 8257 8116 8241 8092
Ｘ 21.60 21.56 20.84 20.14 45.84 46.01 44.88 44.37 52.25 49.33 9.20 9.17 167.74 165.12 11.47 11.21
ＳＤ 4.08 4.08 5.05 5.12 9.48 9.21 6.02 6.15 17.15 16.17 0.82 0.80 22.80 22.60 3.43 3.36
Ｎ 8198 8017 8160 7974 8179 8003 8122 7956 8014 7825 7991 7881 8141 7964 8140 7941
Ｘ 24.10 23.56 23.71 22.81 49.23 48.98 47.16 46.02 58.25 53.50 8.89 8.92 173.22 170.25 13.02 12.65
ＳＤ 4.31 4.32 5.30 5.44 9.19 9.54 5.82 6.08 17.94 17.32 0.75 0.75 22.14 23.49 3.83 3.79
Ｎ 8391 7979 8357 7940 8376 7973 8317 7907 8173 7784 8158 7828 8344 7932 8333 7919
Ｘ 25.39 25.19 24.98 24.50 51.82 51.58 47.66 47.52 57.45 54.50 8.82 8.80 175.75 173.57 13.93 13.76
ＳＤ 4.40 4.38 5.40 5.44 9.26 9.38 6.12 6.04 17.50 16.91 0.72 0.75 22.43 22.93 3.96 3.98
Ｎ 6415 6561 6409 6542 6414 6559 6404 6533 6373 6456 6393 6455 6405 6543 6404 6554
Ｘ 25.43 25.26 23.19 22.42 49.16 49.65 48.26 47.69 53.53 50.40 8.88 8.97 173.78 172.34 13.30 13.06
ＳＤ 4.50 4.56 5.41 5.48 10.17 9.87 5.55 5.94 14.38 13.75 0.77 0.81 22.56 22.91 3.73 3.79
Ｎ 6547 6268 6541 6249 6544 6263 6529 6232 6519 6174 6521 6142 6531 6237 6537 6244
Ｘ 26.12 25.94 24.38 23.98 49.77 50.18 48.57 48.23 54.46 51.83 8.89 8.91 174.28 173.64 13.75 13.61
ＳＤ 4.63 4.46 5.38 5.42 10.12 10.01 5.73 5.92 15.04 14.40 0.77 0.78 22.71 22.71 3.94 3.91
Ｎ 6514 6448 6498 6414 6515 6440 6489 6420 6463 6376 6477 6359 6501 6430 6501 6418
Ｘ 26.51 26.40 24.97 24.47 50.87 50.75 48.33 47.82 53.04 51.08 8.90 8.95 172.69 171.60 13.93 13.96
ＳＤ 4.74 4.64 5.64 5.58 9.91 10.00 6.05 6.14 14.36 14.78 0.82 0.87 23.22 22.85 3.91 3.94
Ｎ 42 27 42 27 41 27 42 27 38 27 35 27 41 27 43 26
Ｘ 25.50 22.67 17.83 17.37 46.12 42.70 40.29 39.00 23.37 24.04 10.66 9.98 143.27 141.41 10.58 10.46
ＳＤ 4.52 5.34 6.07 5.47 10.08 10.18 6.05 5.42 9.86 7.98 1.76 0.80 21.36 26.23 2.95 2.39

                        令和４年度　新潟県体力テスト　測定値一覧　（女子）

区分 握力 上体起こし 長座体前屈 反復横とび ２０ｍシャトルラン ５０ｍ走 立ち幅跳び ソフトボール投げ
折り返し数 ハンドボール投げ

小
学
校

６歳

７歳

８歳

９歳

１０歳

１１歳

中
学
校

１２歳

１３歳

１４歳

高
等
学
校

１５歳

１６歳

１７歳

１８歳

※ 令和３年度と令和４年度の県の測定値

別紙２



握力 上体起こし 長座体前屈 反復横とび 20mシャトルラン ５０ｍ走 立ち幅跳び ボール投げ
(kg) （回） (cm) （回） （回） （秒） (cm) (m)

小1 9.13 11.67 27.42 28.22 22.24 11.72 116.59 8.14
小2 10.91 14.52 29.39 32.94 32.60 10.86 128.09 11.09
小3 12.58 15.87 30.49 35.24 38.04 10.34 135.45 14.31
小4 14.49 17.79 32.96 39.37 44.77 9.94 144.29 17.37
小5 16.83 19.34 34.88 43.01 50.85 9.55 153.55 20.63
小6 19.96 21.09 37.04 46.04 57.53 9.12 165.85 24.02
中1 24.54 23.44 43.05 47.84 67.10 8.64 185.30 17.65
中2 30.12 26.99 46.95 51.63 80.61 7.97 203.60 21.14
中3 34.56 29.22 50.63 54.69 87.82 7.57 216.84 23.84
高1 36.59 27.40 48.05 54.71 81.85 7.56 219.02 23.28
高2 38.37 29.27 49.06 55.70 86.90 7.40 224.29 24.26
高3 40.15 30.59 50.34 56.26 87.39 7.32 226.49 25.53
高4 37.89 22.89 43.00 46.11 53.19 8.04 200.75 19.59

握力 上体起こし 長座体前屈 反復横とび 20mシャトルラン ５０ｍ走 立ち幅跳び ボール投げ
(kg) （回） (cm) （回） （回） （秒） (cm) (m)

小1 8.57 11.58 29.74 27.78 19.38 11.94 110.74 5.76
小2 10.19 14.09 32.18 32.21 26.26 11.12 121.55 7.64
小3 11.91 15.42 33.94 34.30 30.45 10.54 129.70 9.62
小4 14.03 17.06 36.71 38.32 36.90 10.12 139.42 11.68
小5 16.51 18.46 39.30 41.83 42.87 9.69 148.10 13.78
小6 19.44 19.69 41.88 44.06 47.16 9.34 156.68 15.65
中1 21.56 20.14 46.01 44.37 49.33 9.17 165.12 11.21
中2 23.56 22.81 48.98 46.02 53.50 8.92 170.25 12.65
中3 25.19 24.50 51.58 47.52 54.50 8.80 173.57 13.76
高1 25.26 22.42 49.65 47.69 50.40 8.97 172.34 13.06
高2 25.94 23.98 50.18 48.23 51.83 8.91 173.64 13.61
高3 26.40 24.47 50.75 47.82 51.08 8.95 171.60 13.96
高4 22.67 17.37 42.70 39.00 24.04 9.98 141.41 10.46

区分

小学校

中学校

高等学校

令和４年度　新潟県体力テスト　平均値一覧　（男子）

区分

小学校

中学校

高等学校

令和４年度　新潟県体力テスト　平均値一覧　（女子）

別紙３



別紙４ 　　令和４年度 新潟県体力テスト レーダーチャート 1/2

                                        ※ 令和３年度の県平均値を50として示したグラフ（小学校１・２年生は任意実施）        

46

48

50

52
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

シャトルラン

５０ｍ走

立ち幅跳び

ボール投げ

小学１年生男子

46

48

50

52
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

シャトルラン

５０ｍ走

立ち幅跳び

ボール投げ

小学１年生女子

46

48

50

52
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

シャトルラン

５０ｍ走

立ち幅跳び

ボール投げ

小学２年生男子

46

48

50

52
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

シャトルラン

５０ｍ走

立ち幅跳び

ボール投げ

小学２年生女子

46

48

50

52
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

シャトルラン

５０ｍ走

立ち幅跳び

ボール投げ

小学３年生男子

46

48

50

52
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

シャトルラン

５０ｍ走

立ち幅跳び

ボール投げ

小学３年生女子

46

48

50

52
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

シャトルラン

５０ｍ走

立ち幅跳び

ボール投げ

小学４年生男子

46

48

50

52
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

シャトルラン

５０ｍ走

立ち幅跳び

ボール投げ

小学４年生女子

46

48

50

52
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

シャトルラン

５０ｍ走

立ち幅跳び

ボール投げ

小学５年生男子

46

48

50

52
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

シャトルラン

５０ｍ走

立ち幅跳び

ボール投げ

小学５年生女子

46

48

50

52
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

シャトルラン

５０ｍ走

立ち幅跳び

ボール投げ

小学６年生男子

46

48

50

52
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

シャトルラン

５０ｍ走

立ち幅跳び

ボール投げ

小学６年生女子



別紙４ 　　令和４年度 新潟県体力テスト レーダーチャート 2/2

※ 令和３年度の県平均値を50として示したグラフ      

46

48

50

52
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

シャトルラン

５０ｍ走

立ち幅跳び

ボール投げ

中学１年生男子

46

48

50

52
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

シャトルラン

５０ｍ走

立ち幅跳び

ボール投げ

中学１年生女子

46

48

50

52
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

シャトルラン

５０ｍ走

立ち幅跳び

ボール投げ

中学２年生男子

46

48

50

52
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

シャトルラン

５０ｍ走

立ち幅跳び

ボール投げ

中学２年生女子

46

48

50

52
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

シャトルラン

５０ｍ走

立ち幅跳び

ボール投げ

中学３年生男子

46

48

50

52
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

シャトルラン

５０ｍ走

立ち幅跳び

ボール投げ

中学３年生女子

46

48

50

52
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

シャトルラン

５０ｍ走

立ち幅跳び

ボール投げ

高校１年生男子

46

48

50

52
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

シャトルラン

５０ｍ走

立ち幅跳び

ボール投げ

高校１年生女子

46

48

50

52
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

シャトルラン

５０ｍ走

立ち幅跳び

ボール投げ

高校２年生男子

46

48

50

52
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

シャトルラン

５０ｍ走

立ち幅跳び

ボール投げ

高校２年生女子

46

48

50

52
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

シャトルラン

５０ｍ走

立ち幅跳び

ボール投げ

高校３年生男子

46

48

50

52
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

シャトルラン

５０ｍ走

立ち幅跳び

ボール投げ

高校３年生女子

42
44
46
48
50
52
54

握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

シャトルラン

５０ｍ走

立ち幅跳び

ボール投げ

高校４年生男子

42
44
46
48
50
52
54

握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

シャトルラン

５０ｍ走

立ち幅跳び

ボール投げ

高校４年生女子



新潟県・市　各学年ごとデータ

〇小学校

性別 学年地区名 握力実施者数 握力平均（ｋｇ） 握力平均（得点） 上体起こし実施者数 上体起こし平均（回） 上体起こし平均（得点） 長座体前屈実施者数 長座体前屈平均（ｃｍ） 長座体前屈平均（得点） 反復横とび実施者数 反復横とび平均（回） 反復横とび平均（得点） シャトルラン実施者数 シャトルラン平均（回） シャトルラン平均（得点） ５０ｍ走実施者数 ５０ｍ走平均（秒） ５０ｍ走平均（得点） 立ち幅跳び実施者数 立ち幅跳び平均（ｃｍ） 立ち幅跳び平均（得点） 球技実施者数 球技平均（ｍ） 球技平均（得点） 平均得点合計

男 1 新潟市 858 9.27 3.83 742 12.64 4.93 984 27.06 4.76 833 28.66 4.30 756 21.59 4.23 2667 11.63 3.42 858 119.82 3.77 2653 8.20 2.98 32.21

男 2 新潟市 927 11.22 4.60 874 14.46 5.57 1126 28.84 5.22 1001 34.14 5.66 852 31.98 5.28 2583 10.87 4.37 947 125.86 4.26 2572 10.79 3.79 38.75

男 3 新潟市 3132 12.67 5.16 3113 15.77 6.02 3126 30.10 5.58 3115 35.38 5.97 3111 37.09 5.73 3138 10.40 5.07 3119 134.36 4.91 3130 14.18 4.61 43.06

男 4 新潟市 3071 14.61 5.86 3057 17.73 6.69 3059 32.90 6.19 3055 39.23 6.90 3052 43.24 6.29 3069 9.96 5.73 3051 142.45 5.55 3042 17.06 5.25 48.46

男 5 新潟市 3208 16.75 6.57 3195 19.07 7.15 3204 34.65 6.62 3191 43.14 7.82 3169 49.82 6.87 3224 9.50 6.46 3191 153.15 6.39 3190 20.61 5.96 53.83

男 6 新潟市 3197 19.89 7.54 3176 20.78 7.73 3185 36.45 7.02 3167 45.65 8.35 3169 55.61 7.33 3194 9.12 7.19 3172 165.18 7.30 3176 23.29 6.44 58.90

女 1 新潟市 810 8.57 3.56 717 12.07 5.00 931 29.09 4.65 802 27.60 4.43 733 18.25 4.19 2611 11.96 3.30 828 112.26 3.80 2605 5.75 3.27 32.19

女 2 新潟市 926 10.41 4.42 867 14.24 5.92 1138 31.75 5.29 1000 32.94 5.83 845 24.17 5.07 2585 11.15 4.37 939 118.88 4.35 2580 7.51 4.28 39.53

女 3 新潟市 3075 11.91 5.05 3060 15.32 6.41 3070 33.74 5.74 3058 34.06 6.15 3045 29.12 5.74 3077 10.59 5.11 3062 128.99 5.14 3068 9.49 5.05 44.38

女 4 新潟市 2882 14.04 5.91 2867 17.20 7.18 2870 36.64 6.41 2869 38.31 7.23 2859 35.84 6.51 2883 10.09 5.91 2864 139.37 5.96 2858 11.57 5.79 50.89

女 5 新潟市 3015 16.69 6.84 3008 18.22 7.60 3009 39.29 7.01 3004 41.86 8.12 2995 41.60 7.11 3032 9.70 6.61 3007 148.26 6.72 2998 13.84 6.52 56.51

女 6 新潟市 3099 19.61 7.81 3085 19.35 7.99 3091 41.43 7.43 3084 43.70 8.54 3070 45.36 7.48 3094 9.37 7.25 3077 155.76 7.31 3079 15.53 6.99 60.81

男 1 新潟県 4652 9.13 3.74 4462 11.67 4.59 4785 27.42 4.84 4589 28.22 4.20 4470 22.24 4.26 7100 11.72 3.30 4591 116.59 3.54 7100 8.14 2.94 31.41

男 2 新潟県 4854 10.91 4.51 4728 14.52 5.58 5054 29.39 5.38 4922 32.94 5.36 4746 32.60 5.34 7084 10.86 4.34 4812 128.09 4.41 7055 11.09 3.83 38.76

男 3 新潟県 8387 12.58 5.13 8355 15.87 6.04 8376 30.49 5.66 8347 35.24 5.94 8334 38.04 5.83 8405 10.34 5.11 8361 135.45 5.00 8360 14.31 4.64 43.35

男 4 新潟県 8461 14.49 5.81 8435 17.79 6.71 8437 32.96 6.22 8426 39.37 6.92 8421 44.77 6.43 8451 9.94 5.76 8425 144.29 5.68 8426 17.37 5.30 48.84

男 5 新潟県 8686 16.83 6.59 8660 19.34 7.25 8671 34.88 6.67 8643 43.01 7.79 8598 50.85 6.94 8699 9.55 6.41 8655 153.55 6.41 8660 20.63 5.94 54.01

男 6 新潟県 8931 19.96 7.55 8870 21.09 7.81 8905 37.04 7.15 8862 46.04 8.43 8848 57.53 7.47 8902 9.12 7.20 8867 165.85 7.36 8879 24.02 6.56 59.54

女 1 新潟県 4477 8.57 3.53 4323 11.58 4.84 4609 29.74 4.79 4431 27.78 4.49 4303 19.38 4.35 6807 11.94 3.30 4445 110.74 3.69 6817 5.76 3.29 32.28

女 2 新潟県 4629 10.19 4.31 4480 14.09 5.90 4825 32.18 5.38 4659 32.21 5.65 4511 26.26 5.36 6829 11.12 4.35 4555 121.55 4.54 6812 7.64 4.28 39.77

女 3 新潟県 8071 11.91 5.06 8052 15.42 6.46 8064 33.94 5.79 8045 34.30 6.20 8021 30.45 5.88 8068 10.54 5.19 8049 129.70 5.20 8050 9.62 5.11 44.89

女 4 新潟県 8134 14.03 5.90 8108 17.06 7.13 8114 36.71 6.43 8105 38.32 7.23 8079 36.90 6.63 8125 10.12 5.89 8108 139.42 5.98 8095 11.68 5.82 51.01

女 5 新潟県 8170 16.51 6.79 8146 18.46 7.68 8158 39.30 7.00 8138 41.83 8.11 8111 42.87 7.25 8169 9.69 6.65 8143 148.10 6.69 8127 13.78 6.48 56.66

女 6 新潟県 8498 19.44 7.75 8468 19.69 8.10 8486 41.88 7.52 8460 44.06 8.62 8426 47.16 7.66 8475 9.34 7.31 8455 156.68 7.38 8455 15.65 6.98 61.32

〇中学校

性別 学年地区名 握力実施者数 握力平均（ｋｇ） 握力平均（得点） 上体起こし実施者数 上体起こし平均（回） 上体起こし平均（得点） 長座体前屈実施者数 長座体前屈平均（ｃｍ） 長座体前屈平均（得点） 反復横とび実施者数 反復横とび平均（回） 反復横とび平均（得点） シャトルラン実施者数 シャトルラン平均（回） シャトルラン平均（得点） ５０ｍ走実施者数 ５０ｍ走平均（秒） ５０ｍ走平均（得点） 立ち幅跳び実施者数 立ち幅跳び平均（ｃｍ） 立ち幅跳び平均（得点） 球技実施者数 球技平均（ｍ） 球技平均（得点） 平均得点合計

男 1 新潟市 2948 24.80 2.98 2931 23.52 5.34 2929 43.94 5.68 2925 47.70 5.49 2902 67.66 4.91 2923 8.61 3.63 2924 185.59 3.66 2915 17.60 3.28 34.97

男 2 新潟市 3050 30.76 4.17 3040 27.04 6.59 3038 47.49 6.38 3033 51.02 6.34 2997 79.64 5.85 3012 7.92 5.03 3035 203.93 4.82 3023 21.13 4.43 43.62

男 3 新潟市 3037 34.41 4.92 3027 29.20 7.35 3026 50.10 6.92 3013 54.77 7.31 2984 87.52 6.51 3003 7.53 6.08 3029 217.39 5.77 3009 23.96 5.35 50.20

女 1 新潟市 2997 21.58 4.33 2981 19.93 6.47 2993 46.32 6.00 2978 43.92 6.45 2940 48.09 5.84 2970 9.19 5.24 2983 164.57 5.42 2970 11.24 3.88 43.62

女 2 新潟市 2825 23.67 5.11 2805 22.90 7.44 2819 48.98 6.56 2799 45.67 7.01 2755 52.87 6.34 2785 8.88 6.06 2806 171.05 5.95 2793 12.75 4.77 49.24

女 3 新潟市 2876 25.30 5.72 2865 24.77 8.07 2874 52.02 7.21 2858 47.39 7.55 2819 54.25 6.52 2844 8.79 6.34 2862 173.38 6.19 2859 13.94 5.44 53.04

男 1 新潟県 8442 24.54 2.93 8392 23.44 5.32 8404 43.05 5.52 8390 47.84 5.51 8283 67.10 4.86 8342 8.64 3.54 8372 185.30 3.65 8357 17.65 3.30 34.62

男 2 新潟県 8656 30.12 4.05 8623 26.99 6.58 8629 46.95 6.30 8604 51.63 6.51 8500 80.61 5.94 8528 7.97 4.89 8613 203.60 4.82 8585 21.14 4.44 43.53

男 3 新潟県 8707 34.56 4.96 8676 29.22 7.36 8676 50.63 7.02 8634 54.69 7.31 8544 87.82 6.54 8566 7.57 5.97 8663 216.84 5.75 8641 23.84 5.32 50.23

女 1 新潟県 8166 21.56 4.32 8126 20.14 6.53 8154 46.01 5.93 8105 44.37 6.58 7996 49.33 5.97 8070 9.17 5.32 8116 165.12 5.44 8092 11.21 3.88 43.96

女 2 新潟県 8017 23.56 5.07 7974 22.81 7.42 8003 48.98 6.56 7956 46.02 7.13 7825 53.50 6.41 7881 8.92 5.95 7964 170.25 5.90 7941 12.65 4.73 49.18

女 3 新潟県 7979 25.19 5.69 7940 24.50 7.96 7973 51.58 7.11 7907 47.52 7.59 7784 54.50 6.54 7828 8.80 6.28 7932 173.57 6.22 7919 13.76 5.35 52.75



新潟市立小針小学校

教諭 三本 雄樹

令和４年１０月１８日

小学校体力向上指導者研修会

運動が得意でない 苦手と感じる児童への指導

• 「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性等」も体育で重要な
のは，言うまでもない。しかし，本当に運動とのよい関わりをしていくために

は，知識・技能は不可欠であることも実感している。

• 体育の学習をして，技能が身に付かなかったら，教科としての存在意義が
問われる。

• しかしここで確認しておきたいのは，高い技能を求めるということではない。

「子どもたちが楽しめるだけの技能は保障してあげましょう」ということ。

体育科の本質＝技能の向上と捉え，学習指導要領のキーワードを整理
するとともに，授業改善に取り組んできた。

体育科における技能の重要性（白旗，２０１９）



心と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増進し
豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を育成する

思考・判断
さ
せ
な
が
ら

に
関
す
る
こ
と
を

さ
せ
る

知識（と関連付けた）技能

表現

主体的に学習に
取り組む態度

補助やアドバイスで
「支え（てもらえ）る」

人の動きのよさや
自分の課題を
「み（つけ）る」

より上手くなる
方法を選択しなが
ら運動「する」

各種の運動の価値や
特性，過去と比較
した自分の成⾧を

「知る」

心と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増進し
豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を育成する

思考・判断
さ
せ
な
が
ら

に
関
す
る
こ
と
を

さ
せ
る

知識（と関連付けた）技能

表現

主体的に学習に
取り組む態度

補助やアドバイスで
「支え（てもらえ）る」

人の動きのよさや
自分の課題を
「み（つけ）る」

より上手くなる
方法を選択しなが
ら運動「する」

各種の運動の価値や
特性，過去と比較
した自分の成⾧を

「知る」

・ を，
友達や先生の実際の動きを通して理解
している姿。
・ を，これ
までの学びを振り返りながら言葉で表現
している姿。

主体的な学び

・友達が
をしている姿。

・ を
試し，評価されながら運動している姿。

対話的な学び

・課題に合わせて，
し，
しながら運動し

たり修正したりすることを繰り返し
ている姿。
・

を言
葉で表現している姿。
・ を振り返り，
自分なりのコツとして言葉で表現
している姿。

深い学び



①児童と単元のゴール（目標）や評価基準を共有する。
②単元のゴール（目標）や評価基準が「高い技能が必要な内容」
「狭い範囲」にならないようにする。

？
？

？

どの山に向かって，どこまで歩んでいけばよいのかを明確にする

子どもたちが楽しめる
だけの技能を保証する

～ボール運動領域～
ドリブルでボールを運ぶ
ことができる。
～器械運動領域～
逆上がりができる。

～ボール運動領域～
得点できる場所までボール
を運ぶことができる。

～器械運動領域～
基本的な技や発展技を組み
合わせることができる。

「 『できるかも』と思う体育授業」を行うために心掛けていること

①全員が「スタートからゴール（得点する）まで」を毎時間，体験する。
・低学年は全員にボールを１個ずつ用意する。
・中学年と高学年はドリルゲームを工夫する。
②全員が参加できる（得点することができる）ルールから，メインゲームの
ルールを段階的に変更する。

「 『やってみたい』と思う体育授業」を行うために心掛けていること

実技演習①
ボール蹴りゲーム



• 低学年の子供たちには，運動するための神経の回路をつくり，運動感覚を
身に付けていくために，いろいろな動きに幅広く取り組むことを主に活動を

組んでいく。

• 今後，高い技能を身に付けていくための土台をつくることが低学年の体育
の最も大切な価値であり，実態に合っている。

• まずは１つの動きの質を高めるよりも，いろいろな易しい動きにたくさん取り
組むことの方が大切。

「蹴って運ぶ」「足を使って止める」「ねらった場所に蹴る」ための知識・技能
を育成することができるように，段階的にメインゲームのルールを変更

低学年の授業づくりの特徴（白旗，２０１６）

４ｍ

シュート
ゾーン

スタートゾーン

４ｍ１０ｍ

１２ｍ

できるだけ早く決められた場所までボールを蹴って運ぶゲーム

２ｍ１．３ｍ

スタートゾーンから，できるだけ早くボールを蹴って運び，
ボールを壁に当てる。

壁

メインゲーム①



４ｍ

シュート
ゾーン

スタートゾーン

４ｍ１０ｍ

１２ｍ

できるだけ早くボールを蹴って運ぶ ＋ ボールをねらった場所に蹴るゲーム

２ｍ１．３ｍ

スタートゾーンから，できるだけ早くボールを蹴って運び，
ボールを３つのコーンのどれかに当てる。

壁

メインゲーム②

４ｍ

シュート
ゾーン

スタートゾーン

４ｍ１０ｍ

１２ｍ

メインゲーム③

ボールを足を使って止める ＋ ボールをねらった場所に蹴るゲーム

２ｍ１．３ｍ

壁

①スタートゾーンからシュートゾーンまで，できるだけ早く
ボールを蹴って運ぶ。

②シュートゾーン内でボールを足を使って止める。
→ボールを止めた後は，ドリブルをして動いてはいけない。

③シュートゾーン
から３つのコー
ンのどれかに
当てる。



４ｍ

スタートゾーン シュート
ゾーン

シュート
ゾーン

スタートゾーン

４ｍ８ｍ

壁 １２ｍ

メインゲーム④

メインゲーム③のルール ＋ 双方向からスタートするゲーム

２ｍ１．３ｍ

壁

１．３ｍ２ｍ

①相手チームのプレイヤーやボールにぶつからないように，スタートゾーン
からシュートゾーンまで，できるだけ早くボールを蹴って運ぶ。

②シュートゾーン内でボールを足を使って止め，シ
ュートゾーンから３つのコーンのどれかに当てる。

体育の認識学習を基にした学習カード

～運動の実態認識～
１回のプレーごとに 「決められた場所までボール
を蹴って運ぶ場面」「決められた場所でボールを
足を使って止める場面」「ボールをねらった場所
に蹴る場面」のそれぞれで○（成功）・×（失敗）
を記入させる。

～運動の課題認識～
「○，×，得点」の数を基に，自分の課題となる場
面を３つの場面の中から選択して丸を付けさせる。

～運動の方法認識～
自分の課題となる場面に合わせて，次のゲーム
で意識することを，体育館の壁面や本時の板書
の中から選択して記述させる。



実技演習②
フラッグフットボールを基にした

簡易化されたゲーム

～フラッグフットボールの教育的意義～

（高橋・吉永，２０１６）

（佐藤・鈴木，２００８）

学習の初期段階から今できる力
でゲームを楽しむことができる

バスケットボールやサッカーを楽しめない
児童が増加している状況を改善する

①鬼遊びの延長で楽しめる

⑤心と体を一体化する
③大きな集団的達成の喜び

④発達段階や能力段階に応じた
やさしいゲームを楽しむ

②戦術学習に最適

陣地を取り合うゴール型の価値



フラッグフットボールの戦術・技術構造（宗野，２０１５）

ゲーム①

ゲーム②

ゲーム③

Ｇゾーン ＯＦ ＆ ＤＦゾーン Ｓゾーン

２ｍ ２ｍ１８ｍ

②Ｓゾーン内でボールを受け渡した後にＧゾーンに走り込む

①Ｇゾーンに走り込む

パスプレーなしのゲーム

１２ｍ

： プレイヤーの動き ： ボールの動き

メインゲーム①



Ｇゾーン ＯＦ ＆ ＤＦゾーン Ｓゾーン

２ｍ ２ｍ１８ｍ

パスができるゾーンを守備者が入ることができないＳゾーンに限定したゲーム

①Ｇゾーンに走り込む

１２ｍ

： プレイヤーの動き ： ボールの動き

②Ｓゾーン内でボールを受け渡した後にＧゾーンに走り込む

③ＳゾーンからＧゾーンにパス

④Ｓゾーンからパスをした後に
Ｇゾーンに走り込む

メインゲーム②

Ｇゾーン ＯＦ ＆ ＤＦゾーン Ｓゾーン

２ｍ ２ｍ１８ｍ

④Ｓゾーンからパスをした後に
Ｇゾーンに走り込む

③ＳゾーンからＧゾーンにパス １２ｍ

パスができるゾーンを限定しないゲーム

①Ｇゾーンに走り込む

： プレイヤーの動き ： ボールの動き

②Ｓゾーン内でボールを受け渡した後にＧゾーンに走り込む

メインゲーム③

⑤ＯＦ ＆ ＤＦゾーンからＧゾーンにパス

⑥ＯＦ ＆ ＤＦゾーン内でパスをした
後にＧゾーンに走り込む



スタートの位置 走る場所

プレーの選択

役割

走り方

ボールを持って
いない人の動き

守備者
への意識

投げる場所 捕り方

ポジション

スタートの仕方
スタート
の順番

ボールの
隠し方

投げ方

・均等に散らばる
・片方に固まる
・配置を変える

・体の角度
・ボールを持
つ時の向き

・ボールを後ろに隠して進む
・いきなり走り出す
・ボールを渡しておとりになる
・声を出しながら渡す
・表情を変えない
・パターンがばれる

・最初
・最後

・コート全体
・広い所
・真ん中
・サイド
・直線と曲線
を組み合わ
せて作る

・避ける
・曲がってかわす
・端からカーブ
・あまり曲がらない
・半分まで来たら
走る
・腰を曲げる

・マークする
・ブロック
・味方を守る
・囲む
・分かれてガード

・だます
・おびき寄せる
・隙
・コースが空く
・固まった所に来る
・片側に寄ると空く
・時々やると混乱する

・遠くにパスを回す
・リスクが大きいが，ロングパ
スを使うと進める
・気を抜いている守備者がい
る所にパスを出す
・ボールを隠さないですぐ動く
・スペースが空いた所へ行く
・片側に進む
・サイドステップで分かれる
・交換しておびき寄せる

・端
・奥
・後ろに下が
らない・もっと寄る

・内側
・引くと距離が伸
びる
・なるべく早く ・動いてパスをもらう

・見せかける
・フェイント
・目線

・スタートゾ
ーンの外
に出る人
・あまり渡さ
なかった
人に渡す

・チャンスを作るためにパスを加える
・ランを混ぜる
・区別の仕方
・足が速い人の場合はそのままラン

・できるだけ遠く
・ゴールゾーン
・外側よりも内側
・フリーの人

・一直線に投げ
ると捕りやすい
・高いボールは捕
りづらい
・向いている方と
違う方

・バウンドはミ
スしやすい

・合図を使って動く
・急ぐとばれる
・スタートゾーンにずっといる
時間がもったいない
・素早く攻撃する

・守備者の位置
を見る

・残る人と
受ける人

・しばらくランをしてから守備者が来た
らフリーの味方にパス
・少し前に出てから近くの人にパス
・フラッグを捕られる瞬間にパス
・場所や作戦をいろいろ使い分ける
・時間が少なくなったら突っ込む

・左右に大きく場
面を動かす
・広い所

・ランニングスロー
・正確さが鍵

・両手でパンッと捕る
・集中しすぎて見るのはだめ

・ゴールゾーンで待つ ・三角形の場所に散らばる
・中にいても気付かれると意味がなくなる ・ラインギリギリにいる

戦術的気づきの変化と質の高まりを構造的に整理することができた

実践の成果

ゲーム①

ゲーム②

ゲーム③

ご一読いただけたら，ありがたいです

鈴木・濱田（２０２０）体育で実現する“ホンモノ”の「ゲーム中

心の指導アプローチ」ー第６回国際ゲームセンス学会の成果

よりー．創文企画：東京，pp．28-35

第２部 ゲーム中心の授業づくりを実現させるためのアイデア

第２章 プレイヤーの思考・判断力を向上させるアイデア

第４節 ルール変更が与える戦術的気づきへの影響

実践の詳細や研究成果を
掲載しています！！



• 岩田靖（２０１２）体育の教材を創る－運動の面白さに誘い込む授業づくりを求めて－．大修館書店：東京，pp．６-８．

• 文部科学省（２０１８）小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 体育編．東洋館出版社：東京，pp．５７-６１， １４０-

１４５ ．

• 日本フラッグフットボール協会 フラッグフットボールオフィシャルサイト．https://www.japanflag.org/flag

• 佐藤善人・鈴木秀人（２００８）小学校の体育授業におけるタグ・ラグビーに関する研究－スローフォワードルールに焦点

をあてて－．スポーツ教育学研究２８（１）．pp．１-１１．

• 白旗和也（２０１６）小学校体育 これだけは知っておきたい「低学年指導」の基本．東洋館出版社：東京，p．８．

• 白旗和也（２０１９）小学校 これだけは知っておきたい 新「体育授業」の基本．東洋館出版社：東京，p．３９．

• 宗野文俊（２０１５）学校体育におけるボールゲームの指導理論に関する研究－フラッグフットボールを中心にして－．

北海道大学博士（教育学）学位論文（乙第６９７２号）．

• 鈴木直樹・濱田敦志（２０２０）体育で実現する“ホンモノ”の「ゲーム中心の指導アプローチ」ー第６回国際ゲームセンス

学会の成果よりー．創文企画：東京，pp．28-35．

• 高橋健夫・吉永武史（２０１６）小学校「戦術学習」を進めるフラッグフットボールの体育授業．明治図書出版：東京．

引用・参考文献

参加者の声（研修後のアンケートより）
• 全員に簡単な技能を身につけさせることがとても大切だと感じました。

• ルールの段階的な設定の仕方やその目的についてよく分かりました。参考にしていろんな授
業で、考えていきたいと思います。

• 子どもたちの中に、できないから体育は苦手ですという子が出てしまっているにも関わらず
解決策を見出せずにいました。そして、評価に関わる活動が満足にできないまま１時間が終
わってしまうという状況もある日もあったので早速明日以降改善していきたいと思います。

• できそうなことを積み重ねながら楽しむ、というのがとても共感できました。 また、単元の
目標を子どもと共有することが大切だと感じました。

• どの子も挑戦できるやさしいレベルの内容からスタートすることが大切だと分かりました。
今後の単元構成や場の設定に活かして少しずつ技能レベルを上げるていく単元構成を工夫し
たり、場の設定などに活かしていきたいと思います。

• 技能の向上を中心において授業を考えていきたいです。フラッグフットを扱ったことがな
かったのですが挑戦してみます。校内研などで校内の先生方とも動きながら考える機会を
作っていけると今日のように自分の考えていることを伝えられるのかなと思いました。
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R4 柔道
安全講習

R4.10.11
新津第一中学校 捧 博陽

柔道のイメージ サッカーのイメージ

指導に戸惑う
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危ないから受身
だけ、寝技だけ

崩しはこうで、体
さばきはこうで

けが防止で補強
運動たくさんし
なきゃ

膝車と支込足の
違いを分からせ
なきゃ

背負投でぶち投
げて受身を取ら
なきゃ

柔道着を正しく
着たり、たため
なきゃ

正座をさせ
ないと

「楽しめる柔道」で十分（強くなる必要はない）

安全で楽しい柔道の授業
どんなサッカーの授業をしていますか??

様々な手立てやルールの工夫と段階的指導 楽しめるサッカー

様々な手立てやルールの工夫と段階的指導で柔道を学ぶ
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技の指導順学習形態
３人一組

タブレットの活用
低

中

高

動く

漸進的指導

受身の指導

 受身とは、投げられたときの衝撃を和らげるための技術です。
 主に、頭部・内臓を衝撃から守ります。

前受身 後受身 横受身 回転受身

一番大切!!紹介程度 行わない
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体落
痛くない（怖くない）受身の活用
ポイント:右→左→右

足払
崩しと投げる実感の獲得
ポイント:サイドステップとほうき

膝車（支釣込足）
痛くない（怖くない）受身の導入
ポイント:低→中→高

寝技について

 抑え込まれている者の上半身が概ね上を向いている。
 抑え込んでいる者が相手の上半身に覆いかぶさっている。
 抑え込んでいる者が下のものに足（両足、片足どちらでも）絡まれていない。

柔道の固技って理にかなってるよな～
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試合の方法
 寝技だけの勝負（かばいて注意）
 寝技の勝負で体が小さいほうが抑え込まれなかったら勝ち
 制限時間内でより多く体落で投げたほうが勝ち
 誰の技や受身がきれいか
 制限時間内でより多く投げてから抑えたほうが勝ち
 乱取り形式でより多く技をかけたほうが勝ち（逆技反則）
 実際の試合
 などなど

※上記の特別ルールを用いて団体戦をやることもおすすめ

生徒たちから提案

指導例（１年時）
時数 学習課題 学習内容 まとめ

１時間目 柔道を通して学びたいことは何だろうか
・帯の結び方
・受身

各自記入

２時間目 痛くない受け身のポイントは何だろうか ・足車 おしりから着く

３時間目 体落としのポイントは ・体落 右→左→右

４時間目 より強い抑え込みのポイントは ・固技を考える 肩と首を抑える

５時間目 投げてからスムーズに抑え込むには ・投げてから抑え込む 引き手を離さない

６時間目 柔道の授業で学んだことは ・簡易試合 各自記入
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参加者の声（研修後のアンケートより）

 安全面の配慮からどうしても教え込みの授業になりがちでしたが、教える
ところと考えさせることを明確にすることで、生徒が考えながら学習に励
むことができると感じました。

 柔道は、相手と組み、相手を感じ、相手のことを考えながら学習すること
ができる単元だと思っています。学習を行う中で他者感覚を身につけるこ
とができるのが柔道の良さだと感じています。講習を通して、ペアやグ
ループで協働して課題を解決することのヒントを得ることができました。

 初めて柔道を行なう生徒に対して不安感や怖さを少しでも感じさせないよ
うな指導の工夫が大事だと感じました。

 低い姿勢からの受け身と段階的な指導が大切だと気付きました。
 実技を踏まえた説明やグループワークによる学びを通して、自分の改善点
や生徒への伝えるべきポイントやつかみの取り方など様々な知識を得るこ
とができました。今後の授業でも活かしていこうと思います。



 

教育研究協議会の研究  

小学校教育研究協議会体育部の研究  

 

１ 研究主題   できて・わかり・動きを「つなぐ」体育授業を目指して（最終年次） 

～６年間の系統性を意識した授業づくり～  

 
２ 研究主題の設定の理由  

４年次研究であるため，設定の理由は踏襲である。令和元年度，つまり，研究主題を

はじめに設定した当時のものを抜粋して下記に示す。  

今年度は，これまでの成果である「単元間

における既習（動きや知識）の汎用性」をま

とめた「学びの道筋（３本の矢：図１）」の

実証研究（陸上運動系・ボール運動系ネット

型については検証研究）が目的であった。本

研究の根幹でもある，集団や指導者の違いに

関係なく，同等以上の学びを保障できる「汎

用的知識及び技能」を，学習者が主体的に獲

得できる授業を追究する最終年度である。更

に，８月の発表会に向け，発表内容や手順等

の形式作りとした。昨年度と違い，それぞれ

の発表パートのデザインやシナリオ作り，    図１  学びの道筋のイメージ図  

市小研体育部が目指してきた子どもの姿は，【目指す動きが「できる」・自分の

動きのポイントが「わかる」】であった。その子ども像を具現するために，「学び

の道筋」を活用しながら２つの手だてを講じてきた。運動のポイントや自らの動き

の状態が「わかる」ための手だて①。次にそのポイントや状態を自らの動きに反映

・試行させ，動きを高めていくための手だて②。これらを本時レベルにおいて必ず

セットにして構想（授業のパッケージ化）することにより，確実に動きの高まりを

保障することが明らかになった。  
（中略）しかし一方で，体育授業のカリマネは，それぞれの学校規模や職員集団

の構成等によって千差万別であるため，成果として明らかになってきた【既習の知

識・技能の積み上げ】が新潟市全児童に保障できるかと言えば・・・である。つま

り，これまで他教科の会員だけではなく，（もしかしたら）体育部員の中にもあっ

たであろう，『既習の知識・技能など揃うはずはない』『６年間を貫く体育授業づ

くりなど，教科書があるわけではないため難しい』『授業者によって扱う運動教材

やアプローチの仕方がその都度違うため難しいのではないか』等，これまでもくす

ぶっていた疑問から脱却しきれていないのも事実である。  
 （中略）そこで，運動領域や運動教材ごとの『系統的に有効性のある既習の知識

・技能』を精選し，その汎用性について検証していくことはいかがだろうか。つま

り，運動領域や運動教材ごとの 6年間を貫く学びを創造することである。これまでの
学びの道筋（授業レベル→単元レベル）を，更に発展させ，『6年間の系統性を整理
して指導内容を重点化した学びの道筋づくり』へ挑むことこそ，市小研体育部に課

せられた命題なのではないか。これらを仮説検証型の研究として検証できれば，『

新潟市体育授業ベーシック』的なオリジナル教科書を完成させられることが期待で

きる。つまり，新潟市のどの学校でも行われることになり，まさに先述した『既習

の揃え・最低限身に付けさせなくてはならない知識技能の確実な習得』が可能にな

るのではないだろうか。これらのことから，今年度の研究主題を設定するに至った

のである。  
 



 

リハーサル録画等を通して，定例会で会員に示して意見を集約し，修正点を一つずつ改

善していくことを主活動とした。  

 

３ 研究の内容  

(1) 今年度研究の重点課題  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昨年度までに明らかになった既習の知識及び技能を「生かす
・・・

」ことをベースに，６

年間の学びをどのようにつなげていくべきか，またその場合，絶対に外してはならな

い学習内容は何かについて，まとめて整理していくことは変わらない。その上、発表

としてどう提示するか，市内への普及としてどのような手段をとるかを吟味するこ

ととした。今年度の重点は以下の２点である。  
 

①   ６年間の学びの道筋「デジタル３本の矢」が完成に・・・ 
３本の矢とは，６年間を見通した一つの授業構想モデルである。「最低限，身に付

けさせておかなければならない知識及び技能は何か」をテーマに掲げ，授業実践を

通して指導内容の整理と精選を進めてきた。今年度も同様に，２年間スパンである

３本の矢を，低・中・高学年部の接続期に焦点を当てながら，スムーズなコネクト

（例：低学年のゴールで目指す姿が中学年のスタートと滑らかに接続しているかな

ど）を追究する。更に，この授業構想モデルは体育を専門としない教師も活用でき

なくては意味がないため，目指す姿の妥当性や構想の適切性等は，実際の学習者の

姿で実証していくこととした。  
今年度は発表年度ということもあり，実用ベースに改良を加える必要があった。

そのため，新潟市の授業支援アプリケーションをプラットホームとし，できる限り

教師が扱いやすく，また，学習者の利活用が見込める方法を考えた。それぞれの領

域で作成した３本の矢をデジタル化し，これまでの研究で蓄積してきた多様なデジ

タルポートフォリオ（指導案や資料等）を埋込むことで，新たな新潟市ベーシック

体育授業の普及を目指す。  
 

②   指導内容の系統性を再構成しながら最終決定へ・・・ 
昨年度末にたどり着いた，系統的（６年間を通して身に付けるべき）な動きを

それぞれの発達段階において単元レベル・本時レベルで検討し，最終的にデジタ

ルデータとして埋込むものを吟味した。例えば，低学年のゴールの姿と中学年の

スタートの姿が実際の学習者レベルでシームレスであったかどうか，構想したモ

デル（３本の矢：図２）通りに単元を流した場合，期待するゴールの姿まで確実

に高められたかどうか，最終的な修正や決定を行った。これまでの３年間の研究

では，陸上運動（跳躍系）・ボール運動（ゴール型）・表現運動・器械運動（マ

ット運動系）について焦点化してきたため，それらを中心にフレキシブルに再構

成を繰り返した。それぞれの領域に長い間携わってきた会員から判断してもらい

ながら，来年度から活用していただく市小研全会員の視点から修正を行ったので

ある。 

この研究がスタートしたときと同様に，会員一人一人の主体的な協働による研

究であり，体育部全員で築き上げて共有する研究成果，建設的な対話による課題

の洗い出し等，初志貫徹の研究姿勢を最後まで貫くことができた。  

〇 ６年間を貫く「系統的な学び」の完成  

〇 学習内容の「精選と重点化」による学びの道筋「再構成」  

◎ 「３本の矢」の実証と評価及び再構成  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２  ボール運動中学年「３本の矢」 

 

 (2) 重点課題解決へのアプローチ  

この研究は，どの学校でも・どの集団   
でも・どの教師でも，ある一定のゴール   
（目指す子どもの姿像）を期待できるも  
のでなくてはならない。そのための解決  
アプローチとして，右図のようなコンセ  
プトが全てである。いかに学習内容を整  
理し，精選し，重点化を図るかが重要であ  
る。誰が指導しても技能習得に大きな差  
が出ないような「効果的な指導」をデザイ  
ンしたのである（図３）。  
更に，学習内容の定着度（既習事項だ  

が技能習得の差が大きい等）を議論する  
ことを通して，６年間を通して身に付け    図３  倒立回転系「学びの道筋デザイン図」 
させる内容を重点化していく。そうする  
ことで，ミニマムが明確化され，「外せない学習内容」を保障できると考えた。  
例えば，器械運動領域マット運動について言えば，技の例示によってミニマムは示

されているように一見思われる。しかし，学習者の知識及び技能には大きな差が生じ

ているのが実際である。そのため，ただ技を分類するのではなく，技へのチャレンジ

に必要不可欠な「感覚や姿勢」に重点を置くことで，６年間を通して，継続的かつ  
効率的に学ばせるための道筋を示そうというものである。６年生までに「倒立前転」

ができる子どもを育てたいとするならば，それまでに最低限身に付けさせなくてはな

らない「逆さ感覚」「支持感覚」「倒れ込み感覚」「支持から回転への姿勢転換感覚」

等は，どの学年までに？・どのような学習活動で？・どの程度（体の動きや姿勢等）

まで？を明示する必要がある。そうすることで，教師誰もが「共通の指標」をもちな

がら，技能差が大きい学習者と対峙しても，担当する学年や発達段階が毎年違っても，

やるべきことに迷いが生じず授業に臨むことができるはずである。  

 

 (3) 研究の実際  

本項からは，８月の研究発表会の内容に触れ，４年間の体育部研究の成果と課題と

する。  



 

 

体 育 部 
 

１ 研究主題 

できて・わかり・動きを「つなぐ」体育授業を目指して 
～６年間の系統性を意識した授業づくり～ 

 
２ 主題設定の意図 

  体育部の研究は不易である。目指す動きが「できる」にとどまらず，どうしたらできるようにな

るのか・なぜできたのかなど，自他の動きのポイントが「わかる」ことである。まさに運動におけ

る学習者のメタ認知力を高めさせることである。この命題

を追究し，一人一人の授業力を高めたり，より効果的な授

業方策を検証したりしてきた。まず，本時レベルにおいて，

「わかる」ための手だて①，自他の動きに反映・試行させ，

動きを高めていくための手だて②を，必ずセットにした授

業構想（授業のパッケージ化）にすることで質の高い学び

を保障できた（図１）。次に，即時的な習得が難しい「既習

の動きや感覚」を，単元レベルで継続的・段階的に身に付

けさせる単元構想（単元のパッケージ化）を追究すること

により，「学びの連続性」へと研究を発展させた。 

しかし，そこで大きな課題と出会うことになる。学習指   

導要領体育編では，低中高それぞれ２年間において身に付 

けさせるべき指導内容が示されているが，「３学年ではどの程度（知識及び技能）まで全員に身に

付けさせたらよいか」「各領域において，どの運動教材を扱い，次年度のために培わなくてはなら

ないもの（学年と学年をつなぐ知識及び技能）は何か」など，その細部までは示されていない。つ

まり，学校・学年単位，更には教師個人の裁量がほとんどである。これでは，教師の専門性のみが

際立ってしまい，既習活用ができずに指導内容を保障できなかったり，体育嫌いの教師が増えたり

するのも当然である。 

これらのことから，これまでの研究を更に広げ，「学びのパッ

ケージ化」を単元レベルでとどめず，学年間・学年部間，更には

６年間を貫く「学びの道筋（パッケージ化）」の創造が期待され

た。系統性や汎用性の観点から６年間の指導内容を見直して整

理し，軽重を図りながら重点化（図２）することで，「いつでも・

どこでも・誰にでも」ミニマム保障の体育授業が展開される。新

潟市のどの学校でも実施できる「ベーシック体育授業」の創造を

目指し，本研究主題を設定した。 

 

３ 研究の内容 

 ⑴ 学習内容の重点化 

   ６年間の学習内容は多岐に渡る（図２上）。そのため，「ど  

の動きや知識が翌年の学習を下支えする内容なのか 」「走幅  

跳にも走高跳にも共通する，強い踏み切りを構成する要素は 

継続的な指導が必要」等，系統性を整理して動きのつながり 

を精選したり，汎用性（運動特性のつながり）の観点から扱 

う運動に軽重付けたりしながら重点化を図った。 

図１ 本時レベル「学びの道筋」 

図２ 指導内容重点化「構想モデル」 



 

 

 ⑵ ６年間の学びの道筋づくり 

前項で述べた「構想モデル」はあくまでも仮説である。 

そのため，「動きのつながり」を検証するため４領域それ 

ぞれ低中高学年グループ，計１２グループにおいて，代 

表授業３６本を実施。更に，全ての授業検討はもちろん， 

代表授業者のプランを「会員一人一人」が自学級で実践 

し，分析レポートを持ち寄って検証した。 

   このようにして，６年間の学びのつながりを，学年や 

学校の違う「子どもの姿」で検証し，構想モデルの系統 

性や汎用性を確かめた。それぞれの計画が，６年間途切 

れなく「つながる」ことで，「３本の矢」と名付けた。 

 

４ 研究の実際の概要（校名は実践時の勤務校） 

  実践数が多いため,器械運動領域における「３本 

の矢」創造までの軌跡を述べる。６年間を貫く動 

きのテーマを「姿勢の安定」とし，多様な姿勢の 

経験（図４）を起点とし，つながる動きを整理し 

て精選，そして重点化した中学年・高学年の「矢 

（多様な姿勢の中で最も早い段階から取り組むこ 

とで効果が大きい逆さ感覚）」をデザインしていっ 

た。お互いが担当する学年，そして学年部だけで 

はなく，常に「前の学年・次の学年」との「つなが 

り」を中核に構想したのである。 

 

 

千葉教諭は，低学年の発達段階から，多様な姿勢をたくさん経験させることこそが，今後の姿勢 

の安定を支えるものだと捉えた。動物ランドの世界観を活用し，いろいろな転がり方ができる場の 

設定を工夫した。次に坂上教諭は，低学年で経験した動きの中において，継続的に感覚を培う必要 

のある「逆さ感覚」に着目した。壁を使うだけでは「調整力（どの程度の蹴る力で逆さで安定する 

か等）」が身に付かないため，仲間との協働的な学びにより補助ブリッジの学習を組織した。最後 

に駒沢教諭は，これまで培ってきた「姿勢の安定」を基に，安定を体得しているからこそできる「く 

ずし」へと学習を発展させた。安定した補助倒立姿勢から，どのくらいの倒れ込み姿勢になったら 

次の回転技へ「つなぐ」のか…。単元終末には，補助なし発展技「倒立前転」が完成した。 

 

５ 研究のまとめ 

 ⑴ 「３本の矢」による指導内容の「整理・精選・重点化」は，学習者にとって，誰もが身に付け 

なくてはならない既習を確かなものにしただけでなく，新たな動きや知識の獲得に活用された。 

⑵ 「３本の矢」による指導内容の「整理・精選・重点化」は，教師にとって，「何を学ばせるのか」 

が明確になったことで授業づくりの一助となり，市全体の体育授業ベースアップが期待できる。  

 

図３ ６年間の学びの道筋「３本の矢」 

図４ ６年間の起点となる低学年の「矢」 

図５ 器械運動領域 「３本の矢」  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員一人一人が実践し 

「仮説」である６年間の 

授業プランニングを検証！ 

そして仮説検証へ！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「最適な」運動実施時期や 

運動内容，運動の順序性  

扱い方を構造的に配置する！ 

授業プランニングを検証！ 

そして仮説検証へ！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック！ 

学習指導案が出て

きます！！ 

デジタルならではの 

創意工夫も満載です！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場の設定も教えてく

れます！ 

運動の「行い方」も 

動画で教えてくれます！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もちろん！ボール運動の目指すゲーム様相も出てきます！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

陸上跳躍系・表現は『課題とまとめ』付き！ 



 

４ 来年度からの体育部に求めるもの  

今年度の研究発表は，脈々と続いてきた体育部研究，成果の「結集」である。直近の

研究は，８年前の「学びの道筋づくり」に端を発する。単位時間内における教師の働き

掛け研究であった。「わかる」と「できる」を接続する【つなぐ手立て】と，本時の課

題を解決するための【できる手立て】を，必ずセットにして授業構想するという提案で

あった。授業を創るという，一見当たり前のことではあるが，まさに体育授業の肝とな

る提案になった。更に，来たる大量採用時代に向け，先見的な研究となったことは言う

までもない。多領域に渡り，会員一人一人の授業アイディアやバイタリティーに溢れる

研究となった。次研究はそれらを継承し，単元内における【つなぐ手立て】と【できる

手立て】の創造へと発展した。学習者が学びに向かう力をもち続けながら，確実に技能

を習得させる働き掛け研究であった。もちろんこの研究にも大きな成果があった。体育

の場合，学習指導要領の学習内容は２年間で身に付けるものを明示している。そのため，

毎年扱える運動教材とそうでないものが必然的に出る。そのため，単元構成がとても重

要になる。どのような活動を埋め込むか，ゴールの姿はどう設定するか，継続性が必要

な運動のため１年ごとに内容を細分化したらどうか等，教師のプランニングスキルが大

きく向上する研究となった。  

そして本研究。これまでの研究における成果を踏襲し，未だ明らかにできていない，

明確に示すことができていない【６年間の学びの道筋づくり】を目的とした。これらは

構想レベルではなく，汎用性（子どもの技能レベルや教師の指導力が違っても）の高い

ものに仕上げる必要があった。そのため，３年間で４６本の授業研究を重ねるだけでは

なく，所属する領域ごとに，会員一人一人が実践して成果と課題を明らかにし，全員で

共有しながら修正改善を進めた。学習内容の取捨選択からゴールの姿，更にはミニマム

であるため求める姿の程度等，細部にまで渡って検討を重ね，新潟市のベーシックとな

る６年間の授業構想モデルを創造した。  

１年半，多くの授業実践を繰り返しながらプランニングしてきたものではあるが，も

ちろんこれらを簡単に結論というわけにはいかない。そのため次に着手したのが，学年

部ごとのプランニングをシームレスに接続できているかを確かめることである。低学年

と中学年の学習内容が逆転していないかどうか，活動難易度や思考プロセスが逆行して

いないかどうか，中学年の運動を支える下位教材が低学年にきちんと組み込まれている

か等である。これらにこだわったのは，体育を専門としない一般会員に利活用してもら

わなければ，私たち体育部研究の目的達成が果たせないからである。会員一人一人の担

当する学年や技能・思考レベル等を把握し，分担しながら実践された記録（メタ情報）

を集約し，仮説検証した上で最終形を整えていった。  

  そして発表会を通して市全体へ発信した。「デジタル３本の矢」と命名し，授業支援

アプリケーションを通して配信する。まず来年度，それらを活用した一般会員の授業記

録や教師・学習者の声を調査する必要がある。また，更なる領域や運動教材の拡大を図

る必要がある。これまで着手できていない水泳運動やボール運動の他の型等が考えられ

る。更に，会員からの新たな研究への要望もある。次回の発表会に向けた礎ともなる研

究が来年度から始まる…。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の研究発表会にあたり，諸先輩方からたくさんのご指導をいただきまし

た。本当にありがとうございました。また，市小研体育部同人の皆様からは，主体

的・継続的に研究に邁進していただきました。重ねて感謝いたします。本当にあり

がとうございました。  

多様な考えをもって建設的な議論ができること，これが市小研体育部の誇りであ

り，揺るがない伝統です。これからも「全ては子どもたちのために」，使命感と情

熱を持ち続けながら，新たな研究へと邁進していくことでしょう。  

 

文責  藤本拓矢   栃澤 誠  



中学校教育研究協議会保健体育部の研究  
 
１ 研究主題   「運動に親しみ，自ら学ぶ生徒の育成」  

           ～学び合いを通して，わかってできる授業の創造～  

２ 研究内容 
 研究主題達成に向けた授業の視点をもとに，テーマ別研修を実施した。感染症
予防対策により，参加者を体育主任に限定し行い、昨年度よりも充実した協議会

となった。 

 公開授業については，新潟市立総合教育センターと連携し，「学び合い」に重

点を置くとともに，ICT の有効な活用方法などを通じて，主体的に学ぶ生徒の育

成を目指し取組を進めた。 

 

 （１）一斉研修会 

日  時 令和４年１１月１０日（木） 
開催方法 ZOOM による WEB 会議形式  

内  容 ①令和４年度市中教研保健体育部 活動報告 
     ②今年度の各分科会研究内容の報告 

      ・授業者による振り返りと幹事による実際の様子 

      ・ご指導 
           総合教育センター 指導主事 音田 和行 様 

 （２）分科会 

(1)  第一分科会（北・東区）  
 新潟市立大形中学校  授業者：金川  亮 教諭  
  器械運動 「跳び箱運動」  
 

(2)  第二分科会（中央・江南区）  
新潟市立両川中学校  授業者：矢木  忍 教諭  

  ダンス 「創作ダンス」  
 

(3)  第三分科会（秋葉・南区）   
 新潟市立白根北中学校  授業者：新井 慧真 教諭  
  保健分野 「心の健康（心身の機能の発達と心の健康）」  
 

(4)  第四分科会（西・西蒲区）  
     新潟市立潟東中学校  授業者：高森  修一 教諭  
       保健分野 「健康な生活と疾病の予防（感染症の予防）」  
 

３ 成果と今後の課題 
   新型コロナウイルス感染症のため、例年通りの研修を行うことはできなかった

が、感染症対策を講じながらできる範囲で研究を進めた。 

分科会による授業公開では、参加者を同地区の体育主任と幹事に限定し行った。

昨年度は、幹事のみの参加であった協議会も、少数ではあるものの参加していた

だいた部員の方々と活発な意見交換が行われ、有意義な時間を過ごすことができ

た。各分科会とも、「学び合い」の場面を重視し、学び合いによる思考の深まり、

技能の向上が図られており、生徒が主体的に授業に取り組む姿がみられるなど提

案性の高い公開授業となった。iPad の活用についても、必要な場面で有効に活用

され、活用例が増えてきている。また、評価についても継続して情報交換や研究推

進が必要であると考えている。一斉研修会では、各分科会の公開授業の様子や協

議会の様子を部員と共有することができた。 



令和 4年度 

「保 健 体 育 部」 事 業 報 告 

月 日 事 業 名 会 場 内   容 参加者数 

5 19 
保健体育部総会 
第１回幹事会 

ZOOM 
令和３年事業報告、会計報告 
令和４年事業計画、予算案 

１３ 

8 25 第２回幹事会 巻東中学校 分科会指導案検討 等 １８ 

10 7 第１分科会 大形中学校 授業者：金川 亮 教諭 １８ 

10 20 

第２分科会 両川中学校 授業者：矢木 忍 教諭 １７ 

第３分科会 白根北中学校 授業者：新井 慧真 教諭 １５ 

10 27 第４分科会 潟東中学校 授業者：高森 修一 教諭 １７ 

11 4 一斉研修会 
 
  日  時 １１月１０日（木）１４：００～１６：４５ 
   
  開催方法 ZOOMによるWEB会議形式 
 
  内  容 １ 令和４年度市中教研保健体育部 活動報告 
       ２ 今年度の各分科会について（授業者・担当幹事） 

① 第 1分科会 「器械運動」（跳び箱運動） 
          大形中学校   金川  亮 教諭 

② 第 2分科会 「ダンス」（創作ダンス） 
両川中学校   矢木  忍 教諭 

③ 第 3分科会 保健分野「心身の機能の発達と心の健康」 
白根北中学校 新井 慧真 教諭 

④ 第 4分科会 保健分野「健康な生活と疾病の予防」 
潟東中学校   高森 修一 教諭 

       ３ ご指導 
          新潟市立総合教育センター 
                    指導主事 音田 和行 様 
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第一分科会授業実践 

[単元名] 第２学年「器械運動（跳び箱運動）」 

[授業者] 新潟市立大形中学校 教諭 金川 亮  

１ 児童(生徒)と単元の指導構想 

◯単元について 

器械運動は、マット運動、鉄棒運動、平均台運動、跳び箱運動で構成され、器械の特性に応

じて多くの 「技」がある。これらの技に挑戦し、その技ができる楽しさや喜びを味わうことの

できる運動である。器械運動で学習する技は、逆さになって回転したり、ぶら下がって回転し

たり、手で支えて跳び越したりする巧技的な運動で、日常においてあまり経験しない非日常性

を特徴にしている。そのため目標とする技を学習対象にして、その動き方を身に付ける学習が

必要となってくる。技の特性から「できる」「できない」が明確に表れるため、すべての生徒が

技を身に付ける喜びを味わうことができるように、自己の技能の程度に適した技を選んだり、

課題に応じた練習方法を工夫したりすることが大切である。また、練習段階においても、動き

方を工夫することで動き方の感じがわかっていくことを楽しみながら、学習できるようにして

いく。器械運動は、技が「できる」ことをねらいとした、動き方を身に付けていくための運動

学習として大きな意味と価値をもっている。  

器械運動では、中学校第１学年及び第２学年は「技がよりよくできる」こと、第３学年は「自

己に適した技で演技する」ことをねらいとされている。跳び箱運動では、「切り返し系や回転

系の基本的な技を滑らかに行うこと、条件を変えた技、発展技を行うこと」をねらいとしてい

る。「知識・技能」においては、自分の技能状態や技の難易度に応じて、どの「できる」を目

標に学習を進めるのかを明確にすることで、高めることができるようにする。「思考・判断・

表現」においては、段階的な練習の仕方や技の習熟のさせ方、組み合わせ方などを考え工夫す

るとともに、他者にそれらを伝えることができるようにする。「主体的に学習に取り組む態度」

においては、仲間と自己の目指す動きの違いなどを教え合いながら協力し合って学習すること

や、安全に運動をできるようにする。これらを単元の中で生徒に伝え、生徒が実践すること、

自分の課題を見付けること、仲間と教え合いよりよいものを目指すこと、それらを教員が評価

することを明確に位置づけ、学習を展開していきたい。  
◯生徒について 

２年３・４組は体育の授業に積極的に取り組む生徒は多いが、運動能力の差が多く見られる。

しかし器械運  動に対するアンケートをとると、非日常的な動きが多い器械運動は「怖い」

「怪我をしそう」という理由から約半数の生徒が積極的に取り組みづらいという結果となった。

実際に昨年度に１学年の授業でも開脚跳びなどの基本的な技でも尻込みする生徒が見られた。

そこで低い段数やセーフティーマットを用意するなどの場の工夫やスモールステップでの成功

体験を積ませるなど、恐怖心を軽減させる工夫をしながら授業を進める必要がある。 

 

２ 本時の実際（２／５時） 

（１） 本時のねらい 

iPad を用いて自分の動きを客観的に見ることを通して、自分の課題を見つけ、実技テストに

向けて、台上前転の完成度高めることができる。 

（２） 本時の構想 

本時では、自分の課題を見つけ次時で行う台上前転の実技テストへの見通しを立て、積極

的に取り組めるようにしたい。実技テストは「演技」であることに着目させ、より美しく、

大きな演技をするための話し合い活動を取り入れる。iPad を使い自分の動きを客観的に見る

ことで、仲間との意見交流の場を設け、互いの技能の向上を図り、次時の実技テストに自信

を持って取り組めるようにしたい。 

 

 

 

 



 

（３） 展開 

学習活動 教師の働き掛け（T）と 

予想される児童生徒の反応（S） 

■評価・○留意点 

導入（１０分） 

・あいさつ、点呼、準備運動 

跳び箱の準備やあいさつ、準備運動など ○ケガ防止のため、しっかり

と行わせる。 

展開（３０分） 

・復習 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習課題の提示 

 

 

 

 

 

・練習（１回目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・話し合い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T：今日は台上前転の練習を行います。 

T：前回の復習です。台上前転の第一空中局面

と第二空中局面のそれぞれのポイントはな

んでしたか。 

S：第一空中局面は手を手前に着く。お尻を高

く上げる。 

  第二空中局面は頭の後ろを跳び箱につけ

る。体を開くタイミングに気を付ける。 

T：そうですね。ポイントはいくつかあります

が自分の台上前転をより美しく、大きいも

のにするための課題は分かりますか？ 

S：分からない。 

 

 

T：前回決めた４人組で台上前転を１０分練習

します。１人は撮影、２人は補助につきま

す。 

S：練習をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T：撮ってもらった動画と前回配ったお手本動

画とワークシートを使い、仲間と話しなが

ら自分の課題を探しましょう。 

T：どんな課題が見つかりましたか。自分のま

とめに記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯生徒の技の様子を観察し、

後で行う話し合いで声が

けをする内容を考えてお

く。 

◯見るべきポイントはワー

クシートに記載しておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自分や仲間の良いところ

や改善点を見つけられて

いるか。 

◯動きのポイントがわから

ない生徒や間違った分析

をしている生徒への声が

けを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ（予想される生徒のまとめ） 

第一空中局面の課題：・手をついたらお尻をしっかり上げ

ること。 

        

第二空中局面の課題：・目線をおへそに向けること。 

・足を伸ばすタイミングを早くしす 

ぎないこと。 

低  中  中  高  

学習課題：より美しく、大きい台上前転をするための自分の課題は何だろうか。 



 

 

３ 成果 

①iPad を使い、客観的に自分の動きを見たり、場面ごとに映像を止めて仲間の動きを見たり
することで、技能のポイントに対しての振り返りや意見交流が行いやすくなった。  

②動画を撮る場所や角度を工夫する生徒が見られたり、生徒自らどこから撮ってほしいとい

う意見を出すようになるなど、課題解決のために必要なことを考える姿が見られた。  
 

４ 課題 

①学習課題のポイントをより限定したものにすることで、生徒が課題解決に向けて考えやす

くなると感じた。 
②技能展開の場面をもう少し細分化（第一空中局面を踏切→着手にするなど）すると、様々

な考えや意見が生まれるように感じた。  

・練習（２回目） T：それでは見つかった自分の課題を練習で改

善していきましょう。その際は仲間から

iPad で撮影してもらい、動きを確かめなが

ら行いましょう。 

S：練習をする。 

◯課題が分かってもうまく

いかない生徒にアドバイ

スをする。 

終末（１０分） S:片づけ、振り返りを行う。  



第二分科会授業実践 

[単元名] 第１学年「ダンス（創作ダンス）」 

[授業者] 両川中学校 教諭 矢木 忍  
 

１ 児童(生徒)と単元の指導構想 

ダンスの学習を進めることで、仲間や他のグループの発想や動きのよさに声を掛けるなど互いに高め合

い、教え合いながら、互いの運動意欲が高まることを理解することができる。また、練習の際に、仲間の

手助けをしたり、学習課題の解決に向けて仲間に助言したりしようとすることで、自己の能力を高めたり、

仲間との連帯感を高めて活動することにつながることも理解できるようになる。 

身近な生活や日常動作からテーマを設定することで、自らが表現したいイメージがわきやすくなる。ま

た、動きを誇張したり、変化を付けたりすることを通して「ひと流れの動き」にして表現することができ

るようになる。そして、変化のあるひとまとまりの表現になるよう「はじめ－なか－おわり」の構成で作

品を仕上げ踊れるようにもなる。 

単元を通して、主に次の４点を大切に指導する。 

①  模倣を通して、多様な動きを高める。 

   ・多様な動きを模倣し、その経験から自分のイメージを表現する。 

②  楽しい雰囲気の中で活動する。 

   ・毎時間ウォーミングアップ・ダンスで、心と体がリラックスできるようにする。 

   ・生徒がワクワクする興味・関心あるテーマを設定する。 

③  タブレットを利用し、自分を客観的に見て分析する場を設定する。 

   ・言葉以外に視覚でも確認することで、自分の課題を見つけられるようにする。 

④  仲間と教え合う・伝え合う場を設定する。 

・「〇〇な感じ」といった表現が伝わっているか、①伝わり度、②ユニーク度、 

③メリハリ度で評価する。 
 

２ 本時の実際（６／７時） 

（１） 本時のねらい 

ダンスの創作活動を通じて「イメージを捉えた表現が、見ている相手に伝える」ことができてい

るか自己及びグループの課題の仮説を立て、合理的な解決に向けて取り組むことができる。また、

自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができる。 

（２） 本時の構想 

創作ダンスを通じて「イメージを捉えた表現が、見ている相手に伝える」ことができているか、

互いにタブレットで撮影した動画を確認し、表現などの自己の課題を発見した。本時は、課題解決

のための仮説を立てて合理的な解決に向けて取り組むと共に、自己の考えたことを他者に伝えら

れる場を設け、表現力を向上させたい。 
（３） 展開 

 

 

 

 

学 習 活 動 教師の働き掛け・と予想される児童生徒の反応 ■ 評価 ・ ○ 留意点 

 

〇ウォーミングアップ  

（リズムダンス）  

〇集合、あいさつ  

〇本時のねらいをつかむ 

 

 

 

 

 

 

Ｔ 1:「グループで楽しく踊り、仲間と関わり合い

ながら心と体がほぐれるようにしましょう」  

Ｓ 1:グループで楽しく踊る。  

Ｔ 2:本時は作品鑑賞するときの観点  

★○○な感じの伝わり度  

★ユニーク度  

★メリハリ度  

の３つのうち「○○な感じの伝わり度」を高め

ていきます。  

 

〇大きな声でカウントをと

り、楽しい雰囲気をつく

る。  

〇ねらいの理解と授業の見

通しをもたせる  

【評価の観点】  

★○○な感じの伝わり度  

★ユニーク度  

★メリハリ度  

(導入）6分 



 

３ 成果 

話し合いを重ねることによって、自分がイメージした表現がどう見えているかを確認することができた。

また、仲間からアドバイスをもらうことで課題が明確になり、表現力が高まっていった。 
４ 課題 

 作品を見せ合い、評価する場面で「個」を見た表現力なのか、「集団」での表現力なのか曖昧であった。どこ

に焦点を当てて表現力を高めていくかを明確にし、生徒同士のアドバイスをし易くする工夫をしていきたい。 

学 習 活 動 教師の働き掛け・と予想される児童生徒の反応 ■ 評価 ・ ○ 留意点 

 

〇前時の続きの確認と本時の学

習課題について考える。 

 

 

 

 

 

 

 

○練習方法の説明  

 

 

 

○グループで仮説をシェア

し合う  

 

○表現方法の仮説を生かし

た練習  

○発表と鑑賞  

 

 

○話し合い活動  

・伝えたい表現がどう見え

たかを伝え、アドバイス

をする  

 

 

 

 

○本時のまとめをする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ3:「前時は創作した動きをタブレットで撮影し、見ている

人にどんな感じを伝えたいのか、具体的にどのような動き

をしていけばよいか仮説を立ててもらいました。今日はそ

の仮説を実践していきます。 

そこで今日の課題は、 

 

 

 

 

T3:「練習の流れを説明します。」 

①グループで仮説をシェアする 

②曲を３回流す中で仮説を実践する 

③グループ同士で見せ合いアドバイスし合う 

T4:「グループになり、自分の考えた表現方法を発表し合いま

しょう。」 

S2:自分なりに考えた表現方法を伝え合う 

T5:「意見を出し合ったことを意識した動きで練習してみまし

ょう。」 

T7:「見てもらうグループの人に、自分が表現したいことを伝

えてプリントを渡してください。もらった人は、その表現

が伝わったか評価をしましょう。」 

T7:「見ていたグループのリーダーは、司会をして評価とアド

バイスをしてください。」 

Ｓ 3：  

 ・全身を使う。  

   →高さの空間を生かす。  

 ・「走る -止まる -見る」の１つ１つの動きを大

げさにする。  

   →ポーズをしっかり作る。  

 ・歩き方や走り方の強弱や雰囲気を作って表現

する。  

   →「止まり方」や「見る」の動作に緩急を

つける。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■話し合いを通して、仲間の意見

を聞くだけでなく、自分の意見

も述べるなど、考えを伝え合っ

ている。 

〇ＢＧＭを交互に流し、自

分たちの曲になったら練

習、異なる曲になったら

話し合いをするよう指示

を出す。  

 

 

 

 

■自ら意見を述べることができ、

相手の発言に関心をもって聞

き、質問したり、感想を述べたり

して、相手の発言に関わってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 
○振り返り（ 5分）  

 
 
 
〇あいさつ 

 

Ｔ13：「自分の表現したい動きが伝わっていたか、自己評価

をしてみましょう。自己評価のポイントは、自分や仲間で

考えた表現方法の仮説で見ている相手に伝わっていたか。

最後に、次回の発表会で生かしたいを書いてください。」 

 

 

 

(展開）40分 

(終末）5分 

【本時のまとめ】 
動きに緩急や強弱を付けたり、表情を付けたりする

ことで、見ている人に表現したいことを伝えることが

できる。 

【学習課題】 
見ている人に伝えたい「○○な感じ」を伝えるために

はどんな動きをすればよいだろうか。 



１　単元と指導の構想 
(1) 単元について 
　「保健分野:心身の発達と心の健康」の単元は，体の諸器官が発達することや内分泌系の働きによっ
て生殖に関わる機能が成熟すること，また，精神と身体は相互に影響を与え，関わり合っていること
など将来の自分に深く関わる内容を取り扱っている。中学校の年代は，これらの発達が著しいことか
ら保健体育の授業で扱うことは重要であるといえる。 
　思春期の年代は疾風怒濤の時代とも言われるように，自らの体の発育と心の発達が噛み合わず，ア
ンバランスとなることもしばしば見られる。さらに，人間関係での軋轢や様々な欲求不満が原因で生
じるストレスの正しい対処を理解できていないと，自分をコントロールできなくなってしまうことも
ある。本単元では，教える知識量が多い為，講義型で進める場面が多くなってしまうことが予想され
る。そこで，ロイロノートを活用し，シンキングツールを用いることで生徒が少しでも自分事として
捉えるようにし，他の生徒と考えをやりとりすることを通して互いに成長していく関係性を築いてい
きたい。 

(2) 指導の構想 
　今回授業を行う1年1組は男子16人，女子19人の計35人で，授業中には活発な発言や意見交流が見
られる。その反面授業と関係ない発言が飛び交い，集中できないことも少なくない。また，自己肯定
感が低い生徒や，対人関係に悩みを抱えている生徒も在籍している。そこで，本時では「欲求への対
処」を扱うこととした。欲求不満の状態は時として人間が成長するために必要不可欠であり，欲求を
満たそうと努力することで自己肯定感が醸成されるという一面もあることに気付かせたい。そこで以
下の手立てを講じることとした。  

　「テストで良い点を取りたい」という欲求への対処の仕方を座標軸に配置する。この活動では，欲
求不満への対処の仕方を指定する。この活動を通して，欲求への対処とその行動が，欲求を満たすも
のかどうか，適切な行動かどうかを可視化する。そうすることで，手立て2での欲求への対処法を考
える際の手がかりとする。 

　次に，適切な欲求不満への対処の仕方を考えるため，「欲しいものが手に入らない」時にどのよう
な行動を取るかを考える。まず個人で考えた後，班の中で共有し座標軸にカードを配置する。こうす
ることで，対処の仕方は1つではなく，数ある中から取捨選択をし，行動に映すことが大切であるこ
とに気づかせる。また，班で共有することで自分では思いつかなかった欲求不満への対処の方法に触
れることができる。そうすることで今までとは異なる視点で解決法を考えることにつなげる。また，
無意識で行なっている行動の判断基準を可視化することで，欲求が単に満たされるかどうかだけで判
断しているわけではないことにも気づかせる狙いがある。 

第三分科会授業実践（保健分野） 
【単元名】　第1学年　　単元：心身の発達と心の健康 
【授業者】　新潟市立白根北中学校　　　教諭　新井　慧真

手立て１：「座標軸」を用いて「テストで良い点を取りたかったけれど，取れなかった」という欲
求不満への対処の仕方を分類する。

手立て２：「欲しいものが手に入らない」という身近なテーマについて，欲求不満への対処の仕方
を考え，それが適切な行動かどうかを考える。



２　本時の実際 
(1) 本時のねらい 

　欲求の対処について，シンキングツール(座標軸)を用いて分類し，欲求が満たされない際にどのよう
な行動をとるべきかを考える活動を通して，適切な問題解決が大切であることに気づくことができ
る。  

(2) 展開 

学習課題 
欲求不満の際にどのように行動したらよい
のだろう? 

学習活動 教師の働きかけ（T）と予想される生徒の反応（S） ■評価規準・留意点

【導入】3分 
⒈前時の学習内容の確認 T:前回の保健の授業の復習をします。前回は欲求について

やりました。教科書を見ると書いてありますが，3種類あり
ましたね。覚えていますか? 
S:覚えています。 
T:それぞれの欲求が全て満たされている人はいません。そ
こで，欲求が満たされなかった時にどのように行動するの
がよいのか考えてみましょう。 

・生徒がわかりやすい 
ような言葉で前時の内 
容を確認する。 

【展開】30分  

2.  テーマ1について考えなが
ら，座標軸の使い方を確認
する  

3.  テーマ2について個人で考
える 

4. テーマ２について班で共有
する 

5. 班ごとの意見を比較する 

6. 自分だったらどの行動を取
るかを選び，理由も記入す
る 

7. 個人で考えたものを共有す
る 

T:テストで目標点を取れなかった時，次の行動は座標軸の
どこに当てはまりますか?「コツコツ努力する」はどうです
か? 
S:グラフの右上です。  
T:「高い授業料を払って塾に行く」はどうですか? 
S:座標軸の右上です。 
T:違う意見はありませんか? 
S:座標軸の右下です。  
T:なるほど。同じ行動でも人によっては「アリ」か「ナ
シ」か違うんですね。  

T:では次に，もう少し身近なテーマについて考えます。
「あなたには今10000円の欲しいものがあります。しか
し，あなたの所持金は8000円です。」というテーマです。 

T:では，自由記述のカードを班長に送ってください。その
後，班で話し合いながら座標軸のどこにそのカードが配置
されるかを考えましょう。 

T:では，班長は出来上がった座標軸を提出箱 に提出してく
ださい。  
T:それでは班ごとで意見を比べてみます。 

T:では，今度は現実的に考えて自分だったらどの行動を取
るか2つ選び，その理由も記入してください。 

T:〇〇さんだったらどの行動を選びますか? S10:私だった
ら「中古品の安くなった物を買う」を選びます。なぜな
ら，私の家ではお手伝いをしてもお金はもらえないからで
す。 

・黒板上でカードの位 
置を確認しながら座標 
軸の使い方を確認す 
る。 

・考える活動に集中するため，
個人で考えてカードを配置す
る。  
■意欲的に自分の考えをカード
に記入している。(態)  

■自分の考えたことを仲間に伝
えようとしている。(思) 
■自分の意見を積極的に仲間に
伝えている。(態) 
・個人作業に集中するた め，
机を元に戻す。  

・異なる行動を選んだ生徒数人
に意見を訊く。



3. 成果 
① 授業後の振り返りで，欲求不満になった際にとる行動を今の自分の欲求に関連付けて記述してお

り，自分ごととして捉えることができた。 
② ロイロノートの機能である，「シンキングツール」を用いることで，視覚的に分かりやすく欲求

不満への対処の仕方を分類することができた。 

4. 課題 
① 欲求不満に対処する方法を，ランキング形式にすると生徒がより自分事として捉えることができ

た。 
② まとめを生徒から引き出せるとよかった。本時を通して，何が分かったのか，何ができるように

なったのかが不明確であった。 
③ 共通のテーマをより考えが深まるものにする。

【終末】１７分 
8. まとめ 

9. 振り返り

T:では、今回のまとめです。欲求不満の状態になった時の
行動の仕方として次の3つがあります。そもそも，その欲求
を自分が満たせそうかどうかを判断する。もう1つは欲求を
満たすための何を考えますか?  
S:別の方法 
S:現実的な方法 
S:努力する 
T:その通りです。この3つを考えて欲求不満の状態にうまく
対処していくことが大切です。 

T:では，数人に聞いてみます。〇〇さんはどのように記述
しましたか? 
S:私は，合唱コンクールで最優秀賞をとりたいので，さら
に練習を頑張りたいと思いました。

■欲求への対処には様々な方法
があり，選択することが必要で
あることを記入している。(技) 

■実生活と授業でのケース を関
連づけて振り返りを記 入してい
る。(知)  

【まとめ】 
欲求不満には，適切に対処することが大切である。 
・その欲求が自分にふさわしいかどうか判断する。 
・欲求を満たすための別の方法を考える。 
・欲求を満たすために今以上に努力する。



 

 

 

 

 

１ 生徒と単元の指導構想 

  今の３年生は、中学校入学以前からコロナ禍による影響を受け始め、２年半以上が経った 

今でも、様々な制約の中で学校生活を過ごしている。また中学校入学以来、生徒の多くは感 

染症拡大防止の観点から、『３密の回避』や『マスクの着用』、『手洗い・手指の消毒』といっ 

た基本的な感染防止対策を意識して行っている。しかし、普段の学校生活に目を向けると、 

手洗いの場面や回数は少ないと考えられる。また、手洗いにかける時間は短く、水洗いで済 

ませている男子生徒が少なからずいるのではないかと予想する。 

  本単元では、人間の健康は、主体と環境が関わり合って成り立つこと、健康を保持増進し、 

疾病を予防するためには、それに関わる要因に対する適切な対策があることについて、理解 

できるようにすることを目指している。(オ)感染症の予防では、感染症は適切な対策を講ず 

ることにより、感染のリスクを軽減することができること、社会環境や主体の抵抗力、栄養 

状態などが相互に複雑に関係する中で、感染症が発病することを理解できるようにする。そ 

の際、病原体の種類によって、感染経路が異なることにも触れる。また、エイズ及び性感染 

症の増加傾向と、青少年の感染が社会問題になっていることから、それらの疾病概念や感染 

経路についても理解できるようにするとともに、感染のリスクを軽減する効果的な予防方法 

を身に付ける必要があることを、理解できるようにする。 

 

２ 本時の実際（３／７時） 

 （１）本時のねらい 

  接触感染に予防効果がある手洗いを、手洗いチェッカーを活用して、その効果をグループ 

で確認する。また、どの部分に洗い残しが多いのかを確認して、普段の手洗いを見直す機会 

とする。 

 （２）本時の構想 

  普段の学校生活における手洗いの場面や回数が少ないと予想したので、事前に手洗いに関 

するアンケートを実施した。アンケートの結果は、ある程度予想した内容となった。 

そこで普段の手洗いが、どの程度の予防効果があるのかを、手洗いチェッカーを活用して、 

その予防効果を可視化しながら、グループで確認させたい。その際に、手洗いのやり方を① 

水洗いのみで 10 秒、②石鹼を使って 1５秒、③石鹸を使って 20 秒、の３種類で行う。そし 

て、３種類の手洗いには、どの部分に洗い残しが多いのかを、タブレットで撮影して比較検 

証を行っていきたい。更には、そこで得た比較検証の結果と、正しい手洗い（自動水栓と液 

体石鹼を使って、手洗いの順番に従い 30 秒）の方法を踏まえつつ、今後の手洗いに役立てて 

いきたい。 

（３）展開 

教師の働きかけ 予想される生徒の反応 ■評価・○留意点・◇ＩＣＴ 

＜導 入＞ 

１ 手洗いに関する事前アン 

ケートの結果を提示する。 

 

・手洗いの場面や回数があま 

り多くない。 

・手洗いにかける時間も意外 

と少ない 

 

○事前アンケートの結果を、 

パワーポイントにより確認さ 

せる。 

第四分科会授業実践 

［単元名］ 第３学年  「保健（健康な生活と疾病の予防）」 (オ)感染症の予防 

［授業者］ 潟東中学校 教諭 高森 修一 



＜展 開＞ 

 

 

 

２ ３種類の手洗いについて 

 手洗いチェッカーを活用し 

 ながら、その効果をグルー 

プで確認させる。 

 

３ 確認したことを、ワーク 

 シートにまとめさせる。 

 

 

 

 

４ ワークシートにまとめた 

 ものを、グループで話し合 

わせる。 

５ グループで話し合った内 

容を発表させる。 

６ 効果的な手洗いについて 

 資料を基に説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

・水洗いのみの手洗いは、予 

想通りに洗い残しが多い。 

・石鹸を使った手洗いでも、 

爪の周りや指先に洗い残しが 

目立つ。 

・どの部分に洗い残しが多い 

のかを、ワークシートにまと 

める。 

 

 

 

・効果的な手洗いに必要な条 

件や要素を、グループで話し 

合う。 

・グループで話し合った内容 

を発表する。 

・効果的な手洗いについて、 

資料を基に確認する。 

 

 

 

 

 

○グループ内の役割分担や手 

洗いチェッカーの活用手順な 

どを、パワーポイントにより 

確認させる。 

 

◇タブレットで手洗い前と手 

洗い後の状況を撮影して、比 

較検証させる。 

■検証結果から、正しい手洗 

いの必要性を実感している。 

【知識及び技能】 

○話し合ったものを、ホワイ 

トボードに記入させる。 

■話し合いや発表を聞く場面 

で、効果的な手洗いに必要な 

条件や要素を熟考している。 

【思考・判断・表現力】 

 

 

 

 

＜終 末＞ 

７ ワークシートに本時の授 

 業を振り返らせる。 

 

 

 

 

 

 

・ワークシートに本時の授業 

の振り返りを行う。 

 

 

■振り返りの活動を通して、 

感染症の予防に努めようとし 

ている。【主体的に学習に取り 

組む態度】 

 

 

３ 成果 

  ①事前アンケートを実施して、学校生活における手洗いの状況を把握したこと。 

  ②手洗いチェッカーを活用して、手洗い効果の可視化により、その状況を確認したこと。 

  ③手洗い効果を検証する実験を通して、学習課題の解決に迫る授業を展開したこと。 

  ④実験結果の比較検証を通して、正しい手の洗い方を理解したこと。 

 

４ 課題 

  ①タブレットで撮影した写真を、エアドロップを使ってグループ内で共有化を図れば、各 

自のタブレットで比較検証をすることができるので、授業の流れがよりスムーズになる 

と思われる。 

  ②他のグループが話し合った内容を、ロイロノートを使って回答の共有化を図れば、各自 

がタブレットの画面上で発表内容を確認することができるので、発表内容がよりイメー 

ジしやすくなると思われる。 

【学習課題】 

  効果的な手洗いを行うには、どんな点に気を付けたらよいだろうか。 

【まとめ】 

  爪の周りや指先など、洗い残しが多くなる部分を石鹸で丁寧に洗おう。 

【振り返り】 

  これまでの手洗いを振り返り、今後に生かしていきたいことを書き出そう。 



Ⅲ 体育連盟の活動 

［１］ 新潟市小学校体育連盟の活動 

１ 第５２回新潟市小学校陸上競技記録会 

（１）日 時 ［西地区大会］ 令和４年７月２６日（火） ８：４５（開会式）～１２：３０ 

［東地区大会］ 令和４年７月２７日（水） ８：４５（開会式）～１２：３０ 

（２）会 場  新潟市陸上競技場 

（３）過去３年間の参加校数及び出場選手数  

✳︎令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大のため中止 

    ✳︎令和４年度は熱中症・新型コロナウイルス感染拡大防止の観点より、６年生児童のみの参加 

年度 

東 地 区 大 会 西 地 区 大 会 

５ 年 ６ 年 
合計 

参加 

校数 

５ 年 ６ 年 
合計 

参加 

校数 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 

令和元 ３０７ ２９３ ３０２ ３０８ １２１０ ５３ ２７３ ２７０ ２６７ ２６７ １０７７ ５４ 

令和３ ２９６ ３０３ ３０２ ２８７ １１８８ ５２ ２５５ ２２９ ２５５ ２３２ ９７１ ５５ 

令和４   ３００ ３０２ ６０２ ５２   ２５９ ２２８ ４８７ ５２ 

 

（４）第５１回大会までの大会記録 ＊＜ ＞内は２０年度より導入した写真判定による大会記録 

性別 

種目 

男    子 女    子 

５ 年 ６ 年 ５ 年 ６ 年 

１００ｍ 
１３秒３ 

＜１３秒５０＞ 

１２秒２ 

＜１２秒６１＞ 

１４秒０ 

＜１４秒６１＞ 

１３秒３ 

＜１４秒０１＞ 

２００ｍ ２８秒６ ２７秒１ ― ― 

８００ｍ ― ― 
２分３５秒５ 

＜２分３３秒６５＞ 

２分２９秒６ 

＜２分２８秒０１＞ 

１５００ｍ 
４分５９秒３ 

＜４分５５秒８８＞ 

４分５２秒２ 

＜４分４７秒７２＞ 
― ― 

８０ｍＨ 
１３秒３ 

＜１３秒６７＞ 

１２秒３ 

＜１２秒４６＞ 

１３秒７ 

＜１４秒０１＞ 

１３秒０ 

＜１３秒３０＞ 

走り幅跳び ４ｍ４３ｃｍ ５ｍ２３ｃｍ ４ｍ１８ｃｍ ４ｍ４５ｃｍ 

走り高跳び １ｍ４４ｃｍ １ｍ６０ｃｍ １ｍ３２ｃｍ １ｍ４８ｃｍ 

４×１００ｍＲ 
５７秒４ 

＜５７秒６６＞ 

５２秒４ 

＜５３秒８９＞ 

５７秒２ 

＜５９秒４５＞ 

５５秒５ 

＜５６秒３８＞ 

 

（５）リレー優勝チーム及び大会新記録者  ✳︎令和４年度は熱中症・新型コロナウイルス感染拡大防止の観点より、６年生児童のみの参加 

 
東 地 区 大 会 西 地 区 大 会 

男   子 女   子 男   子 女   子 

リレー優勝５年     

リレー優勝６年 葛塚東小学校 鳥屋野小学校 巻北小学校 坂井輪小学校 

大 

会 

新 

記 

録 
者 

 【６年男子】４×１００ｍＲ 巻北小学校チーム      53秒 78 

 【６年女子】１００ｍ    附属新潟小 齋藤 紗慈    13秒 86 



２ 新潟市小学校体育実技講習会 

 第 １ 回 第 ２ 回 

日  時 令和４年 ６月２４日（木） 令和４年 11月 22日（火） 

会  場 新潟市陸上競技場 新潟市立両川小学校 

講  師 

 

新潟市中学校体育連盟 

 渡邊 祐哉 教諭（高志中等教育学校） 

梅沢 怜史 教諭（木戸中学校） 

 

新潟市南区教育支援センター 

指導主事 南 啓史 様 

 

内  容 
「短距離走・ハードル走」 

小・中体連連携事業 
「マット・跳び箱を使った運動遊び」 

参加者数 ４５名 ３２名 

 

 ３ 新潟市水泳競技記録会 ※令和２年度より休止 

 

４ 令和５年度 陸上競技記録会実施日 

 

５ まとめと来年度の方向 

令和３年度に引き続き，熱中症対策に加え，「コロナ感染対策チーム」を編成し，感染症対策

や内容を熟慮し大会運営を進めてきた。待機場所で児童が密集状態になることが予想されるフィ

ールド種目の休止，当日の来場者数の制限や保護者入場券の提出，競技時間短縮を測るため６年

生児童のみの大会参加等、熱中症・感染防止対策を講じ，大会の新たな方向性を見出すことがで

きた。加えて，新潟市教育委員会とも連携を取り合い、熱中症対策，感染症対策を万全にし，陸

上記録会を実施した。 
また，本記録会では、２つの大会新記録が出た。新潟市の子どもたちの達成感や運動に対する

熱い思いを醸成することのできた意義のある大会となった。 
体育実技講習会では，新潟市中学校体育連盟との連携事業である陸上競技指導について講習会

を開催することができた。今回は，市内中学校から２名の講師をお招きした。陸上運動の種目ご

とに，感覚づくりや動きづくりについて，指導のポイントを分かりやすく教えていただき，専門

性の高い指導に触れられる機会となった。多くの先生から参加いただき，今年度も大変好評であ

った。 
第２回では，低学年の運動領域である「マット・跳び箱を使った運動遊び」をテーマに講習会

を行った。全ての学年の基礎となる運動遊びについて，子どもたちが遊びやゲームを楽しみなが

ら力を高めていけるような指導法を教えていただくことができた。参加した多くの先生も実際に

体を動かして動きを体験することで，たくさんの気付きや学びがあり，充実した会となった。 

今後も猛暑の中，さらにコロナ禍での小体連事業の実施が予想される。そこで，現在，次年度

以降の事業における対策や内容について検討している。子どもたちや保護者，参加する職員の安

全を最優先に，子どもたちの力を伸ばしていける小体連事業を目指していく。 
 
            （文責 新潟市小学校体育連盟事務局長 沼垂小学校 竹松 譲） 

 

第５３回 陸上競技記録会 

東地区大会 西地区大会 

令和５年 ７月２５日（火） 令和５年 ７月２６日（水） 

     予備日 ２７日（木）    ２８日（金） 

於：デンカビッグスワンスタジアム 



〔２〕新潟市中学校体育連盟の活動 
 

 

１ 運動部活動部員数・加入率の推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒数の減少とともに、運動部活動の部員数も減少（１０年間で約３，２００人）してい

ます。今年度、運動部活動に所属している生徒数は、１２，２５２人で新潟市全体の生徒数

の約６１％にあたります。 
 

２ 各種競技大会 

（１） 第６３回 新潟市中学校体育大会 

① 主催    新潟県中学校体育連盟 新潟市中学校体育連盟 

   ② 期日    令和４年６月１３日（月）・１４日（火）・１８日（土） 

                ２０日（月）・２１日（火）・２５日（土） 

【競技によって開催日が異なるが、最大３日間開催】 

③ 会場    新潟市体育施設・新潟市内中学校 

（２） 第５３回 新潟県中学校総合体育大会 

① 主催      新潟県中学校体育連盟 

② 期日    令和４年７月１６日（土）・１７日（日）・１８日（月祝） 

【サッカー・軟式野球のみ３日間開催】 

③ 会場    新潟県内の体育施設（新潟市開催は、３種目） 

（３） 第４３回 北信越中学校総合競技大会 

① 主催    北信越中学校体育連盟 北信越各県中学校体育連盟 

② 期日    令和４年８月１日（月）～６日（土） 

③ 会場    長野県内各地 

④ 入賞（３位以上）校・選手一覧 

競技 種目 順位 氏名 （学校名） 

陸上 

３年男子 100m １ 宮村 温（鳥屋野） 

男子 400m 
１ 坂井 駿介（松浜） 

２ 森 飛遥（早通） 



男子 800m ２ 古野間 久明（宮浦） 

男子走高跳 ２ 保苅 楓太（石山） 

男子砲丸投 ３ 中川 冬夢（下山） 

男子 4×100mR ３ 

脇川 光貴・宮村 温 

大崎 遥輝・渡部 賢司 

（鳥屋野） 

男子四種競技 
２ 近藤 嵐（巻東） 

３ 三浦 遙仁（坂井輪） 

２年女子 100m １ 田中 麗愛（宮浦） 

女子 800m ２ 石川 桃子（巻東） 

水泳 

男子自由形 400m ３ 坂木 荘介（寄居） 

男子背泳ぎ 100m 
１ 長谷川 温大（大江山） 

３ 須田 大晴（上山） 

男子背泳ぎ 200m 
１ 長谷川 温大（大江山） 

２ 須田 大晴（上山） 

男子個人メドレー400m ２ 清水 優希（亀田） 

女子自由形 50m ２ 
神田 行空（新津第二） 

女子背泳ぎ 100m ２ 

女子平泳ぎ 200m ３ 神田 倫来（木戸） 

女子バタフライ 100m ２ 門間 悠月（亀田） 

バスケットボール 女子 １ 新潟清心女子中学校 

バレーボール 男子 ３ 中之口中学校 

ソフトテニス 

男子団体 
１ 巻西中学校 

３ 巻東中学校 

男子個人 

１ 町澤 緯宙・笹川 慈瑛（巻西） 

２ 髙橋 憐依・日野 莉大（巻西） 

３ 髙澤 颯・髙澤 泉（内野） 

卓球 男子団体 ２ 黒埼中学校 

バドミントン 女子シングルス ３ 佐藤 弥生（白根第一） 

柔道 
男子団体 ３ 葛塚中学校 

男子 90kg級 １ 騰川 雄喜（白根第一） 

剣道 

男子団体 １ 小針中学校 

男子個人 ３ 金澤 心（石山） 

女子団体 
３ 石山中学校 

３ 小針中学校 

女子個人 １ 佐藤 愛海（小針） 

（４） 令和４年度 全国中学校体育大会 夏季大会 

① 主催    日本中学校体育連盟 

② 期日    令和４年８月１７日（水）～２５日（木） 

③ 会場    北海道・東北ブロック 



④ 入賞校・選手一覧 

競技 種目 順位 氏名 （学校名） 

陸上 

男子 4×100mR １ 

脇川 光貴・宮村 温 

大崎 遥輝・渡部 賢司 

（鳥屋野） 

男子 400ｍ ２ 坂井 駿介（松浜） 

男子走高跳 ５ 保苅 楓太（石山） 

水泳 男子 100m背泳ぎ ６ 長谷川 温大（大江山） 

剣道 女子個人 １ 佐藤 愛海（小針） 

（５） 第６３回 新潟市中学校新人大会 

   ① 主催    新潟市教育委員会 新潟市中学校体育連盟 

   ② 期日    令和４年９月２７日（火）東地区 

                 ２８日（水）西地区 

③ 会場    新潟市体育施設・新潟市内中学校 

（６） 第３２回 新潟市中学校駅伝競走大会 

① 主催    新潟県中学校体育連盟 新潟市中学校体育連盟 新潟市陸上競技協会 

② 期日    令和４年１０月１３日（木） 

③ 会場    デンカビッグスワンスタジアム発着特設駅伝コース 

          （新潟県スポーツ公園内園地） 

（７） 第３２回 新潟県中学校駅伝競走大会 

① 主催    新潟県中学校体育連盟 新潟陸上競技協会 

② 期日    令和４年１１月２日（水） 

③ 会場    小千谷市白山運動公園陸上競技場周辺特設コース 

（８） 第６６回 新潟県中学校スキー大会 

① 主催    新潟県中学校体育連盟 

② 期日    令和５年１月１０日（火）～１３日（金） 

③ 会場    アルペン：松之山温泉スキー場 

（９） 令和４年度 全国中学校体育大会 冬季大会 

① 主催    日本中学校体育連盟 

② 期日    令和５年２月 

③ 会場    長野県 

 

３ 会議 

（１） 第１回本部会・第１回事務局会【４月１１日：市陸上競技場】 

     第１回常任理事会提出資料と会議のもち方の検討 

（２） 部活動顧問会【４月１１日・１２日・１４日・１５日：市陸上競技場・市音文会館】 

     市中学校体育大会・新人大会、専門部事業についての検討 

（３） 第１回常任理事会【４月１９日：黒埼市民会館】 

       役員承認・前年度決算報告・当年度の予算案審議・市中学校体育大会要項審議等 

（４） 市中学校新人大会準備会【７月８日：黒埼市民会館】 

     市中学校新人大会運営の確認・会計事務の説明 



 

（５） 第２回本部会【９月１６日：市陸上競技場】 

     来年度の事業計画についての検討 

（６） 第３回本部会・第２回事務局会【１月２７日：市陸上競技場】 

     第２回常任理事会提出資料と会議のもち方の検討 

（７） 第２回常任理事会【２月１７日：万代シルバーホテル】 

     来年度の事業計画等の確認 

 

４ 専門部事業（スポーツ活動） 

専門部名 月/日 曜日 会場 内容 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

2/25 

2/26 

土 

日 

２５日：西川中 高志中等 

    関屋中 清心女子中 

２６日：西川中 

西地区１年生（男・女）練習会 

トーナメント・リーグ戦試合 

２５日：光晴中 藤見中 

    亀田中 横越中 

２６日：光晴中 

東地区１年生（男・女）練習会 

トーナメント・リーグ戦試合 

新体操 

5/21 土 上山中 
新潟市大会に向けて演技の 

アドバイス・ルール講習 

2/11 土 木戸中 
からだつくり、手具操作に 

関する実技講習会 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

5/22 日 

中之口中 巻西中 西川中 

白南中 岡方中 木崎中 

横越中 石山中 

市体育大会に向けた交流会 

（東西女子） 

8/20 土 

月潟中 山潟中 巻西中 

高志中等 藤見中 

木崎中 光晴中 東石山中 

新人大会に向けた審判講習会 

新人交流会（東西女子） 

2/23 木祝 

山の下中 山潟中 

高志中等 寄居中 横越中 

大江山中 岡方中 東石山中 

１年生対象の新人交流会 

（男子・東西女子） 

ソフト 

テニス 

7/24 日 濁川運動広場  １年生を主対象とした 

審判講習会と実技演習 

交流戦 

8/20 

8/21 

土 

日 
豊栄総体テニスコート 

卓球 

7/2 土 東総合スポーツセンター 
中学校から卓球を始めた 

１年生対象の技術講習会【西】 

7/9 土 亀田総合体育館 
中学校から卓球を始めた 

１年生対象の技術講習会【東】 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

5/14 土 

東西男子 ： 東スポ 

東女子  ： 東スポ 

西女子  ： 東スポ 

 市内大会に向けた、２・３年生を

主対象とした審判講習会と実技演習 

  前半：審判講習会 

  後半：交流戦（実技演習） 

10/29 土 

東西男子 ：白根北中 

東女子 ：新津第二中 

西女子  ： 宮浦中 

個人戦による交流戦 



ソフト

ボール 

5/14 土 みどりと森の運動公園 

技術講習会 

5/21 土 木戸中学校 

6/11 土 坂井輪中学校 

6/25 土 東石山中学校 

11/12 

11/13 

土 

日 
みどりと森の運動公園 

1/14 

1/15 

土 

日 

柔道 11/19 土 鳥屋野体育館武道場 

東京学館新潟高校の監督 

による技術講習会 

高校生との合同練習会 

剣道 1/21 土 新潟市体育館 

審判講習会 

初心者向けの大会 

錬成試合 

 

５ 研修（部活動指導者研修会） 

 開催日・会場 内容 講師 

第

１

回 

７/２９（金） 

県健康づくり 
スポーツ医科学

センター 

○ スポーツフォーラム 

（スポーツ傷害の防止と

成長期スポーツ選手の

セルフチェック等） 

新潟医療福祉大学 大森  豪 様 

  塙   晴雄 様 

菊元  孝則 様 

小林真里奈 様 

熊崎  昌 様 

大塚製薬     露木   亮  様 

第

２

回 

１０/２１（金） 

市陸上競技場 
○ 優秀指導者実践発表 鳥屋野中学校   立花 泰志 様 

第

３

回 

１２/９（金） 

万代シルバー 

ホテル 

〇 講演会 

  望ましいスポーツ環境の

整備について 

⻑岡市 

スポーツ振興課  石川 智雄 様 

 

６ おわりに 
  いつも当連盟の諸事業に対し、温かくご支援いただいている市教育委員会・関係競技団

体・各中学校の皆様に深く感謝申し上げます。 

  感染禍ではありましたが、感染症対策・熱中症対策を徹底しながら、滞りなく事業を進め

ることができました。 

また、令和５年度から段階的に実施される休日の部活動の地域移行や働き方改革の視点で、

専門部事業（スポーツ活動）の在り方を検討しました。心身の健康増進および健全育成に寄与

することをねらいとし、活動を精選していきます。 

さらに、来年度からは、中体連主催大会に地域スポーツ団体の参加が可能になります。大会

参加認定にかかわる説明等、丁寧に対応し、地域の指導者と協力（競技役員や審判等）しなが

ら、大会を運営していきます。 

新型ウイルスの感染が新たな局面を迎えており、予見が難しい状況となっております。生

徒・教職員・大会関係者の健康面・安全面を最優先に考えた感染症対策を徹底した上で、

『社会の流れに対応しつつ、中学校体育・スポーツの振興を図る』活動を続けてまいります。 



	
 �

��
 ��
 ��
 ��
 �
 �


��

�
 �
 �


�
��

�

�
��

�
��

�

�

��

��

v7/= v<04:^

|�"�

F�X e�;�#� v7/= *>*>9|.7/=�$�

u�x ,163�;�"�

{2�;�"� Z\��;

c`/cg

u�x:^|

F�X

e�;�#�

u�x:^|

F�X RNPhF�X c`^| WNP^|�&�

r_^| r_^|�! �

u�x

,163�;�#�
u�x x;�;�&�u�x ,163�;�"�

{2�;�"�Z\��;�"�

u�x

Z\��;�#�

u�x

Z\��;�#�

F�X

V�[o=F�X�! �

u�x
F�X

c`�cg WNP�;�'�

c`�cg

�g�;�#�

v7/=

v<04:^|

v7/= *>*>9|.7/=�#�c`�cg

~jZJX�;

~j�;�%�

F�X

V�[{2F�X�$�
v7/=c`�cg

x;}�;�#�
r�;

r�;�! �

~jZJX�;
c`�cg

WNP�;�(�

v7/= *>*>9|.7/=�&� F�X

u�x

x;�;�&�

F�X

V�[o=F�X�! �

~jZJX�;

~j�;�'�

F�X

c`�cg

�g�;

c`�cg

v7/= v<04:^|�#�

F�X e�;�#� v7/= *>*>9|.7/=�$�

~jZJX�;

ZJX�;�&�
c`/cg
z��;�$�

r�;

r�;�! �

c`/cg
z��;�#�

u�x:^| F�X RNPhF�X�i�$� 1@3+9tb

c`^|

z�^|�%�
~j^|

~j�&�F�X

G�[hF�X

LDYDU��&�

c`^|

x;}^|�&�

�p^|

S�Q[u�%�

v7/=^|

~j^|

ZJXM]I�$�

V�[^| G�[h�!"� HNC� LDYDU�

u�x:^| F�X

��
���
�h
�


�

�	���
���
�


�
�

G�[hF�X

YB]HNC��&�

v7/= v<04:

^|�#�

v7/= *>*>9|.7/=�$� v7/= *>*>9|.7/=�$�

v7/= v<04:

^|�#�
v7/= *>*>9|.7/=�#�

c`^|u�x:^|


�
�RNPh
�
�

������
V�[

�(�u�x:^|

r_^| r_^|�! �

r_^| r_^|�! �

r_^| r_^|�! �

u�x:^|

F�X ��
���
�h
�
�
�i�$� v:sy8?

54

c`^|
~j^|

~j�%�

�
� ��
�h
�
�

KIPV�[�&�

c`^|

x;}^|�&�
v7/= *>*>9|.7/=

v7/=^|
~j^| ZJXM]I

�$�u�x:^| 
�
�G�[hF�X


�
�

G�[hF�X

S]QV�[�&�

v7/= v<0

4:^|�#�

v7/= v<0

4:^|�#�

v7/= *>*>9|.7/=�#�

v7/= *>*>9|.7/=�3�

c`^|V�[^| RNPh ������
V�[�10� �i q:ik�#�

�p^|

{^|�!�

�p^| u=�x;�$�

V�[^|

��
���
�h

OA���
��!!�
�i 1-:�n�%�

~j^|

~j�&�
�p^|

{^|�!�
�p^| wf��Z\��&� v7/=^|

~j^|

c`^| z�^|�'�

V�[^|

RNPh ������
V�[�)�
�i �d:��!�$�

�p^|

u=lx;�%�

�p^|

{^|�!�

V�[^|

c`^|

x;}^|�&�

�p^|
~j^|

am:��
������"�

~j�&�

V�[^| G�[h�! � S]QV�[ TIENPV�[v7/= *>*>9|.7/=�3�

�i �d:���$�

v7/= *>*>9|.7/=

v7/= *>*>9|.7/=�"�

v7/= *>*>9|.7/=

v7/= *>*>9|.7/=



��
��� ��� ��� ��� �� ���� �� �� 	��
�

�

�

�

����

����

����

M��'6S

M��'6S

M��'6S

(�)

M��'6S

(�)

M��'6S

(�)

M��'6S

(�)

M��'6S

(�)

M��'6S

(�)

M5_a

M5_a

6S%(0�+#4?%E9…(�)

M5_a

Y8!� #(0�+#4?(�)

`GA>��

���

`GA>��

�7�

`GA>��

`GA>��

[D

DF"K;!W=#^]���

[D

DF"K;!W=#^]���

[D

[D

HI#VP!H#DF����

[D

[D

<:6S

1*,6S��R\6S�ZBN6S�Q$U6S�&1�)����

<:6S 1*,6S

��R\6S�ZBN6S�Q$U6S�&1�)���

J7

���

J7

���

@>

-*,C���

@>

@>

-*,C����

@>

.�(/�2C ����
�	���

XT

XT

����

@>LO�

@>
.�(/�2C�XT�&LO ����
LO�

`GA>�)3(�&LO ����

LO�

LO�

`GA>�<:6S�&LO ����

)3(

)3(

���

@>

-*,C���



Ⅴ－２ 評価に関する参考資料 

 

文部科学省国立教育政策研究所教育課程研究センター編 

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 

 

【 小学校体育 】 

 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_pri_taiku.pdf 

 

 

 

【 中学校保健体育 】 

 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_mid_hokent.pdf 

 

 


